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会計予算

議案第１８号 令和２年度名寄市国民

健康保険特別会計予算

議案第１９号 令和２年度名寄市介護

保険特別会計予算

議案第２０号 令和２年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算

議案第２１号 令和２年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算

議案第２２号 令和２年度名寄市立大

学特別会計予算

議案第２３号 令和２年度名寄市病院

事業会計予算

議案第２４号 令和２年度名寄市水道

事業会計予算

議案第２５号 令和２年度名寄市下水

道事業会計予算

日程第22 議案第２６号 名寄市教育委員会委員

の任命について

日程第23 報告第１号 専決処分した事件の報告

について

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員
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６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 渡 辺 敏 史

書 記 開 発 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 中 村 勝 己 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 天 野 信 二 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
渡 辺 博 史 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまより令和２年

第１回名寄市議会定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員数は１８名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

４番 佐久間 誠 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ 会期の決定

について、お諮りいたします。

今期定例会の会期は、本日より３月２６日まで

の３１日間としたいと思いますが、御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、今期定例会の会期は、本日より３月２

６日までの３１日間と決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第３ 令和元年第

４回定例会付託議案第１号 名寄市基幹相談支援

センター条例の制定についてを議題といたします。

付託しました委員会の審査の経過及び結果の報

告を求めます。

市民福祉常任委員会、高野美枝子委員長。

〇市民福祉常任委員長（高野美枝子議員） 皆様、

おはようございます。議長より御指名をいただき

ましたので、令和元年第４回定例会付託議案第１

号 名寄市基幹相談支援センター条例の制定につ

いて、審査経過並びに結果について御報告いたし

ます。

委員会は、令和２年１月２１日、２月６日の２

回にわたり担当職員の出席を求め、慎重に審査を

行いました。

１月２１日の委員会では、最初に付託議案の詳

細について説明を受けました。名寄市では、平成

２８年度より新たに障がいに関する総合相談を行

う窓口を設置し、名寄市基幹相談支援センター事

業を開始しています。その後、国において障がい

者の重度化、高齢化、相談、緊急時の受入れ対応

を備えた地域生活支援拠点の方向性が示されまし

た。平成３０年度からは近隣５市町村が共同で地

域生活支援拠点の取組を進めています。本市とし

ては、総合的な相談体制、障がい福祉行政のさら

なる強化に向けて条例を制定したいとの説明があ

りました。センターの業務内容については、①、

総合的、専門的な相談支援の実施に関すること。

②、地域の相談支援体制の強化の取組に関するこ

と。③、地域移行、地域定着の促進の取組に関す

ること。④、権利擁護、虐待防止の取組に関する

こと。⑤、自立支援協議会の運営に関すること。

⑥、障がいの理解啓発の活動の取組に関すること。

⑦、障がい者が安心して地域生活を継続できる体

制整備、地域生活支援拠点に関すること。⑧、他

市町村への情報提供、技術的な助言、その他必要

な支援の実施に関することとの報告を受けました。

その後質疑に入り、道内で条例を整備している自

治体はあるのか、要綱の第１０条で事業の中身が

記載されているが、条例制定に伴い改正されるの

か、広域市町村とは美深、下川、中川、音威子府

の認識でいいのかの質問に対し、基幹相談支援セ

ンターは道内で３０か所設置されているが、条例

化されているのか確認して、後日報告する。要綱

の第１０条には基幹相談支援センター事業の記述

があるので、条例化されたら見直しを考えている。

地域生活支援拠点は名寄市単独ではなく、美深、

下川、音威子府、中川であり、そこを中心に考え

ている。要綱から条例に格上げする意図はの質問

に対し、平成２８年度より事業化して進めている

が、地域生活支援拠点としてさらに充実した取組

として進めるべく条例化したい。広域に関わる内
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容はどこで読み取るのかの質問に対し、第８条に

他市町村ということで、近隣にも情報の提供、技

術的な支援を実施するとの表現になっている。他

町村に助言をして、それを基に住民に対して支援

ができるように考えている。また、第５条第２号

の利用対象者は、名寄市以外の施設に入った場合

でも名寄市が見るという考え方になる。職員の配

置を含めて新年度で変更になる部分はあるのかの

質問に対し、業務は増えると思うが、現状の５名

で進めていく。他市町村との広域的な相談支援体

制の中で条例の体制整備を具体的にどう進めるの

か、第７条の運営委員会に当事者の意見は反映さ

れるのかの質問に対し、名寄市の設置条例として

いるが、近隣町村では専門の相談員が配置されて

おらず、制定後は定住自立圏の中でも相談しなが

ら対応していく。運営委員会に関しては現在ある

障がい者の自立支援協議会では約半分くらいが当

事者であり、運営委員会も同様の考え方で進めた

い。第８条の運営上必要があると認めた場合、業

務の一部または全部を委託することができるとあ

るが、現状からすると若干の不安があるとの質問

に対し、委託という文言はあるが、当面は子供か

ら大人まで切れ目のない支援体制を直営で行うよ

う考えている。これまで２４時間対応としていた

と思うが、今後の取扱いはの質問に対し、今まで

どおり２４時間で対応する。実際には夜中の連絡

はなく、昼間の相談対応が多い。他町村との協議

内容はとの質問に対し、近隣４町村とは障がいの

分野でももともと協力して進めてきた経過がある。

現在他市町村では障がい者が少ない状況だが、埋

もれていることも想定され、今後相談件数は増え

る可能性がある。第３条第６号に障がいの理解啓

発の活動とあるが、具体的な内容はの質問に対し、

今まで障がいの種類と状況に合わせた理解啓発活

動を進めてきた。さらに幅を広げていきたいなど

の回答がありました。

以上の質疑の後、次回の委員会では道内の条例

整備自治体について、また他町村のグループホー

ム、サービス提供に係る計画書の作成状況などの

説明を受けることとしました。２月６日の委員会

では、追加説明を受け、質疑を行いました。他市

町村での条例制定事例は１件で、道内の市町村で

は条例は制定されていない。また、道内の基幹相

談支援センターは民間の福祉施設に業務委託して

いる形がほとんどである。質疑では、業務の運営

上必要があると認めた場合業務委託とあるが、智

恵文、風連地区などを分けて管理するイメージな

のかの質問に対し、名寄市の人口規模であれば複

数箇所は必要なく、１か所で管理可能。５市町村

で対応する場合、市内グループホームの受皿が不

足するのではの質問に対し、名寄市内には２０棟

のグループホームがあり、対応は可能と考える。

各自治体での専門的な人材配置は難しいと考える

が、今後の対応はの質問に対し、研修会などの情

報を共有することで専門性を高めたい、ケアプラ

ンなど質の向上を目指していくなどの回答があり

ました。

以上で質疑を終結し、採決の結果、全会一致で

原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

以上をもちまして、令和元年第４回定例会付託

議案第１号 名寄市基幹相談支援センター条例の

制定についての審査の経過と結果の御報告とさせ

ていただきます。

〇議長（東 千春議員） これより、委員長報告

に対する質疑に入ります。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

正副委員長は自席にお戻りください。

お諮りいたします。本件は委員長報告のとおり

決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、令和元年第４回定例会付託議案第１号

は委員長報告のとおり可決されました。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時１１分

令和２年２月２５日（火曜日）第１回３月定例会・第１号
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再開 午前１０時１２分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

日程第４ これより令和２年度市政執行方針・

教育行政執行方針を行います。

初めに、令和２年度市政執行方針を行います。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 令和２年第１回名寄市議

会定例会の開会にあたり、市政執行への私の基本

的な考え方を申し上げ、議員各位をはじめ、市民

の皆様のご理解とご協力をいただきたいと思いま

す。

私が、市長として３期目の任を担わせていただ

いてから、間もなく２年を迎えることとなりまし

た。

昨年は、施策の基本となる総合計画（第２次）

中期基本計画がスタートした年であり、人口減少、

少子高齢化などに伴う情勢の変化に対応する施策

を展開してまいりました。一方で、不正のあった

株式会社名寄振興公社問題、名寄社協指定居宅介

護支援事業所問題に関しては、その原因をしっか

り究明し、抜本的かつスピード感を持って解決し

てまいります。

今後も、多くの市民の皆様や企業、関係機関・

団体などと連携し、ご協力をいただきながら、我

がまちに愛着を持ち、誰もが暮らし続けたいと感

じられるよう、様々なご意見に耳を傾けるととも

に、市民が主体のまちづくりを進めてまいります。

市政推進の基本的な考え方を申し上げます。

総合計画の将来像の実現に向け、「人づくり」

「暮らしづくり」「元気づくり」の３つの理念を

基本に、中期基本計画を着実に実行していく必要

があります。計画に掲げた主要施策の成果指標

（ＫＰＩ）の目標値達成に向けた施策を展開して

いくとともに、ＰＤＣＡサイクルの中で進捗管理

を行い、施策を深化させてまいります。

今後も、地域の魅力ある自然環境と都市基盤に

さらに磨きをかけ、道北地域の中核都市としての

責任と役割を果たしていくとともに、この地域が

発展していけるよう、議員各位をはじめ、多くの

市民の皆様とともにまちづくりを進めてまいりた

いと考えていますので、一層のご理解とご協力を

賜りますようお願い申し上げます。

次に、令和２年度の予算編成について申し上げ

ます。

本市の令和２年度各会計予算は、総合計画の将

来像の実現に向けて、重点プロジェクトや総合戦

略を中心とした様々な施策や事業を盛り込み、予

算を編成いたしました。

主な事業では、新規事業として（仮称）名寄高

校駅設置に係る実施設計、合同墓建設事業、保育

所整備に係る基本設計、哺育・育成センター整備

に対する支援、智恵文小学校の校舎改築に向けた

調査や基本設計、ＧＩＧＡスクールネットワーク

構想に対応すべく学校教育情報化推進事業などを

盛り込みました。また、乳幼児医療等給付事業の

拡充、さらには、北１丁目通道路改良舗装事業な

どの道路新設改良事業や橋梁長寿命化事業などに

ついても予算を計上させていただきました。

これにより、一般会計の予算案は、前年度予算

と比べ １パーセント増の２０９億２６４万４千

円となりました。

また、下水道事業特別会計と個別排水処理施設

整備事業特別会計が企業会計化されたことから、

５つの特別会計予算は８６億 ４４０万９千円、

企業会計予算は１５９億 ０９４万５千円、全会

計の総額では４５４億 ７９９万８千円となりま

した。

なお、予算編成の主な財源として、財政調整基

金で４億 ５３０万５千円、減債基金から ５０

０万円、公共施設整備基金で２億 ０００万円を

繰入し、収支の調整を図りました。

引き続き、限られた財源を有効活用し、行財政

改革に取り組むとともに、財政規律を遵守し、健

全な財政運営に努めてまいります。

次に、市民主体のまちづくりの推進について申
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し上げます。

まちづくりの理念や基本ルールを示した「名寄

市自治基本条例」について、昨年、市民で構成す

る検討委員会を設置し、施行後２度目の見直し検

討を行いました。条例改正の必要はないものの、

条例を市民に知ってもらい、まちづくりへの市民

参加を促す取組を求める意見書が提出されたとこ

ろです。

本市としましては、意見書の内容を踏まえ、広

報誌やホームページなどの多様な媒体による継続

した市民周知や、まちづくりへの市民参加を促す

ための市民参加型セミナーの開催などにより、市

民主体のまちづくりを推進してまいります。

次に、総合計画について申し上げます。

名寄市総合計画（第２次）中期基本計画の重点

プロジェクト及び主要施策の成果指標（ＫＰＩ）

の目標値達成に向けた取組を推進するとともに、

行政評価やローリング作業を実施し、事業の検証

・必要な見直しを行い、総合計画の実効性を高め、

効果的・効率的な行政運営に努めてまいります。

次に、地方創生について申し上げます。

「名寄市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の

着実な推進に向け、国の地方創生推進交付金を活

用した、スポーツフードやスポーツツーリズム商

品の開発を行う「地域資源を活用したスポーツ×

交流イノベーションプロジェクト」に取り組んで

います。このプロジェクトの深化・高度化により、

冬季スポーツの拠点化に向けた取組に加えて、夏

季を含めたインバウンド受入拡大を目指してまい

ります。

また、今後も地方創生関係交付金を活用するた

め、国の第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略

で示された新たな視点やキーワードを本市の創生

総合戦略に位置付けるとともに、成果指標（ＫＰ

Ｉ）などの見直し作業を実施してまいります。

次に、コミュニティ活動の推進について申し上

げます。

協働のまちづくりを進める上で最も重要な組織

である町内会については、安心して暮らせる地域

づくりの活動に対して財政支援を行ってまいりま

す。また、未加入世帯の増加や役員の成り手不足

などの課題に対しては、加入促進の取組を行うと

ともに、町内会活動への参画を呼びかけるなど、

町内会連合会とも連携して取り組んでまいります。

町内会の枠を超えた活動の取組や地域課題の解

決などを担うことを目的に、小学校区域を基本に

組織された地域連絡協議会については、地域の特

性を生かした自主的なまちづくりを推進する活動

に対して、財政的な後押しをすることにより地域

コミュニティ組織としての活性化を図ってまいり

ます。

また、「名寄の冬を楽しく暮らす条例」の理念

をまちづくりに反映させていくため、名寄市利雪

新雪推進市民委員会との連携を図り、地域におけ

る利雪新雪の取組を推進するとともに、なよろ冬

カレンダーの配布や写真展開催などを通じて意識

啓発及び取組の周知を図ってまいります。

次に、人権尊重と男女共同参画社会の形成につ

いて申し上げます。

市民一人ひとりが人権を尊重され、他者の人権

も尊重した行動を取ることができるよう、令和２

年度に北海道から受託する人権啓発活動地方委託

事業を活用しながら、人権擁護委員協議会や関係

機関などとの連携による啓発活動を推進してまい

ります。

男女共同参画社会の形成については、性別にと

らわれず、男女が互いに尊重し、協力し合える社

会の実現に向けて、「第２次名寄市男女共同参画

推進計画」に基づき、本市はもとより名寄市男女

共同参画推進委員会をはじめ、市民や各種団体・

関係機関、企業などと連携して取組を進めてまい

ります。

次に、情報化の推進について申し上げます。

各種情報システムを安定的に運用し、市民サー

ビスの向上や業務の効率化を進めていくため、情

報システム機器の計画的な更新や堅牢なセキュリ
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ティシステムの構築に向けた取組を進めてきまし

た。

令和２年度はファイルサーバや職員用パソコン

の更新などを予定しており、今後も計画的な更新

を行うことで、各種システムの安定稼働と機能向

上に努めてまいります。

次に、交流活動の推進について申し上げます。

国内交流については、人的交流や特産品販売な

どを通じて、山形県鶴岡市、東京都杉並区との交

流をさらに推進してまいります。

ふるさと会については、活動の充実や会員拡大

に向けて、ふるさとからの情報提供や財政的な支

援を行ってまいります。

なお、東京なよろ会では、３５周年記念事業を

計画されていることから、記念事業の充実に向け

必要な支援を行ってまいります。

国際交流については、姉妹都市カナダ国カワー

サレイクス市リンゼイから交換学生を、友好都市

ロシア連邦ドーリンスク市に訪問団をそれぞれ派

遣し、これまで育んできた交流の絆をさらに深め

られるよう支援してまいります。

さらに、台湾との交流では、中学生の派遣や教

育旅行の受入、農業青年の派遣・受入など、多様

な交流の機会を創出しながら、国際理解や国際感

覚豊かな青少年の育成、交流人口の拡大に努めて

まいります。

次に、移住の推進について申し上げます。

移住の推進については、本市の魅力のＰＲ強化

に向けて、名寄市移住促進協議会や市民の皆様と

連携しながら、交流・関係人口の創出や拡大につ

ながるよう様々な媒体を活用した取組を進め、よ

り効果的な情報発信に努めてまいります。

併せて、本市の住みよさを実感していただける

よう「名寄まちなかお試し移住住宅」の運用を継

続し、地域の方々との交流を通じて、地域の魅力

も感じてもらえるよう利用促進を図っていくとと

もに、移住に至る確度が高い方に対しては、短期

間での受入体制を新たに整備し、移住後のフォロ

ー体制構築につながるよう進めてまいります。

また、東京圏からのＵＩＪターンの促進及び地

方の担い手不足対策に係る支援事業についても、

引き続き国・道と連携し取り組んでまいります。

次に、広域行政の推進について申し上げます。

天塩川周辺１１市町村で構成する「テッシ･オ･

ペッ賑わい創出協議会」では、天塩川の認知度向

上や地域の魅力紹介などを目的とした取組を行っ

ており、本年度は、北海道の命名者とされる「松

浦武四郎」をテーマに様々な取組を進めてまいり

ました。

引き続き、北海道遺産である天塩川を軸とした

地域が広域に連携し、この地域とその魅力を内外

に情報発信しながら交流人口の拡大に努めてまい

ります。

次に、定住自立圏について申し上げます。

本市と士別市を複眼型中心市とし、１３の市町

村で形成する北・北海道中央圏域定住自立圏にお

いて、「定住自立圏共生ビジョン」に基づき、医

療、介護分野などを中心に広域連携事業を推進し

てまいりました。

とりわけ地域公共交通のバス路線の維持につい

ては、一部の路線で国・北海道補助の対象外とな

るなど自治体の財政負担が増大していることから、

財政負担の軽減並びに地域住民の利便性が高い効

率的な公共交通網の形成に向け、圏域として継続

的に議論を進めてまいります。

次に、効率的な行政運営について申し上げます。

平成２９年４月に「第２次名寄市行財政改革推

進基本計画」を策定し、本計画に掲げた「効率的

で質の高い行政運営の推進」「持続可能な財政運

営の推進」「市民と協働の行政運営の推進」の３

つの基本方針に基づき、効率的な行政運営に取り

組んでまいりました。今後も本計画に基づき、時

代に即した行財政改革に取り組んでまいります。

次に、恒久平和に向けた取組について申し上げ

ます。

本市においては「非核平和都市宣言」の趣旨に
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のっとり、これまで平和首長会議や日本非核宣言

自治体協議会への加盟をはじめ、各種事業の実施

や民間団体などが行う事業との連携を図ってまい

りました。また、これまで取り組んできた事業の

内容や資料などを、市ホームページに掲載し、よ

り積極的に情報発信を行うことで、恒久平和を念

願し平和の尊さを市民と共有してきました。

今後も核兵器の廃絶や恒久平和の実現を全市民

共通の願いとして、様々な平和推進事業に取り組

んでまいります。

次に、自衛隊の体制維持・強化の推進について

申し上げます。

本市に所在する陸上自衛隊名寄駐屯地の拡充や

自衛隊員の増員については、北海道自衛隊駐屯地

等連絡協議会や名寄駐屯地増強促進期成会などと

連携し、各種の要望を行ってきたところです。

今後も関係機関と連携を図り、名寄駐屯地の役

割や必要性、自衛隊との共存共栄によるまちづく

りの推進など、国の動向を注視しながら、自衛隊

の体制維持・強化の推進に努めてまいります。

また、本市における自衛隊の活動を応援する名

寄市自衛隊後援会などに引き続き支援してまいり

ます。

次に、健康の保持増進について申し上げます。

健康づくりの推進については、名寄市健康増進

計画「健康なよろ２１（第２次）」の中間評価に

基づき、特定健診や各種がん検診の受診率向上を

図り、生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底、

乳幼児期から高齢期まで生涯を通じた健康づくり

を推進し、健康寿命の延伸と健康格差の縮小に努

めてまいります。

母子保健対策の推進については、本年３月から

保健センターにおいて「子育て世代包括支援セン

ター事業」を開始し、子育ての総合相談や子育て

応援プランの作成など、関係機関と連携しながら

妊娠期から子育て期にわたり切れ目ない支援体制

の拡充を進めてまいります。

感染症対策の推進については、感染症予防に関

する正しい知識の普及啓発や予防接種の充実を図

るとともに、今後予定されているロタウイルスワ

クチンの定期接種化についても、国・道の動向を

注視し、迅速な対応に努めてまいります。

次に、地域医療の充実について申し上げます。

病院事業については、北海道医療計画に定める

地域医療構想に沿って、主に市立総合病院では救

急及び急性期医療、東病院では慢性期医療を担い、

市民はもとより圏域の住民が安心して適切な医療

が受けられるよう、診療体制の維持と経営基盤の

安定に努めていますが、本年４月の診療報酬改定

では実質 ４６パーセントのマイナス改定が見込

まれており、医業収益への影響が懸念されるとこ

ろです。

計画最終年次を迎える「新名寄市病院事業改革

プラン」については、評価と見直しを行いながら

プラン達成に向けた対策に取り組むとともに、予

想される新たなガイドラインに対応した改革プラ

ンの策定を進めてまいります。

市立総合病院においては、ＤＰＣ制度への対応

強化とベンチマークを活用した経費節減策などに

努める一方、働き方改革の推進に資する制度を整

備してまいります。

東病院では指定管理者と連携協議しながら、よ

り効率的な経営に努めてまいります。

また、医療圏域内の各医療機関のあり方も変化

していくことが予測されるため、多方面での連携

を強化し、必要な医療スタッフの充実に努め、求

められる医療提供体制の実現を目指してまいりま

す。

次に、子育て支援の推進について申し上げます。

子育て支援については、令和２年度からスター

トする「第２期名寄市子ども・子育て支援事業計

画」に基づき、さらなる子育て支援の促進を図る

ため、計画に盛り込まれた事業を推進してまいり

ます。

幼児教育・保育の推進については、昨年４月か

ら、認可外保育園の認可化移行をはじめ、風連地
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区では幼児教育施設と保育施設が統合し、認定こ

ども園としてスタートしました。今後も各施設へ

の支援を行いながら市民ニーズに沿った体制の整

備を進めてまいります。

待機児童解消と保育士などの確保については、

待機児童解消緊急対策事業として「保育士等就職

支援給付事業」「保育士等宿舎借り上げ支援補助

事業」を継続し、乳幼児の幼児教育・保育の受入

体制の充実に努めてまいります。

子どもや家庭への総合的な支援については、関

係する機関などと連携しながら「子ども家庭総合

支援拠点事業」の充実を図り、児童虐待をはじめ、

個々のケースに応じて迅速かつ丁寧な対応に努め

てまいります。

障がい児福祉の充実については、「名寄市こど

も発達支援センター」の機能を強化し、発達の遅

れや障がいのある児童とその家族が身近な地域に

おいて、適切な支援が受けられる体制づくりを進

めてまいります。

次に、地域福祉の推進について申し上げます。

地域福祉については、第２期名寄市地域福祉計

画に基づき、子ども、高齢者、障がい者など、全

ての市民が安心して健やかに暮らしていくことが

できる「自立と共生」の地域社会づくりを進めて

まいります。

次に、高齢者施策の推進について申し上げます。

高齢者福祉の充実については「名寄市第７期高

齢者保健医療福祉計画・介護保険事業計画」に基

づき事業の推進を図るとともに、高齢者の方々が

可能な限り、住み慣れた地域において自分らしい

生活を続けることができるよう、地域包括ケアシ

ステムの深化・推進に向け取組を進めてまいりま

す。

また、第７期計画が最終年度となることから、

第８期計画の策定に向けて、市民ニーズの把握に

努めるとともに、関係する機関や団体などの協力

をいただきながら作業を進めてまいります。

「介護予防・日常生活支援総合事業」について

は、地域の支え合いの体制づくりを推進し、要支

援者などに対する効果的かつ効率的な支援を行う

ため、介護予防・生活支援サービス事業と一般介

護予防事業の推進に努めてまいります。

認知症施策の推進については、地域や職域にお

いて認知症の人と家族を支える認知症サポーター

の養成講座を引き続き実施するとともに、「認知

症カフェ」の定期開催や認知症の人やその家族に

早期にかかわる「認知症初期集中支援チーム」に

よる早期診断・早期対応に向けた支援の推進に努

めてまいります。

在宅医療・介護連携の推進については、地域の

医療・介護サービス資源を把握し、医療と介護の

ネットワークを構築しながら、本人の意思を尊重

したきめ細やかなサービスの提供に努めてまいり

ます。

喫緊の課題である介護職員の確保については、

慢性的な介護従事者不足を解消するために、介護

職員研修受講費用の助成や資格保持者に対する就

職支度金の助成を継続するとともに、介護職員の

離職防止・定着・確保に向けた対策事業に取り組

んでまいります。

次に、障がい者福祉の推進について申し上げま

す。

障がい者が住み慣れた地域で安心して生活を営

むことのできる「自立と共生の地域社会づくり」

を目指し、「第３次名寄市障がい者福祉計画」

「第５期名寄市障がい福祉実施計画」に基づき、

円滑な福祉サービスの提供に努めてまいります。

令和２年度は、障がい福祉実施計画の最終年度

となることから、障がい福祉行政及びサービス提

供体制に関する検討を行い、「第６期名寄市障が

い福祉実施計画」の策定を行ってまいります。

また、障がい者の高齢化・重度化や親亡き後も

見据え、障がい児や障がい者が、住み慣れた地域

で安心して暮らしていけるよう、様々な支援を切

れ目なく提供できる仕組みである「地域生活支援

拠点」の整備を広域的に取り組んでまいります。

令和２年２月２５日（火曜日）第１回３月定例会・第１号
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次に、国民健康保険について申し上げます。

国民健康保険の都道府県単位化に伴い、財政運

営の責任主体である北海道に納付金を納める仕組

みとなりました。各市町村の税率は、納付金の算

定基礎となる標準保険税率を参考に市町村が設定

するため、本市の課税方式について、現在の４方

式から資産割を除いた３方式への移行を図るほか、

賦課割合の調整などを進めてまいります。

今後も、加入者の負担に十分に配慮した適正な

税率設定について、国保財政の見直しや運営協議

会の意見などを踏まえながら検証するとともに、

国や北海道に対して確実な財政支援の実施や納付

金算定における市町村負担の軽減などを求めてま

いります。

次に、環境との共生について申し上げます。

深刻さを増す地球温暖化問題に対応するため、

新エネルギー・省エネルギーの啓発などの取組を

進めてまいります。

霊園、墓地、火葬場などの施設については、自

然環境と調和した景観に配慮しながら適切な維持

管理を行い、利用される方が快適で安らぎを感じ

る環境空間となるよう努めてまいります。

次に、循環型社会の形成について申し上げます。

循環型社会の実現に向けて重要となるリデュー

ス、リユース、リサイクルを推進するため、再生

資源集団回収事業をはじめ、段ボールコンポスト

の普及、適正な分別方法の周知啓発、古着・廃食

用油・使用済み小型家電の再資源化などの取組を

進めてまいります。

また、きれいなまちづくりに向けて環境衛生推

進員協議会との協働による清掃週間や分別指導の

ほか、安全安心で効率的な収集・処理事業に取り

組んでまいります。

次に、消防について申し上げます。

近年、風水害や地震などの自然災害が各地にお

いて頻繁に発生し、多くの人的・物的被害が生じ

ています。また、災害は多発化、大規模化、多様

化の傾向にあり、市民の防災に対する関心が高ま

っている中、消防に寄せられる期待はますます大

きくなっており、安全安心なまちづくりの実現に

向け、消防力の充実と消防組織体制のさらなる強

化を図ってまいります。

具体的な消防力の充実としては、老朽化した消

防車両や消防資機材の更新を計画的に取り組んで

まいります。

救急・救助体制は、高齢化の進展に伴う出動件

数の増加、多様化する救急需要に対応するため、

隊員の専門的知識や高度な技術の習得など資質向

上に努め、ドクターヘリやドクターカー、医療機

関と連携した出動体制を構築してまいります。

また、地域防災力の中核となる消防団組織の充

実強化として、消防団への加入促進や充足率の向

上を図り、団員の災害活動における安全装備品の

充実に努めてまいります。

住宅防火安全対策の推進については、住宅火災

による被害を低減するため、住宅用火災警報器の

設置及び維持管理に関する広報活動を展開し、市

民の防火意識の高揚を図ってまいります。

次に、防災対策の充実について申し上げます。

近年、全国各地で甚大な被害をもたらしている

自然災害に対する防災対策については、「減災」

の考え方に基づき、「水防災意識社会再構築ビジ

ョン」の取組を推進するとともに、関係機関と連

携した防災活動を展開してまいります。

特に、市民の水害に対する危機意識の醸成、避

難場所の認知度の向上を図ることなどを目的とし

て、生活空間である「まちなか」に水防災に係る

情報を表示する「まるごとまちごとハザードマッ

プ」の取組を進めてまいります。

また、地域における自助及び共助力の向上を柱

とした取組から、市民の防災意識の高揚を図り、

自主防災組織の設立や活動支援及び防災リーダー

の育成に努めるとともに、資機材や食料などの備

蓄品について、計画的な整備を進めてまいります。

次に、交通安全対策について申し上げます。

全国的に交通事故件数は減少傾向にありますが、



－12－

令和２年２月２５日（火曜日）第１回３月定例会・第１号

飲酒運転やひき逃げ、あおり運転など自分勝手な

運転が原因で引き起される痛ましい事故が後を絶

たないことから、関係機関や団体と連携し、事故

の根絶に向けた取組を実践してまいります。

また、幼児や児童、高齢者を対象とした交通安

全教室の参加促進、夜光反射材の配布など、事故

被害防止に向けた周知啓発活動に取り組んでまい

ります。

次に、生活安全対策について申し上げます。

犯罪のない安全で安心な地域づくりを目指し、

地域住民や関係機関・団体と、犯罪防止に関する

情報の共有を図り、防犯対策の強化や防犯意識の

高揚を図ってまいります。

また、空き家対策については、名寄市空家等対

策計画に基づき、所有者などの当事者意識を醸成

する広報啓発活動をさらに推進するとともに、課

題解決のための助言相談について関係部署や空家

等対策協議会と協議を行いながら対応に努めてま

いります。

次に、消費生活の安定について申し上げます。

一向に減少する気配が見られない「悪質商法」

や「架空請求詐欺」など多様な形で消費者をあざ

むく行為により、全国で多くの被害が発生してい

ます。消費者被害を未然に防ぎ、また最小限にく

い止めるために、引き続き細やかな情報提供や市

民への積極的な啓発活動、相談員のスキルアップ

に努めてまいります。

今後も、市民の皆様が安全で安心して暮らせる

地域社会づくりを目指し、地域や関係機関との連

携を深めながら悪質商法や詐欺行為を排除すると

ともに、自立した賢い消費者の育成に取り組んで

まいります。

次に、住宅の整備について申し上げます。

公営住宅の整備については、「名寄市公営住宅

等長寿命化計画」に基づき、既存の団地は、将来

の住宅需要を見通した修繕や長寿命化改修を基本

に取り組み、ストックする住宅の適正な維持管理

と居住環境の向上を図るとともに、老朽化した北

斗団地の除却を実施してまいります。

また、瑞生団地は、入居者の住替えに配慮した

整備事業の基本計画を策定し、風連地区のより良

い住環境づくりを進めてまいります。

民間住宅の整備については、木造住宅の耐震化

の支援として、耐震診断及び耐震改修費用の一部

を助成し、地震に対する安全性の向上を図ってま

いります。

次に、都市環境の整備について申し上げます。

名寄市都市計画マスタープラン見直し及び名寄

市立地適正化計画については、昨年の第４回定例

会にて議決いただき、本年１月に開催された名寄

市都市計画審議会にて答申以降の経過について報

告しました。

本計画は、令和２年度から２１年度を計画期間

とする概ね２０年後を見据えた長期的な計画であ

ることから、社会経済状況の変化を踏まえて適宜

見直しをしながら、計画をより具体化し、都市機

能の集約と公共交通の充実などによる持続可能な

まちづくりを進めてまいります。

都市公園については、名寄市公園施設長寿命化

計画に基づき「ハルニレ公園」と「麻生公園」に

おいて、老朽化した遊具の更新を行い、安全安心

な遊び場や憩いの場を確保してまいります。

次に、水道事業について申し上げます。

安全安心な水道水を安定供給するために、老朽

管更新事業として４路線を更新するほか、給水区

域内の漏水調査を継続して実施してまいります。

また、第２期拡張事業において計画している名

寄駐屯地への配水管整備を進めてまいります。

次に、下水道・個別排水事業について申し上げ

ます。

下水道・個別排水事業については、将来にわた

り市民生活に必要なサービスを安定的に提供する

ため、計画的な経営基盤の強化と財政マネジメン

トの向上に取り組む必要性が高まっていることか

ら、令和２年度から地方公営企業法を適用し、特

別会計から公営企業会計に移行して事業を進めて
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まいります。

また、平成３０年度に策定した公共下水道スト

ックマネジメント計画に基づき、下水道施設の改

築更新を進めてまいります。

個別排水処理施設整備事業については、農村部

における快適な生活環境向上のため、１０基の合

併浄化槽の設置工事を予定しています。

次に、道路の整備について申し上げます。

継続路線では、社会資本整備総合交付金により

整備を進めている北１丁目通、南３丁目通、徳田

１８線緑丘連絡線及び豊栄西１２条仲通の４路線

の整備を行うとともに、新規路線として北３丁目

通と南１０丁目右仲通の事業着手に向け、国への

予算要望に努めてまいります。

市単独費による整備については、経年劣化によ

り損傷が進行している東５号線の舗装改築工事を

行い、安全で円滑な交通の確保に努めてまいりま

す。

橋梁については、名寄市橋梁長寿命化修繕計画

に基づき、平成２７年度から令和６年度までの１

０年間で修繕を計画している２６橋のうち、「東

橋」の修繕工事のほか、３橋の実施設計、５６橋

の近接目視点検を実施するとともに、平成３０年

度に一巡した点検結果に基づいた計画策定を行い、

利用者の安全確保に努めてまいります。

次に、市道の除排雪について申し上げます。

本年度の降雪については、昨年と同様に平年と

比較してもやや少ない状況で推移していますが、

引き続き市民が安心できる快適な道路空間や生活

空間の確保に努めてまいります。

令和２年度においても、幹線道路の複数回の排

雪や、積み上げ除雪を実施するとともに、交差点

においてはカット排雪を実施し、交差点の見通し

や道路幅員の確保を図りながら、効果的で効率的

な除排雪体制の確立に努めてまいります。

また、排雪ダンプ助成事業や市道及び私道除排

雪助成事業、レンタル＆ゴー事業の実施にあたっ

ては、町内会と連携を図りながら、市民の満足度

が高まるよう、市民との協働による除排雪事業を

進めてまいります。

次に、地域公共交通について申し上げます。

鉄路については、宗谷本線の維持・存続に向け、

宗谷本線活性化推進協議会において、沿線自治体

などと一体となり取り組むことを確認しており、

令和２年度も北海道と連携して緊急的かつ臨時的

な支援を行ってまいります。

また、宗谷線アクションプランに基づき利用促

進に向けた取組を行うとともに、ＪＲ北海道から

廃止提案を受けている極端に利用の少ない無人駅

についても、地域住民と丁寧に協議してまいりま

す。

さらに、国がＪＲ北海道を支援する根拠となっ

ている法律の改正に向け、北海道の地域特性や実

情を踏まえた支援制度が構築されるよう、北海道

と連携して国や国会議員の皆様などに対して要望

を行い、持続的な鉄道網の確立に向け取り組んで

まいります。

路線バスについては、バス事業者への運行経費

補助や、デマンドバスによる郊外の交通手段確保

を継続してまいります。また、昨年策定した「名

寄市地域公共交通網形成計画」に基づき、市民の

皆様が利用しやすく、効率的な地域の公共交通確

保に努めてまいります。

次に、農業・農村の振興について申し上げます。

地域の特色を生かした持続可能な農業と豊かで

活力ある農村を目指し、「第２次名寄市農業・農

村振興計画」に基づき施策を推進してまいります。

はじめに、収益性の高い農業経営の確立につい

て申し上げます。

基盤整備では、農地の高度利用化、農産物の生

産性向上を目指し、計画的に農業生産基盤の整備

を実施してまいります。

国営事業では、令和３年度の完了を目指し、引

き続き御料ダム、風連ダム、日進頭首工及び導水

幹線用水路の施設補修工事が計画されています。

道営事業では、水利施設整備として「名寄幹線
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地区」、農地整備として「風連東第２地区」「第

３地区」「ちえぶん地区」がそれぞれ継続され、

幹線用水路の長寿命化や区画整理などが計画され

ており、事業の推進に向けて、北海道と連携して

取り組んでまいります。

市単独事業では、農道整備事業として「風連南

１番東線道路」の舗装・防塵処理工事により、安

全で円滑な交通の確保に努めてまいります。

農業振興センター事業では、ＩＣＴなどの新た

な栽培技術や振興作物における新品種などの試験

をはじめ、優良種苗の提供、土壌診断のほか、実

証展示や巡回指導、各種講座などを通じて、農業

者への情報提供や技術普及などについて積極的に

取り組んでまいります。

薬用植物振興では、カノコソウの作付面積拡大

と安定生産を図るため、機械化による作業の負担

軽減、栽培技術の確立や培養苗の研究について、

名寄市薬用作物研究会や薬用植物資源研究センタ

ー、製薬会社などと連携し取り組んでまいります。

畜産振興では、日米貿易協定、ＴＰＰ及び日欧

ＥＰＡに対応すべく、国の畜産クラスター事業な

どを活用し、個別経営体の規模拡大や機械化によ

る効率化と収益性の向上を図るとともに、酪農家

の作業負担軽減と優良後継牛の育成を推進するた

め、ＪＡが取り組む「哺育・育成センター」整備

へ支援を行ってまいります。

次に、多様で持続可能な農業経営の促進につい

て申し上げます。

３年目を迎える名寄市立大学生による農作業従

事の定着化と農業への理解の深化を図るとともに、

新たな雇用労働力の確保として農業未経験者の農

作業従事に向けた試験的な取組を、ＪＡと連携し

進めてまいります。

また、地域農業への貢献や雇用確保が期待され

る法人化では、現在２７法人が設立され共同化や

規模拡大など経営基盤の強化が進められており、

引き続き情報提供などに取り組み推進してまいり

ます。

農福連携の取組では、福祉事業者と農業者がそ

れぞれ抱える課題の解消に向けて情報提供や相互

理解を深められるよう、関係機関・団体と連携し

取り組んでまいります。

農地の流動化では、「人・農地プラン」の見直

しに向け、各地域の将来的な農地集積や課題を話

し合う場をつくり、農業委員会の協力を得ながら、

持続的な農業の確立に向けて取り組んでまいりま

す。

次に、農業の担い手の育成と確保について申し

上げます。

農家子弟の新規就農では、昨年は８人の後継者

が就農しており、経営基盤の強化及び後継者の経

営継承に向けて、引き続きＪＡと協調し支援を行

ってまいります。

新規参入者の確保・育成に向けては、地域おこ

し協力隊の募集をはじめ、移住施策との連携や就

農のきっかけづくりを支援する農業体験実習事業

を推進するとともに、農業振興センターの機能を

生かした、より実践的な研修などを通じて育成に

努めます。また、関係機関・団体で構成する新規

就農者支援チーム内に、新たに耕種班及び酪農班

を設け専門性を高めるとともに、併せて集落支援

員による相談・支援により、新規参入者のサポー

トに取り組んでまいります。

加えて、第三者経営継承や法人への就業など、

多様な選択が可能となるよう、地域実態の把握や

条件整備に取り組んでまいります。

農村女性の活躍では、農業経営における活躍の

場を広げるため免許取得に対する支援に取り組む

とともに、地域農業への一層の参画や独自の活動

を助長するため、引き続き研修会への参加やグル

ープ活動活性化の取組に支援を行ってまいります。

次に、人と自然にやさしい農業の推進について

申し上げます。

安全安心な農畜産物の生産では、化学肥料の削

減など環境保全に効果の高い農業を推進してまい

ります。
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有害鳥獣対策では、名寄市有害鳥獣農業被害防

止対策協議会を中心とし、エゾシカ対策について

は、引き続き捕獲実施時期を早め被害防止に取り

組むとともに担い手の育成を図ってまいります。

アライグマ対策については、防除員の拡大により

地域一体となった捕獲体制の強化に努めてまいり

ます。また、ヒグマ対策については、予防と安全

対策の強化として、ヒグマに遭わないための基本

知識や出没情報などの市民への注意喚起をはじめ、

電気柵の設置など人里にヒグマを寄せ付けない方

策の普及啓発や巡回パトロールの実施など、関係

機関・団体と連携して取り組んでまいります。

次に、豊かさと活力ある農村の構築について申

し上げます。

食育推進では、第３次名寄市食育推進計画を基

本に、食と生産現場とのつながりを身近に感じら

れる恵まれた環境を生かした取組を進めてまいり

ます。なお、令和２年度は、策定から３年目の中

間年となることから、計画の実施状況について検

証を行ってまいります。また、地産地消やブラン

ド化の推進については、新たなロゴマークの活用

などを通じて「日本一のもち米のまち」として、

市内外へ広く情報発信を行ってまいります。

農村環境の保全では、中山間地域等直接支払交

付金や多面的機能支払交付金などを活用しながら、

農地及び農業施設の保全はもとより、景観や防災

など多面的な機能の発揮に向けて、地域の主体的

な取組に支援を継続してまいります。

次に、森林保全と林業の振興について申し上げ

ます。

林業・林産業については、依然厳しい市場状況

にあるものの、森林については、地球温暖化の抑

制など多面的機能を有する貴重な財産として、名

寄市森林整備計画に基づき、健全な森林資源の維

持・造成を推進してまいります。

市有林については、国の補助事業を活用し、間

伐などを効率的に進めるとともに、伐採適齢期を

迎えた森林の皆伐及び再造林を計画的に推進し、

自然環境と市有財産の保全に努めてまいります。

私有林については、関係機関・団体と連携のも

と森林経営計画を推進するとともに、低コスト化

森林施業に向け、国や道の助成制度を有効に活用

してまいります。また、令和２年度から森林環境

譲与税を活用した新たな支援策として、除間伐な

どの各種施業に対する補助の拡充や、人材育成・

担い手確保などに対する補助を創設し、森林環境

整備の推進と保全に努めてまいります。

また、旭川市への誘致を進めていた「北海道立

北の森づくり専門学院」については、本年４月開

校予定であり、本市としましても「北海道立北の

森づくり専門学院上川地域支援協議会」の構成団

体として、引き続き役割を果たしてまいります。

次に、商工業の振興について申し上げます。

本市の商工業の振興を図るため、名寄市中小企

業振興条例に基づき、市の制度融資などの活用促

進や中小企業の経営基盤強化の支援など、地域経

済を牽引する事業者への支援を継続してまいりま

す。

また、中小企業を取り巻く環境が厳しさを増す

中、本市の中小企業振興に係る基本的な理念や役

割などを定める「基本計画」の検討を進めるとと

もに、中小企業振興条例に基づく支援制度に関し、

より時代のニーズに合った見直しを含め検討を進

めてまいります。

人口減少に歯止めがかからず人材不足が課題と

なる中、経済の地域循環を促し地域経済を活性化

するためには、生産年齢人口の確保が有効であり、

そのための方策として、外国人材の受入は有効な

手段の一つと認識しています。昨年４月に施行さ

れた改正入管法に基づく新たな在留資格である

「特定技能」や従前の「技能実習制度」など、外

国人材の受入に関して引き続き調査・研究してま

いります。

駅前交流プラザ「よろーな」については、令和

２年度から５年間の指定管理者に、これまでに引

き続きＮＰＯ法人なよろ観光まちづくり協会が選
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定されたところであり、施設管理業務に加えて、

本市のコミュニティ醸成の場として、さらなる街

なかの賑わい創出が期待されます。

併せて、商店街においても、「よろーな」の取

組事業と連携したイベントや「よろーな」と商店

街をつなげるイベントを行うなど、主体的な取組

が定着しつつあり、今後も、このような取組を積

極的に支援していくとともに、商工団体、観光協

会及び各商店街振興組合などと連携し、賑わい創

出を推進してまいります。

王子マテリア株式会社名寄工場の生産品集約に

ついては、緊急対策本部が中心となり、昨年１１

月１８日から１２月９日までの３週間、撤退の再

考を求める署名活動を行ったところ、市内外から

２ １６１筆もの署名が集まりました。こうした

草の根の動きを通した地域の皆様の声を届けるた

め、同年１２月２５日に、王子ホールディングス

株式会社に要請をしてまいりました。今後は、影

響を最小限にとどめることに主眼を置いた取組を

進めることとし、緊急対策本部に設置した検討部

会において、関係機関・団体と連携し、具体的な

取組を検討してまいります。

次に、労働関係について申し上げます。

ハローワークなよろ管内の雇用情勢について、

昨年１２月の状況は、月間有効求人倍率が ７４

倍で、前年同月比では ３３ポイント上回り、１

１カ月連続で前年同月を上回っており、引き続き

高い水準を維持しています。

職業別では、特に建築・土木・測量技術者、建

設・土木作業員など建設関係のほか、看護・介護

分野で人材不足の状態が続いています。本市では

現在、介護職員、保育士、看護師・助産師、そし

て名寄市立大学卒業生を対象に、地元定着を図る

ための支援を行っており、商工業の分野では、商

工団体や教育機関などと連携を図り、中小企業振

興条例に基づく支援制度の中でも、特に「人づく

り」に関して、より時代のニーズに合った見直し

を含め検討を進めてまいります。

管内新規高等学校卒業予定者の就職内定状況に

ついては、卒業予定者６１１人のうち就職希望者

は、昨年１２月で１５４人と前年同月比 ５パー

セントの減少、就職内定者数は１４４人で前年同

月比 ４パーセントの減少となり、就職内定率は

９ ５パーセントとなりました。

大学・高校などの卒業生の就職支援については、

職業体験や企業説明会などを関係団体、事業所、

学校関係者などと連携し実施するとともに、事業

所に対する求人要請、求人開拓などを引き続き実

施するほか、名寄市立大学を中心にハローワーク

なよろとも連携するなど、新規学卒者の地元定着

につなげるための施策を推進してまいります。

次に、観光の振興について申し上げます。

名寄市観光振興計画に基づき、市民の満足度向

上や地域の情報発信などに取り組むほか、令和２

年度から順次実施される道内７空港の一括民営化

を好機と捉え、近隣市町村と連携して広域観光を

推進するとともに、インバウンド受入体制の整備

を進めてまいります。

また、Ｎスポーツコミッションと連携し、スポ

ーツツーリズム商品の開発やスポーツ合宿・大会

の誘致など、冬季スポーツ拠点化プロジェクトの

推進に努めてまいります。

スキー場及び温泉・宿泊施設については、市内

唯一の温浴施設であり市民の皆様の憩いや健康増

進に必要不可欠な施設であること、本市の重点プ

ロジェクトである冬季スポーツ拠点化の核となる

施設であることなどから、施設の稼働を最優先に

考え、市議会はもとより市民の皆様と情報共有を

図りながら、信頼の回復に取り組んでまいります。

次に、幼児教育の充実について申し上げます。

昨年１０月から３歳以上児の幼児教育・保育の

無償化により、保護者の負担軽減が図られていま

す。令和２年度においても、幼児教育の支援を充

実させるとともに、幼児教育の質の向上と保護者

が安心して預けることのできる環境や、園児を安

定して受け入れるために必要な支援を行ってまい
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ります。

次に、名寄市立大学について申し上げます。

平成２９年度から１０年間における大学運営の

指針として策定した「名寄市立大学の将来構想

（ビジョン２０２６）」は、本年度末で前期３年

が終了します。大学内に設置している内部質保証

推進委員会において、前期期間の具体的な推進項

目を定めた前期実施計画の検証作業を進めている

ところですが、ほとんどの項目で取組が達成され

たものと考えているところです。

令和２年度からの３年間における中期実施計画

は、野村陽子新学長のもと早急に策定し、当該計

画を全教職員で共有する中で、将来構想の着実な

推進に努めてまいります。

次に、修学支援制度について申し上げます。

国は、本年４月から、学ぶ意欲のある学生が、

経済的な理由により大学などへ修学をあきらめる

ことのないよう、返還を要しない給付型奨学金の

拡充に併せて、入学料と授業料を免除または減額

する高等教育の修学支援新制度を創設しました。

本学においても国の基準に基づき、入学料や授

業料などに係る新たな減免制度を実施することと

しています。

今後も、これら減免制度の実施や令和２年度か

ら１年生まで拡大する独自の給付型奨学金制度な

どを通じて、学生支援の取組を進めてまいります。

次に、生涯スポーツの振興について申し上げま

す。

スポーツ振興については、子どもたちが運動と

出会う機会をさらに充実させるとともに、幼児期

に体を動かすことの大切さを知っていただきなが

ら、将来、スポーツ人口のすそ野が広がるように

取組を進めてまいります。

ジュニアの育成・強化については、Ｎスポーツ

コミッションと連携しながら、競技種目に関わら

ずジュニアを育成できる取組を進めてまいります。

また、冬季スポーツ拠点化事業については、年

々価値が高まっている天然雪や自然環境などを生

かして、各種大会や合宿の誘致を推進するととも

に、ピヤシリヘルシーゾーンの新たな活用として

スポーツツーリズムに取り組み、将来に向けた、

事業化・商品化への研究を進め、交流人口の拡大

及び地域振興につながる取組を推進してまいりま

す。

以上、市政執行に対する私の所信と基本的な考

え方を申し上げました。

市議会議員の皆様、並びに市民の皆様のご理解

とご協力をお願い申し上げ、令和２年度の市政執

行方針といたします。

〇議長（東 千春議員） 次に、令和２年度教育

行政執行方針を行います。

小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 令和２年第１回定例会

の開会にあたり、名寄市教育委員会の教育行政の

執行に関する基本的な方針について申し上げます。

現在、国においては、第３期教育振興基本計画

のもと、教育基本法に示された理念の実現と、我

が国の教育振興に関する施策の総合的・計画的な

推進を図る取組を進めております。

また、北海道教育委員会では、北海道教育推進

計画のもと、「自立」と「共生」の二つの基本理

念の実現に向けて、「ふるさとを想い、グローバ

ルな視野で共に生きる力の育成」と「学校・家庭

・地域・行政の連携による、人口減少に対応する

ための教育環境の形成」の二つの重点を示し、具

体的な教育施策の推進に努めております。

名寄市教育委員会では、国や道の動向を踏まえ

るとともに、名寄市総合計画（第２次）中期基本

計画の「生きる力と豊かな文化を育むまちづく

り」を教育・文化・スポーツ分野における基本目

標とし、令和２年度の学校教育推進計画、社会教

育推進計画の確実な推進に努めてまいります。

以下、令和２年度の学校教育、社会教育の主な

施策について申し上げます。

はじめに、学校教育の重点施策について申し上

げます。
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教育推進計画に基づき、学習指導要領の理念であ

る「生きる力」を育てるために、社会に開かれた

教育課程の実現を図ります。また、道教委の指定

事業である「学校力向上に関する総合実践事業」

が令和元年度をもって終了し、第２ステージに移

行することから、第２次名寄市教育改善プロジェ

クト委員会の３年間の成果と課題を踏まえ、第３

次名寄市教育改善プロジェクト委員会を立ち上げ、

次の７つの重点的な取組を進めてまいります。

はじめに、確かな学力を育てる教育の推進につ

いて申し上げます。

全国学力・学習状況調査における本市の児童生

徒の傾向を踏まえ、確かな学力を育成するため、

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた日常の

授業改善を重視するとともに、思考力・判断力・

表現力の育成に資する「書く」活動や家庭学習の

充実、ＩＣＴ機器の効果的な活用などを図ってま

いります。

また、児童生徒の「主体的に学習に取り組む態

度」を育むため、天文台や市民文化センターＥＮ

―ＲＡＹホールなどの本市の教育資源や、名寄市

立大学の学生支援員などの積極的な活用に努めて

まいります。

今後も、名寄市教育改善プロジェクト委員会の

取組と道教委の指定事業である「学校力向上に関

する総合実践事業」を連動させながら、市内の小

中学校が一体となった学力向上の取組を推進して

まいります。

次に、豊かな心と健やかな体を育てる教育の推

進について申し上げます。

豊かな心の育成については、規範意識や公正な

判断力、自他の生命を尊重する心などを育てるこ

とが大切なことから、道徳教育については、道徳

の時間を要として家庭や地域社会との連携を図り

ながら、学校の教育活動全体を通して道徳性を養

う指導を推進してまいります。

道徳科の指導では、ねらいに即して、問題解決

的な学習や道徳的行為に関する体験的な学習等を

適切に取り入れるなど、指導方法の工夫・改善に

努めてまいります。

また、木原天文台を建設した故木原秀雄氏を題

材とした道徳科の読み物資料の改訂や市民文化セ

ンターＥＮ―ＲＡＹホールの積極的な活用を通し

て、児童生徒の豊かな情操を養うよう努めてまい

ります。

読書活動では、全ての小学校に配置している学

校司書を活用し、蔵書の配置の工夫や本への興味

関心を高める環境を整備して、児童生徒の豊かな

感性や創造性を高めてまいります。

さらに、生徒指導では、教師と児童生徒との信

頼関係及び児童生徒相互の好ましい人間関係を基

盤として、互いに協力し合い、助け合う望ましい

集団の育成を目指してまいります。

とりわけ、いじめの根絶に向けては、教育委員

会及び全小中学校において定めている「いじめ防

止基本方針」並びに「いじめ防止等対策組織」に

基づいて、いじめの定義やいじめ解消の判断基準

を具体的に示すとともに、いじめ防止基本方針の

取組状況を学校評価において評価し改善に生かす

など、取組を強化してまいります。また、「名寄

市小中高いじめ防止サミット」については、昨年

改善したいじめ防止宣言の内容が児童生徒へ確実

に定着するよう取組を充実させ、いじめの根絶を

目指してまいります。

なお、いじめについては「いじめの問題の実態

把握及びその対応状況等調査」、不登校や非行等

については「児童生徒の問題行動・不登校等生徒

指導上の諸課題に関する調査」を有効に活用し、

早期発見、早期解消に努めます。また、教育相談

センターの教育推進アドバイザー、教育専門指導

員等との連携に努めるとともに、中学校に配置し

ております心の教室相談員による教育相談につい

ては、必要に応じて小学校でも実施できるように

します。

不登校の児童・生徒への対応については、学校
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や教育相談センター・子ども未来課などの関係機

関が連携を図り、組織的、計画的に支援すること

が重要なことから、児童生徒理解・教育支援シー

トを活用し、一人一人の児童生徒に応じた支援に

努めてまいります。また、必要に応じて道教委に

配置されているスクールカウンセラーやスクール

・ソーシャルワーカーを活用し、不登校解消に向

けた取組の充実にも努めてまいります。

スマートフォンや携帯電話などの利用による問

題行動、薬物乱用の防止などについては、名寄市

生徒指導・補導協議会や関係機関・家庭と連携し

ながら、青少年センターや道教委が作成した啓発

用のパンフレットなどを活用し、児童生徒が情報

モラルを身に付けたり、望ましい生活習慣を確立

することができるよう取り組んでまいります。

健やかな体の育成については、日常的に運動に

親しむ習慣や望ましい生活習慣を身に付けさせる

ことが大切なことから、縄跳びなど各学校の特色

を生かした体力づくりである「１校１実践」の取

組や「早寝、早起き、朝ごはん」運動等の充実に

努めてまいります。

また、「全国体力・運動能力、運動習慣等調

査」の結果を踏まえ、課題解決に向けた実技講習

会を実施したり、体育の授業の工夫改善を図るな

ど、体力向上の取組を一層充実させてまいります。

とりわけ、課題となっている「５０ｍ走」「シャ

トルラン」については、スポーツ・合宿推進課と

連携を図りながら、体力づくりの取組を推進して

まいります。

子どもたちが豊かな人間性を育み、生きる力を

身に付けていくためには、何よりも「食」が重要

であり、食育は「生きる力」を育むことに欠かす

ことのできないものであります。

栄養教諭が行う食に関する指導は、児童生徒が

将来にわたり、望ましい食習慣や食に関する自己

管理能力を身に付けられるよう、学校給食を通し

て各学校と連携を図りながら進めてまいります。

学校給食で使用する食材は、安全で安心な食材

の選定に細心の注意を払いながら、地場の農畜産

物を積極的に活用してまいります。地場産品を学

校給食に取り入れることは、児童生徒が地域や自

然との関りについて学び、農業や農産物について

理解を深めるとともに、地産地消の推進に役立つ

ものであり、今後も地域との連携を図りながら、

より一層の取組を進めてまいります。

次に、特別支援教育の推進について申し上げま

す。

特別支援教育の充実を図るためには、児童生徒

一人一人の教育的ニーズに応じた支援を行うとと

もに、障がいのある子どもと障がいのない子ども

が可能な限り共に学ぶ「インクルーシブ教育シス

テム」を構築することが重要であります。

そのため、特別な支援を必要とする子どもへの

就学前から学齢期、社会参加までの切れ目ない支

援体制を整備してまいります。また、名寄市立大

学との連携によるティーチング・アシスタント事

業の有効な活用や特別支援教育専門家チームによ

る巡回教育相談の充実に努めてまいります。

名寄市特別支援連携協議会では、本市の特別支

援教育について共通理解を図り、効果的な取組を

進めるため、学校等の管理職や転入職員対象の研

修会を実施するなどして、保育所や認定こども園、

幼稚園、学校、関係機関等との情報交流の促進に

努めてまいります。

また、昨年、市内全ての幼児、児童生徒に配付

した名寄版個別の支援計画「すくらむ」が有効に

活用されるよう、リーフレットによる啓発活動を

充実するとともに、活用方法の改善に向けて検討

を進めてまいります。

次に、社会の変化に対応する力を育てる教育の

推進について申し上げます。

国際理解教育については、外国人英語指導助手

を配置して効率的な派遣方法を工夫したり、小学

校外国語活動と外国語の指導時数を確保するとと

もに、外国語による聞くこと、読むこと、話すこ

と、書くことの言語活動の充実に努めてまいりま
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す。

キャリア教育については、児童生徒に望ましい

勤労観や職業観を育てるため、社会見学や職場体

験活動等を効果的に推進してまいります。また、

児童生徒が自分のよさに気付き、将来の夢や目標

の実現に向かって学び続けることができるよう、

上川版キャリアノート「マイノート」を活用する

などして、教育相談や進路指導等の充実に努めて

まいります。

情報活用能力の育成については、児童生徒の発

達段階を踏まえ、情報技術が急速に進化していく

時代にふさわしい情報モラルを確実に身に付けさ

せることや、目的に応じてコンピュータ・情報通

信ネットワークなどの情報手段を適切かつ主体的

に活用できるようにするための学習活動の充実に

努めてまいります。

また、今年度からすべての小学校において必修

化されるプログラミング教育の円滑な実施に努め

るとともに、学校教育情報化推進委員会と連携し

ながら、ＩＣＴ環境の整備を進めてまいります。

主権者に関する教育については、児童生徒にふ

るさとへの愛着や豊かな情操を養うため、「ふる

さと未来トーク～市長・教育長と児童生徒との懇

談会～」を実施するなどして、地域への愛着や誇

りをもち、ふるさとに根付く子どもたちを育てて

まいります。

次に、信頼される学校づくりの推進について申

し上げます。

信頼される学校づくりを進めるには、学校と家

庭・地域が教育の目標を共有し、協働して組織的

に課題に対応し、学校改善に努めることが大切で

あります。

このため、各学校では、本市共通モデルの学校

経営計画及び学級経営案を効果的に生かし、学校

の課題を明確にした上で、年度の重点教育目標を

設定するとともに、名寄市総合計画（第２次）中

期基本計画や名寄市学校教育推進計画との関連を

図りながら学校経営を推進してまいります。

さらに、学校評価については、各学校が年度の

重点教育目標の達成状況等について評価する自己

評価と、保護者や地域住民等が学校の自己評価の

結果や改善策の妥当性について評価する学校関係

者評価を実施し、その結果を公表して学校運営の

改善に生かしてまいります。また、学校の年度の

重点教育目標と学校職員評価の自己目標を関連さ

せるなどして、円滑な学校運営を推進してまいり

ます。

コミュニティ・スクールについては、昨年６月

をもって市内すべての学校に学校運営協議会を設

置しました。今後は、学校運営協議会の主な役割

である学校運営の基本方針の承認や学校運営に必

要な支援等についての協議を充実するとともに、

社会教育と連携し、地域学校協働本部の体制を整

えてまいります。

小中一貫教育については、風連地区小中学校連

携教育推進委員会で進めてきた９年間を見据えた

教育課程や学習規律、出前授業の体制などが整い

つつあることから、新年度から風連中央小学校と

風連中学校において実施してまいります。

学校教育は、保護者や地域住民との信頼関係が

基盤となることから、教職員の資質の向上につい

ては、名寄市教育改善プロジェクト委員会による

全小中学校共同で行う研修会やミドルリーダーの

マネジメント力を高める研修会などを通して、教

職員のキャリアステージに応じて求められる資質

能力を高めてまいります。また、外国語教育の早

期化・教科化、ＩＣＴの活用、プログラミング教

育などの新たな課題に対応できる力量を高める研

修の充実にも努めてまいります。

服務規律の保持については、教職員一人一人が

使命感や倫理観を持って職務を遂行できるよう、

道教委からの各種通知や服務規律ハンドブック等

を活用して校内研修を進めてまいります。

学校における働き方改革の推進では、教職員の

多忙化が依然として解消されていない状況のなか、

教職員が子どもと向き合う時間が確保できるよう、
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学校における働き方改革の取組を一層進める必要

があります。このため、道教委の「北海道アクシ

ョン・プラン」に示された取組の方向性をもとに、

名寄版「アクション・プラン」に基づき、学校内

での業務改善の意識改革と体制づくりを進めてま

いります。

次に、安全・安心な教育環境の整備について申

し上げます。

安全安心な教育環境づくりについては、各小学

校区に組織している安心会議などと連携を図りな

がら、交通安全指導や安全マップを用いた児童生

徒の通学路の安全確保、「地域１１０番の家」の

協力や登下校時の見守りなどを通して、地域ぐる

みで不審者への対応をしてまいります。さらに、

「名寄市通学路安全推進会議」では、通学路の安

全確保のため、関係機関と連携し継続的に安全点

検や安全対策に努めたり、対策箇所一覧表をホー

ムページで公開して、対応状況の周知や危険箇所

の注意喚起を行ってまいります。

市内小中学校の整備については、小中一貫教育

や耐震化への対応に考慮しながら、智恵文中学校

に智恵文小学校を併設するための各種調査や基本

設計などに取り組んでまいります。

学校給食センターは、年次的な調理設備等の更

新や設備修繕等により、安全・安心な給食の安定

供給に努めていますが、改築以来２８年が経過し

ていることから、給食提供に支障が出ないよう施

設の適切な維持・管理を行ってまいります。

次に、高等学校教育の充実について申し上げま

す。

名寄市内の高等学校は、中学校卒業生の減少に

より定員割れが続いている状況にあることから、

市内各高等学校と連携を図り、生徒の資格取得に

対する意識の高揚と資質向上など、魅力ある学校

づくりを支援するため、就職や進学に有利となる

資格取得に対する補助制度「名寄市高校生資格取

得支援事業」の取組を進めてまいります。

また、名寄地区の基幹産業である農業従事者の

人材育成には、名寄産業高等学校酪農科学科の間

口維持が重要なことから、道外入学者を呼び込む

ため、受験にかかる交通費の負担軽減を図る「名

寄産業高等学校酪農家学科受験者交通費等助成事

業」を継続してまいります。

さらに、名寄市内の将来の高等学校の在り方に

ついては、子どもたちの希望に沿った学ぶ環境を

維持することが重要であり、この地域の産業を支

えるための人材育成や、進路希望に沿った学習が

できる環境を充実させるために、道教委と連携を

図り検討を進めてまいります。

次に、社会教育の重点施策について申し上げま

す。

令和２年度の社会教育については、名寄市社会

教育推進計画に基づき、市民の皆様が生きがいの

ある人生を送ることができる生涯学習社会の形成

などを目指し、次の５つの重点的な取組を進めて

まいります。

はじめに、生涯学習社会の形成について申し上

げます。

昨年６月をもって、市内すべての学校に学校運

営協議会が設置されましたが、「地域とともにあ

る学校づくり」の更なる充実が図られるよう、地

域学校協働活動を社会教育行政として支援するた

め、学校と地域が連携・協働できる体制づくりに

取り組んでまいります。

市民講座では、新たな学びへのきっかけづくり

や学習活動を通した仲間づくりなどにつながるよ

う、市民の学習ニーズなどに応じた講座の開設に

努めてまいります。

また、グループやサークルの活性化や組織化を

支援する「ジャックの豆事業」の奨励、市民が文

化芸術を体験・発表する生涯学習フェスティバル

の開催など、市民が自主的な学習に取り組める環

境づくりに努めてまいります。

風連地区については、ふうれん地域交流センタ

ーや風連公民館を拠点とし、各種団体などと連携

・協働し、生涯学習事業の推進に努めてまいりま
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す。

智恵文地区については、住民ニーズの把握に努

めたり、農村地区という地域特性を踏まえ、学校

をはじめ関係機関との連携を一層深めながら生涯

学習事業の推進に努めてまいります。また、地域

の歴史や自然、文化を知り、地域の魅力を発見し

ながら、地域資源を継承する学習活動として「ち

えぶん学講座」を開催してまいります。

次に、市立名寄図書館について申し上げます。

図書館が、市民の最も身近な学習活動を支援す

る教育施設として、幅広い図書資料の収集や環境

整備を図るとともに、人と本を結びつけ、人と人

が交流できる課題解決の場となるよう努めてまい

ります。

また、第３次名寄市子どもの読書活動推進計画

に基づき、乳幼児期のうちから本に親しむ習慣を

醸成するため、絵本の読み聞かせなどを推進し、

読書習慣の定着に努めてまいります。さらに、人

を通して多くの良い本に出会うことができる「土

曜読書会」、書評ゲーム「ビブリオバトル」など、

各種事業の充実に取り組んでまいります。

次に、なよろ市立天文台について申し上げます。

天文台は、本年４月に開台１０周年を迎えるこ

とから、これを記念する事業のほか、より一層星

空への興味関心を持ち、来館していただけるよう

な事業を行ってまいります。

学校教育との連携では、新学習指導要領に沿っ

てプラネタリウムの学習投影を工夫するなど、よ

り分かりやすい授業にするための取組や移動式天

文台車の積極的な活用についても、広域的に利用

を呼び掛けてまいります。

研究分野では、北海道大学との連携の下、ピリ

カ望遠鏡を利用した研究を一層進め、全国に成果

を発信してまいります。

交流事業としては、国立天文台石垣島天文台や

台北市立天文科学教育館との共同観測、日食など

の天文現象の相互配信などを通して交流を深める

とともに、全国の天文台との協力のもと、相互に

利用者が行き来できるような取組を進めてまいり

ます。

さらに、星と音楽をテーマにした星祭りや音楽

イベントでは、より多くの市民や全国の方々に利

用していただけるよう開催方法などについても工

夫してまいります。

次に、家庭教育の推進について申し上げます。

市内の幼稚園における家庭教育学級の設置や家

庭教育支援講座の開催などを通して、親子で楽し

みながら学んだり、保護者の学びを支援する学習

機会の提供に努めてまいります。

次に、生涯スポーツの振興について申し上げま

す。

スポーツ施設の改修では、昨年、市民のスポー

ツ活動の拠点である名寄市スポーツセンターの長

寿命化を図るため、屋外キューピクル・変圧器取

替え工事など、市民に安心なスポーツ環境の整備

を行ってまいりました。

今後も、修繕計画に基づく適正な改修や整備を

行い、スポーツ施設の長寿命化を図るとともに、

スポーツ施設の適正配置を検討してまいります。

また、風連地区では、廃校体育施設などを含め

た体育施設の維持管理に努め、利用調整を図りな

がら身近な体育施設として広く市民に開放し、競

技スポーツや生涯スポーツへの取組を助長してま

いります。

次に、青少年の健全育成について申し上げます。

児童生徒が自然の中で学び合う野外体験学習事

業「へっちゃＬＡＮＤ２０２０」に加え、交流自

治体である東京都杉並区との小学生交流事業とし

て、夏季の「都会っ子交流」及び冬季の「自然体

験交流」を実施してまいります。

また、子ども会育成連合会などと連携したリー

ダー育成事業や育成者研修事業、フットサル大会

などにも取り組んでまいります。

名寄市成人式については、実行委員会を中心に

企画運営を行い、趣向を凝らした内容で開催して

まいります。
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名寄市児童センター、風連児童会館では、自由

来館型の施設として安全安心な居場所となるよう

施設運営の充実に努め、遊びやスポーツ、各種行

事を企画し、子どもたちの健全育成を図ってまい

ります。

放課後児童クラブでは、放課後における児童の

遊びや生活の場として、施設運営の充実や環境整

備を図り、児童の健全育成に努めてまいります。

また、民間学童保育所に対しては、児童の安全

安心な居場所となるよう環境整備、運営に対し必

要な支援を行ってまいります。

青少年センターでは、青少年を取り巻く社会環

境がますます複雑・多様化する中、各町内会推薦

指導員との巡視活動や各学校、関係機関との連携

を通して、青少年の問題行動の未然防止や安全確

保に努めてまいります。

近年、スマートフォンなどの急速な普及に伴い、

ネットトラブルやネット依存などが大きな社会問

題になっていることから、研修会の開催やパンフ

レットの配布などにより啓発活動を行ってまいり

ます。

教育相談センターのハートダイヤルでは、児童

生徒や保護者等からの悩みについて、教育専門相

談員が電話や面接などで相談に応じてまいります。

また、ひきこもりの解消や日中に相談ができない

方のために夜間相談日を設けて対応してまいりま

す。相談内容によっては、学校と情報交換を行い

ながら適切な支援及び指導を行ってまいります。

適応指導教室では、不登校の児童生徒の心情や

悩みを受け止め、学校復帰と自立に向けた支援を

行ってまいります。

不登校は本人だけの問題ではなく、学校や家庭

を含む様々な要因が複雑に絡み合って生じる傾向

にあるため、教育推進アドバイザーを中心に学校

や関係機関との連携に努め、相談体制の充実を図

ってまいります。

放課後子ども教室では、小学４年生から中学３

年生までを対象に、放課後における子どもたちの

安全安心な居場所となる活動拠点を設け、勉強や

スポーツ、文化活動等に取り組み、自ら学ぶ姿勢

を高め、学習習慣の定着を図ってまいります。

本年度も、地域の教育経験者などの協力を得て、

自学自習の充実やテーマ学習の工夫を図り、子ど

もたちにとって有意義な教室となるよう努めてま

いります。

次に、地域文化の継承と創造について申し上げ

ます。

名寄市文化芸術振興条例及び名寄市文化芸術の

振興に関する基本方針に基づき、文化芸術の振興

を図るとともに、市民などによる文化芸術活動が

自主的、創造的に行われるよう努めてまいります。

また、優れた文化芸術を鑑賞する文化芸術鑑賞

バスツアーや市民が日頃の文化活動の成果を発表

する市民文化祭を実施するとともに、開館５周年

を迎える市民文化センターＥＮ―ＲＡＹホールを

核とした鑑賞事業やアウトリーチを含めた市民参

加型の文化芸術事業のほか、開館５周年記念事業

を実施してまいります。

次に、北国博物館について申し上げます。

平成８年２月の開館以来２４年が経過し、これ

までに３２万人の利用者を数えているところであ

り、引き続き、地域に根差した視点に立って、地

域の歴史や自然、文化に関する普及啓発を進めて

まいります。博物館事業の主体となる展示活動で

は、森の知恵者と象徴され、博物館敷地にもレリ

ーフを設置しているフクロウ類についての特別展

を計画しています。

また、地域史を伝える企画展として、天塩川や

名寄川など、かつて大雨のたびに農業や住民の暮

らしに被害をもたらした水害の歴史を振り返ると

ともに、防災意識啓発のための展示を予定してい

ます。さらに、地域の歴史や自然を伝える自主企

画による展示会、市民・団体による作品展を年間

通して開催し、市民に開かれた博物館活動を継続

してまいります。あわせて道内博物館・研究機関

等との連携を図り、体験学習や講座などを充実し、
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郷土学習の拠点施設としての博物館を目指してま

いります。

以上、令和２年度の教育行政執行方針について、

その概要を申し上げました。

名寄市は、幼稚園・小学校・中学校・高等学校

・市立大学を抱える教育都市であり、将来の地域

を支える人材を育てる大きな役割と責任を担って

おります。

名寄市教育委員会としては、これまで以上に学

校・家庭・地域社会との連携を深めながら、本市

の教育の振興と発展に誠心誠意努力してまいりま

す。

議員並びに市民の皆様の一層のご理解とご協力

をお願い申し上げます。

〇議長（東 千春議員） 以上で令和２年度市政

執行方針・教育行政執行方針を終わります。

〇議長（東 千春議員） 日程第５ 議案第１号

名寄市印鑑条例の一部改正についてを議題とい

たします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１号 名寄市印鑑

条例の一部改正について、提案の理由を申し上げ

ます。

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正

化などを図るための関係法律の整備に関する法律、

これが令和元年６月１４日に公布をされ、成年被

後見人の一律な権利制限が見直されたことに伴い、

本条例の一部を改正しようとするものでございま

す。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第６ 議案第２号

名寄市へき地保育所条例の一部改正についてを

議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２号 名寄市へき

地保育所条例の一部改正について、提案の理由を

申し上げます。

本件は、砺波地区における幼児保育を担ってい

た砺波保育所について、砺波地区地域住民との合

意の下、本年３月３１日をもって閉所することと

なったため、本条例の一部を改正しようとするも

のでございます。また、１２月の納期限を統一す

るため、所要の改正を行うものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第７ 議案第３号

名寄市営住宅管理条例の一部改正についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第３号 名寄市営住

宅管理条例の一部改正について、提案の理由を申

し上げます。

本件は、平成２９年６月２日公布の民法の一部

を改正する法律による賃貸借契約における保証人

の債権関係の規定見直し及び国の公営住宅に係る

制度の見直しによる社会経済の変化に対応した入

居者要件の改正などが進められていることから、

本条例の一部を改正しようとするものでございま

す。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第３号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第８ 議案第４号

工事請負契約の変更についてを議題といたしま

す。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第４号 工事請負契

約の変更について、提案の理由を申し上げます。

風連中央小学校旧校舎屋内運動場解体工事、屋

外運動場整備工事については、令和元年６月２１

日に五十嵐・第一・橋場特定建設工事共同企業体

と２億 ８２０万円で契約を締結をし、現在施工

中でありますが、本件は建物解体におきまして概

数としていた産業廃棄物処分量の数量確定及び屋

外運動場整備におきましてグラウンド出入口の変

更等により設計を変更する必要が生じたために当

初の契約金額に ６０２万 ０００円を加えまし

て、３億４２２万 ０００円で当該企業体と変更

契約を締結しようとするものでございます。

名寄市議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第２条の規定により議会

の議決を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第４号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第４号は原案のとおり可決されま

した。
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〇議長（東 千春議員） 日程第９ 議案第５号

専決処分した事件の承認についてを議題といた

します。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第５号 専決処分し

た事件の承認について、提案の理由を申し上げま

す。

本件は、令和元年度名寄市一般会計補正予算に

係る専決処分でありまして、歳入歳出それぞれ８

０万円を追加し、予算総額を２０９億 ６２４万

０００円にしたものでございます。

補正の内容を歳出から申し上げます。４款衛生

費では、食肉センター施設の修繕に伴い、食肉セ

ンター事業特別会計繰出金８０万円を追加したも

のでございます。

次に、歳入について申し上げます。事業費の追

加に伴い２０款繰入金で８０万円を追加をし、収

支の調整を図ったものでございます。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専

決処分をしたので、同条第３項の規定により報告

をし、承認を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５号は承認することに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第５号は承認することに決定いた

しました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１０ 議案第６

号 専決処分した事件の承認についてを議題とい

たします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第６号 専決処分し

た事件の承認について、提案の理由を申し上げま

す。

本件は、令和元年度名寄市食肉センター事業特

別会計補正予算に係る専決処分でありまして、歳

入歳出それぞれ８０万円を追加し、予算総額 ７

６４万円にしたものでございます。

補正の内容を歳出から申し上げます。１款衛生

費では、食肉センター給水施設の修繕に伴い８０

万円を追加したものでございます。

次に、歳入について申し上げます。１款繰入金

におきまして８０万円を追加し、収支の調整を図

ったものであります。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専

決処分をしたので、同条第３項の規定により報告

をし、承認を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第６号は承認することに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第６号は承認することに決定いた

しました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１１ 議案第７

号 令和元年度名寄市一般会計補正予算（第９

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第７号 令和元年度

名寄市一般会計補正予算について、提案の理由を

申し上げます。

今回の補正は、年度末に当たり事業の確定に伴

う事業費や人件費などの調整が主なものでありま

して、歳入歳出にそれぞれ６億 ５０１万 ００

０円を減額をし、予算総額を２０３億１２３万

０００円にしようとするものでございます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。２款

総務費におきましてふるさと応援事業費５４９万

０００円の追加は、ふるさと納税寄附金の増額

に対応し、寄附記念品発送業務委託料などについ

て補正しようとするものでございます。

４款衛生費におきまして名寄東病院振興基金積

立金１億 １１９万 ０００円の追加は、地方交

付税の算定結果に基づき積立てしようとするもの

でございます。また、病院事業会計繰出金 ０７

１万 ０００円の追加は、今年度の地方交付税の

算定結果や東病院の収支調整に対し繰出金を補正

しようとするものでございます。

６款農林業費におきまして地域づくり総合交付

金事業補助金 １７０万円の追加は、道北なよろ

農業協同組合が実施をした３つの農業用施設の改

修等について補助しようとするもので、財源につ

きましても同額を道補助金にて予算を計上してご

ざいます。

７款商工費におきまして名寄振興公社職員派遣

負担金４５０万円の追加は、名寄振興公社に派遣

をした職員の人件費相当分について負担しようと

するものでございます。

次に、歳入について申し上げます。各事業費の

追加及び確定に伴う国庫支出金、道支出金、市債

などの特定財源の調整を行ったほか、１款市税に

おきましては本年度の納税状況を踏まえまして、

固定資産税を ０００万円追加しようとするもの

でございます。

１２款地方交付税の普通交付税で２億 ０８２

万 ０００円の追加は、今年度の普通交付税額の

確定に伴い予算を計上しようとするものでござい

ます。

１９款寄附金の １１３万 ０００円の追加は、

既に予算化したものを除き、これまで頂いた寄附

金について予算計上しようとするものでございま

す。

２０款繰入金では、財政調整基金を減額をし、

収支の調整を図ろうとするものでございます。

次に、第２表、継続費補正につきましては、北

斗・新北斗公営住宅建設事業（９棟目）の予算を

変更しようとするものであります。

第３表、繰越明許費につきましては、年度内に

完了しない議会運営事業費ほか２件を繰越ししよ

うとするものでございます。

第４表、債務負担行為補正につきましては、名

寄庁舎エレベーター保守管理委託料のほか６件を

追加しようとするものでございます。

第５表、地方債補正につきましては、農業農村

整備事業のほか１２件の変更と徳田１８線緑丘連

絡線道路改良舗装事業のほか１件を廃止しようと

するものでございます。

以上、補正の概要について申し上げました。よ

ろしく御審議くださいますようお願いを申し上げ

ます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略
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し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第７号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第７号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１２ 議案第８

号 令和元年度名寄市国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第８号 令和元年度

名寄市国民健康保険特別会計補正予算につきまし

て、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれに３４６万 ０００円を追加し、予

算総額を２９億 ０９３万 ０００円にしようと

するものでございます。また、直診勘定におきま

して歳入歳出それぞれ６８８万 ０００円を減額

し、総額を２億３１４万 ０００円にしようとす

るものでございます。

補正の主な内容を保険事業勘定の歳出から申し

上げます。１款総務費におきまして人件費の減に

より ０４９万 ０００円を減額しようとするも

のであります。

４款保健事業費では、健診費用の減により１１

９万 ０００円を減額しようとするものでありま

す。

５款基金積立金では、国民健康保険支払準備金

基金積立金として ５１６万 ０００円を追加し

ようとするものであります。

次に、歳入について申し上げます。１款国民健

康保険税におきまして決算見込み等から６２９万

０００円を減額しようとするものであります。

また、４款繰入金では一般会計繰入金を ０５

０万 ０００円、国民健康保険支払準備金基金繰

入金を １３１万 ０００円減額しようとするも

のであります。

５款繰越金におきまして １０６万 ０００円

追加をし、収支の調整を図ろうとするものであり

ます。

次に、直診勘定の補正の内容について歳出から

申し上げます。１款総務費では人件費等で６８４

万 ０００円を減額し、３款施設整備費では事業

費の確定により３万 ０００円を減額しようとす

るものであります。

次に、歳入について申し上げます。４款繰入金

におきまして６８８万 ０００円を減額し、収支

の調整を図ろうとするものであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第８号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第８号は原案のとおり可決されま

した。

ここで１３時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時５７分

再開 午後 １時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議



－29－

令和２年２月２５日（火曜日）第１回３月定例会・第１号

を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１３ 議案第９

号 令和元年度名寄市介護保険特別会計補正予算

（第４号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第９号 令和元年度

名寄市介護保険特別会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれ５０５万 ０００円を追加し、予算

総額を２６億 ７７１万 ０００円に、サービス

事業勘定・名寄におきまして歳入歳出それぞれ２

８７万 ０００円を追加をし、予算総額を３億

９１５万 ０００円に、サービス事業勘定・風連

におきまして歳入歳出それぞれ６３万 ０００円

を追加し、予算総額を ０００万 ０００円にし

ようとするものであります。

補正の主な内容、保険事業勘定の歳出から申し

上げます。１款総務費におきまして人件費などの

減により２１万円減額しようとするものでありま

す。

４款基金積立金におきまして介護給付費準備基

金積立金に５２６万 ０００円を追加しようとす

るものであります。

次に、歳入について申し上げます。４款国庫支

出金におきまして保険者機能強化推進交付金の交

付決定により５２６万 ０００円を追加しようと

するものでございます。

８款繰入金では、一般会計繰入金におきまして

２１万円減額をし、基金繰入金におきましては介

護給付費準備基金繰入金を ９３５万 ０００円

減額しようとするものであります。

９款繰越金におきまして平成３０年度決算剰余

金の繰越し分として ９３５万 ０００円を追加

しようとするものであります。

続きまして、サービス事業勘定・名寄について

申し上げます。歳出におきまして１款総務費では

人件費で２８７万 ０００円を追加しようとする

ものであります。

次に、歳入におきまして一般会計繰入金を追加

し、収支の調整を図ろうとするものでございます。

また、第２表、債務負担行為補正では、名寄市

特別養護老人ホーム清峰園指定管理委託料の限度

額について変更しようとするものでございます。

次に、サービス事業勘定・風連について申し上

げます。歳出におきまして１款総務費では人件費

で６３万 ０００円を追加しようとするものであ

ります。

次に、歳入におきまして一般会計繰入金を追加

し、収支の調整を図ろうとするものであります。

また、第２表、債務負担行為補正では、名寄市

風連特別養護老人ホームしらかばハイツ指定管理

委託料の限度額について変更しようとするもので

ございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第９号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第９号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１４ 議案第１

０号 令和元年度名寄市下水道事業特別会計補正

予算（第２号）を議題といたします。
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提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１０号 令和元年

度名寄市下水道事業特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、主に年度末における各費目の調

整を行うものであり、歳入歳出それぞれ１億 ４

３３万 ０００円を減額をし、予算総額１０億

６１０万 ０００円にしようとするものでありま

す。

補正の主な内容について歳出から申し上げます。

１款下水道事業費では事業費の確定に伴う各費目

の調整により総額で１億 ９８２万 ０００円、

２款公債費では３７２万 ０００円、３款諸支出

金では消費税等で７８万 ０００円それぞれ減額

しようとするものでございます。

次に、歳入について申し上げます。３款国庫支

出金では ０６６万 ０００円、６款市債では

０８０万円を事業費の確定によりそれぞれ減額を

し、４款繰入金では一般会計繰入金で ５３３万

０００円を減額して収支の調整を図ろうとする

ものでございます。

次に、第２表、地方債補正では、公共下水道整

備事業のほか１件の限度額を変更しようとするも

のでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１０号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１５ 議案第１

１号 令和元年度名寄市個別排水処理施設整備事

業特別会計補正予算（第２号）を議題といたしま

す。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１１号 令和元年

度名寄市個別排水処理施設整備事業特別会計補正

予算について、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、主に年度末における各費目の調

整を行うものであり、歳入歳出それぞれ６００万

０００円を減額し、予算総額 ８１５万 ００

０円にしようとするものでございます。

補正の主な内容につきまして歳出から申し上げ

ます。１款個別排水事業費では事業費の確定に伴

う調整により５８３万 ０００円、２款公債費で

は７万円をそれぞれ減額しようとするものでござ

います。

次に、歳入について申し上げます。事業費の確

定に伴う市債の調整のほか、３款繰入金で２０６

万 ０００円を減額し、収支の調整を図ろうとす

るものでございます。

次に、第２表、地方債補正では、個別排水処理

施設整備事業の限度額を変更しようとするもので

ございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１１号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１１号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１６ 議案第１

２号 令和元年度名寄市食肉センター事業特別会

計補正予算（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１２号 令和元年

度名寄市食肉センター事業特別会計補正予算につ

いて、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、食肉センター給水施設の改修に

要する経費を補正しようとするもので、歳入歳出

それぞれ６００万円を追加をし、予算総額を ３

６４万円にしようとするものでございます。

補正の内容を歳出から申し上げます。１款衛生

費において給水量の安定確保を図るための施設改

修に伴い６００万円を追加しようとするもので、

指定管理者であるニチロ畜産株式会社と協議の上、

今後における施設の安定稼働に必要な対応を図る

ものであります。

次に、歳入について申し上げます。１款繰入金

におきまして６００万円を追加し、収支の調整を

図ろうとするものであります。

次に、第２表、繰越明許費については、本工事

が年度内に完了しないことから、繰越ししようと

するものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１２号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１２号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１７ 議案第１

３号 令和元年度名寄市後期高齢者医療特別会計

補正予算（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１３号 令和元年

度名寄市後期高齢者医療特別会計補正予算につい

て、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出それぞれ３６万 ００

０円を追加をし、予算総額を４億９０６万 ００

０円にしようとするものであります。

補正の内容を歳出から申し上げます。１款総務

費におきまして健康診査受診者の増により後期高

齢者健康診査業務委託料を３６万 ０００円追加

しようとするものであります。

次に、歳入について申し上げます。諸収入にお

きまして後期高齢者医療広域連合受託事業収入を

３６万 ０００円追加しようとするものでござい

ます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１３号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１３号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１８ 議案第１

４号 令和元年度名寄市立大学特別会計補正予算

（第３号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１４号 令和元年

度名寄市立大学特別会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出それぞれ１億 ６７４

万 ０００円を減額をし、予算総額１８億 ８６

０万 ０００円にしようとするものでございます。

補正の主な内容を歳出から申し上げます。１款

教育費では決算見込みによる人件費の減額や事業

費の確定による減額のほか、名寄市立大学奨学金

基金積立金に２２０万 ０００円を追加しようと

するものでございます。

次に、歳入について申し上げます。５款寄附金

において大学に対する寄附金６６万 ０００円を

追加しようとするものであります。

６款繰入金では、一般会計繰入金で１億 ６５

５万 ０００円を減額をし、収支の調整を図ろう

とするものでございます。

次に、第２表、債務負担行為補正では、エレベ

ーター保守管理委託料について追加しようとする

ものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１４号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１４号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１９ 議案第１

５号 令和元年度名寄市病院事業会計補正予算

（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１５号 令和元年

度名寄市病院事業会計補正予算について、提案の

理由を申し上げます。

今回の補正は、年度末の各収支を見通し、必要

な調整を行うものであります。

補正の主な内容について収益的収入から申し上

げます。１款病院事業収益では、医業収益におき

まして入院患者数の減少等により入院収益で ６

００万 ０００円を減額し、外来患者数の増加等

により外来収益で１億 ０７２万 ０００円を追

加しようとするものでございます。

次に、医業外収益におきまして東病院の診療交

付金等に要する経費の減額等により他会計補助金

で４５万 ０００円を減額をし、小児医療に係る

交付金算定額の増加等により他会計負担金で３７
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万 ０００円、その他医業外収益で １３３万

０００円をそれぞれ追加しようとするものでござ

います。

次に、特別利益におきまして過年度損益修正益

で ７９２万 ０００円を追加し、収益の総額を

１０４億 ９６１万 ０００円にしようとするも

のでございます。

次に、収益的支出について申し上げます。２款

病院事業費用では医業費用におきまして給与費で

１億 ２９８万 ０００円、経費で委託料や修繕

費の減により ７４９万 ０００円、減価償却費

で ２４１万 ０００円をそれぞれ減額をし、材

料費で薬品費の増加により ４９４万 ０００円

を追加しようとするものでございます。

次に、医業外費用におきまして支払利息及び企

業債取扱諸費で一時借入金に係る利率の低下によ

り６１万 ０００円を減額をし、保育施設費で給

食材料費等の減により２２１万 ０００円を減額

しようとするものでございます。

次に、特別損失におきまして過年度損益修正損

で８３６万 ０００円を追加をし、費用総額１０

５億 ０２３万 ０００円にしようとするもので

ございます。

次に、資本的収入について申し上げます。３款

資本的収入におきまして企業債で ４７０万円、

他会計負担金で１２８万 ０００円をそれぞれ減

額をし、寄附金で２２万 ０００円、貸付償還金

で９４２万円、他会計出資金で ８３５万 ００

０円をそれぞれ追加をし、総額を６億 ９２４万

０００円にしようとするものであります。

次に、資本的支出について申し上げます。４款

資本的支出におきまして資産購入費で４８４万

０００円、施設費で ７４１万 ０００円をそれ

ぞれ減額をし、企業債償還金で ００４万 ００

０円、貸付金で６６万円それぞれ追加をし、総額

１２億 ４７８万 ０００円にしようとするもの

であります。

なお、資本的収支の不足額につきましては、過

年度損益勘定留保資金、当年度損益勘定留保資金

で補填をするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１５号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１５号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第２０ 議案第１

６号 令和元年度名寄市水道事業会計補正予算

（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１６号 令和元年

度名寄市水道事業会計補正予算について、提案の

理由を申し上げます。

今回の補正は、年度末の収支を見通し、予算の

調整を行おうとするものであります。

まず、収益的収入について申し上げます。１款

水道事業収益では、主に給水収益７９２万 ００

０円の減額や長期前受金戻入２８２万 ０００円

の減額により収益全体で９１８万 ０００円を減

額をし、総額を７億 ７０４万円にしようとする

ものであります。

次に、収益的支出について申し上げます。２款

水道事業費用では、事業費の確定に伴う各費目の
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調整を行い、費用全体で ７６９万 ０００円を

減額し、総額を６億 ５４６万 ０００円にしよ

うとするものでございます。

次に、資本的収入及び資本的支出について申し

上げます。事業費の確定に伴う調整を行い、３款

資本的収入では ７５５万 ０００円を減額をし、

総額を２億 ３２８万 ０００円に、また４款資

本的支出では ０３１万円を減額をし、総額を５

億 ４８４万 ０００円にしようとするものであ

ります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１６号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１６号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第２１ 議案第１

７号 令和２年度名寄市一般会計予算、議案第１

８号 令和２年度名寄市国民健康保険特別会計予

算、議案第１９号 令和２年度名寄市介護保険特

別会計予算、議案第２０号 令和２年度名寄市食

肉センター事業特別会計予算、議案第２１号 令

和２年度名寄市後期高齢者医療特別会計予算、議

案第２２号 令和２年度名寄市立大学特別会計予

算、議案第２３号 令和２年度名寄市病院事業会

計予算、議案第２４号 令和２年度名寄市水道事

業会計予算、議案第２５号 令和２年度名寄市下

水道事業会計予算、以上９件を一括議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１７号 令和２年

度名寄市一般会計予算及び議案第１８号から議案

第２５号までの各特別会計予算並びに各企業会計

予算について、提案の理由を申し上げます。

各会計予算案は、令和元年１１月１日付市長訓

令に基づき、名寄市総合計画や総合戦略の具現化、

事業の選択と集中の徹底、健全な財政運営の維持

といった基本的な考え方に基づき予算を編成いた

しました。

一般会計予算案は、前年度と比較をし １％増

の２０９億２６４万 ０００円となりました。子

供、子育て支援に係る民生費の増や哺育・育成セ

ンター整備への支援に対する農林業費の増などが

主な増額要因であります。なお、収支不足を補う

財政調整基金の取崩し額は４億 ５３０万 ００

０円を計上しております。

次に、特別会計について申し上げます。令和２

年度より下水道事業特別会計と個別排水処理施設

整備事業特別会計が企業会計化されることから、

令和２年度国民健康保険特別会計外４特別会計の

予算総額は８６億 ４４０万 ０００円となって

おります。増減の大きなものといたしまして、名

寄市立大学特別会計では配水管改修工事の減など

により ３９２万 ０００円の減となりました。

次に、企業会計について申し上げます。病院事

業会計では前年度比 １％増の１２３億 ８００

万 ０００円、水道事業会計では前年度比 ３％

減の１３億 ４８６万 ０００円となりました。

また、下水道事業会計は２１億 ８０７万 ００

０円となりました。

以上によりまして、令和２年度全会計の予算総

額は４５４億 ７９９万 ０００円となりました。

地方自治法第２１１条及び地方公営企業法第２
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４条の規定に基づき提出をいたしますので、よろ

しく御審議くださいますようお願いを申し上げま

す。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議案第１７号外８件については、本会議質疑を

省略し、全議員をもって構成する予算審査特別委

員会を設置し、これに付託の上、審査したいと思

いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１７号外８件については、全議

員をもって構成する予算審査特別委員会を設置し、

これに付託の上、審査することに決定いたしまし

た。

ただいまの決定に基づき、予算審査特別委員会

の委員に全議員を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２２ 議案第２

６号 名寄市教育委員会委員の任命についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２６号 名寄市教

育委員会委員の任命について、提案の理由を申し

上げます。

名寄市教育委員であります松田潤子氏が本年５

月１５日をもって任期満了となりますが、本件は

同委員を再度教育委員に任命をいたしたく、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２

項の規定に基づき議会の同意を求めるものでござ

います。

なお、任期は４年でございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２６号はこれに同意することに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２６号は同意することに決定い

たしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第２３ 報告第１

号 専決処分した事件の報告についてを議題とい

たします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 報告第１号 専決処分を

した事件の報告について申し上げます。

事故の内容は、令和元年１０月２１日午後３時

４９分頃、名寄市風連東５号線と風連２４線の市

道交差点におきまして、一時停止標識のある左方

から停止をせず交差点に進入してきた相手方車両

と市民部所管の公用車が衝突したものでございま

す。過失割合は本市が２０％であり、相手方車両

の修理代として１万 ２００円を負担することで

示談が成立をし、和解したところでございます。

以上、地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り専決処分をしたので、同条第２項の規定により

御報告を申し上げます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

報告第１号を終結いたします。

令和２年２月２５日（火曜日）第１回３月定例会・第１号
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〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議事の都合により、明日２月２６日から３月８

日までの１２日間を休会としたいと思いますが、

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、明日２月２６日から３月８日までの１

２日間を休会とすることに決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 １時２９分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 佐久間 誠

署名議員 東 川 孝 義

令和２年２月２５日（火曜日）第１回３月定例会・第１号
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令 和 ２ 年 第 １ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和２年３月９日（月曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の変更

１．追加議事日程
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

３番 山 崎 真由美 議員

７番 五十嵐 千 絵 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ 会期の変更

について、お諮りいたします。

新型コロナウイルス感染症に対する議会として

の対応として、今期定例会の会期を２月２５日か

ら３月２６日までの３１日間から２月２５日から

３月２５日までの３０日間に変更したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、今期定例会の会期を２月２５日から３

月２５日までの３０日間に変更することに決定い

たしました。

なお、当初は議会日程を９日に代表質問、１０

日、１１日に一般質問を予定していましたが、２

月２９日に出された国の方針として、ここ２週間

が重要との見解から、代表質問を１６日に、一般

質問を１７日、１８日に変更することを検討して

いましたが、名寄市は北海道が出した緊急事態宣

言と合わせた１９日まで感染拡大を防ぐため３７

施設を休館とすることやイベント、会議等も自粛

することを決めております。議会として専門知識

や独自の情報がない中での判断として、全市挙げ

て感染防止に努め、市民の安心した暮らしを守る

ことを最優先すべきと判断し、市と同様に感染拡

大を防ぐ意味から代表質問、一般質問を取りやめ

ることを議員全員で合意をいたしました。今回の

代表質問には２名、一般質問には１０名の通告が

されておりましたので、理事者答弁を書面で提出

してもらうこととしております。市民の皆様には

議会ホームページや議会だよりで周知することに

しておりますので、御理解を願います。

〇議長（東 千春議員） ここで、加藤市長より

発言を求められておりますので、これを許します。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） ただいま議長のお許しを

頂きましたので、発言の機会を頂きました。感謝

を申し上げます。

昨年１２月以降、中華人民共和国武漢市におき

まして新型コロナウイルスに関連した肺炎の患者

が確認され、１月１６日には日本で、１月２８日

には北海道内で初の感染者が発生をし、２月中旬

からは連日道内各地での感染者が報告をされてい

ます。現在名寄保健所管内においての新型コロナ

ウイルスの感染は確認をされておりませんが、国

や北海道の動向を注視し、各種対策を講じている

ところであります。本市では、２月２５日に名寄

市感染症危機管理対策本部を設置をし、感染予防

対策のため市民へ感染予防の周知、イベントや会

議等の中止などの対応、北海道の緊急事態宣言を

受け、公共施設等の臨時休館などの対策を行って

おります。また、国や北海道の要請により市立総

合病院での感染対策、小中学校の休校、放課後児

童クラブや保育所での対応など様々な予防対策を

実施をしております。さらには、新型コロナウイ

ルスの感染拡大による経済や就労者などに大きな

影響も出ていることから、国や北海道と共に市と

してもでき得る限りの支援をしていく必要があり

ますので、その対策についても早急に検討し、議

会に相談をしながら対応してまいります。新型コ

ロナウイルスの感染につきましては、いつ終息す

るか分かりませんが、市民の皆様が健康で安心し

て暮らし続けられるために議員の皆様からも御意

見を頂きながら、感染予防対策に取り組んでまい
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ります。よろしくお願いをいたします。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

東川孝義議員、山崎真由美議員、川村幸栄議員

から緊急質問の申出がありました。これについて

は、さきの議会運営委員会にて日程に追加し、発

言を許すことに決定しております。

お手元に配付の追加日程第１号のとおり東川孝

義議員、山崎真由美議員、川村幸栄議員の緊急質

問に同意し、日程に追加の上、発言を許可するこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

日程に追加し、発言を許可することにいたしま

す。

〇議長（東 千春議員） 追加日程第１ これよ

り緊急質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

新型コロナウイルスに関する対応について、東

川孝義議員。

〇１５番（東川孝義議員） 議長の指名をいただ

きましたので、新型コロナウイルスに関する対応

についての緊急質問させていただきます。

本会議の貴重な時間に緊急質問の機会を頂き、

関係する皆様に感謝とお礼を申し上げます。今回

の緊急質問は、まさに未曽有の危機に対応する見

えない敵と闘わなければならない新型コロナウイ

ルス感染拡大防止に向けて名寄市として施策が進

められておりますが、市民の不安感を少しでも解

消するべく質問させていただきますので、御理解

をいただきたいというふうに思います。今ほど加

藤市長より経過、対応について御発言がございま

した。新型コロナウイルスに関する対応について、

名寄市では２月２５日に名寄市感染症危機管理対

策本部を設置され、当面の取組について確認がさ

れております。また、２月２８日の夕方、北海道

の鈴木知事は北海道の感染拡大を受け、２月２８

日から３月１９日までの間集中的に対策を講じる

緊急事態宣言が発表されました。３月３日に加藤

市長は公共施設を含む３７の施設を、北海道が出

した緊急事態宣言と同じく感染拡大を防ぐため、

３月１９日まで休館との発表をされております。

それでは、通告順に質問いたします。なお、答

弁は大項目ごとにお願いをしたいというふうに思

っております。大項目の１番目、北海道知事の緊

急事態発言に対する名寄市の対応について、個々

の具体的施策について５点伺います。

１点目は、小中高校の臨時休校に対する対応で

あります。高校については、原則として北海道の

指示に従う対応になると思いますが、小中学校に

ついては名寄市の判断対応になると思います。市

内中学校の卒業式は昨日の３月８日から３月２３

日まで予定されておりますが、対応について伺い

ます。また、一斉休校の間、子供たちの時間の使

い方、また進級を控えての大事な時間の過ごし方

として、各自治体での取組の違いもありますが、

分散登校とかネットでの出前講座を実施している

自治体もあります。名寄市の対応について伺いま

す。さらに、学童保育の対応についてもお伺いを

いたします。

２点目は、幼稚園、保育所の対応ですが、共働

きや独り親世帯では子供を預ける場所がなく、仕

事に行けないとの報道もされております。名寄市

の公立保育所を含めて市内の保育所、幼稚園の対

応はどのようになっているのか伺います。

３点目は、名寄市立大学の対応ですが、３月１

２日は札幌会場で後期の入学試験、３月１９日に

は卒業式、４月３日は入学式が予定をされており

ますが、どのような対応を検討されているのかお

伺いをいたします。

４点目は、名寄市立総合病院の体制であります

が、現状の検査体制と、発生はあってほしくあり

ませんが、仮に陽性患者が発生した場合、感染者

病棟の対応を含めた対応について伺います。また、

現状の患者さんのお見舞いなどの対応についても
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お伺いをいたします。

５点目は、介護支援事業に対する対応について、

今回の新型コロナウイルスは若い人の重症化率は

少なく、基礎疾患を持っている人、また高齢者の

方は重篤な症状になると言われております。名寄

市の高齢者施設の運営、また介護支援事業であり

ます在宅、通所並びに訪問介護、さらには福祉サ

ービス事業への対応はどのようになっているのか

お伺いをいたします。

以上、大項目１番目、緊急事態宣言に伴う具体

策についてお伺いをいたします。

大項目２番目、市内経済の影響に対する対応に

ついて２点伺います。１点目、市内中小企業への

支援策でありますが、コロナウイルス対策につい

ては今のところワクチンも特効薬もなく、拡大防

止及び鎮静化に向けた対応は必要であると認識を

しております。しかし、感染者の拡大リスクを下

げるために名寄市では３月中旬に予定されており

ましたジュニアオリンピックの中止、各種イベン

トの自粛、中止に加えて、民間諸団体においても

同様の対応が進められており、市内経済には甚大

な影響を及ぼすと思われます。具体的には旅館業、

飲食業、サービス業、運送業をはじめとして、ま

た小学校の臨時休校に伴う給食センターへの納入

業者などあらゆる業種が大きな影響を受けており

ます。国において支援策が検討されておりますが、

名寄市として状況調査を含めて具体的な支援策の

対応についてお伺いをいたします。

２点目、厚労省の独自休暇制度に伴う休業補償

対応についてお伺いをいたします。この制度は、

小中高校で臨時休校が始まったことに伴い、子供

の世話をするため仕事を休む保護者の収入を補填

する支援策であります。この支援策は、働く全て

の保護者に安心して仕事を休んでもらい、感染拡

大を防止する対策であります。現状の対象期間は

２月２７日から３月３１日までの期間で、支援を

運用する企業独自の有給休暇制度も必要であり、

利用に向けて対象となる市内中小企業の皆様の周

知の対応についてお伺いをいたします。

次に、大項目の３番目、的確な情報発信につい

て伺います。コロナウイルス感染拡大防止に向け

て国、道の要請並びに通知を受け、名寄市も現状

できる対策を実施していると認識をしております。

その中にあって、マスクや消毒液の不足に加えて、

トイレットペーパーもなくなるとのデマ情報が出

ております。目に見えない感染症との闘いは、一

人一人の行動に左右され、納得のいく正しい情報

が適切な行動の基礎になると言われております。

幸いにも名寄市では今のところ感染者は出ており

ませんが、市民の安全と命を守る病院とか消防、

さらには市内のライフラインを支えている浄水場、

下水処理場、ごみ処理施設で発生した場合を想定

した危機対応に関するシミュレーションはどのよ

うな対応になっているのか伺います。また、情報

発信の一元化と的確な情報をタイムリーに発信し

ていく体制についてお伺いいたします。

以上、よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） おはようございます。

私からは、大項目１の小項目１の小中学校の臨時

休校に対する対応についてお答えさせていただき

たいと思います。東川議員から今３点にわたって

御質問いただいたと思っておりますので、それぞ

れお答えをさせていただきたいと思います。

まず、卒業式についてでございますけれども、

道教委から卒業式の実施に当たっての留意点が示

されておりますので、その通知に対応した取組を

するよう各学校に要請をしてきているところです。

また、保護者の参加につきましては、ＰＴＡの意

見等伺うなどして、各学校で対応していただくと

いうようなことでお願いをしているところです。

昨日東中学校はトップバッターで卒業式を行って

おりますけれども、東中につきましては保護者が

参加しての卒業式となっております。

続いて、分散登校の考え方についてでございま

す。当初道につきましては１週間ということでし
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たけれども、最終的には春休みまでということで、

非常に長期の休業になるということでございます。

子供たちを支援するために分散登校という対応が

検討されておりますけれども、現在それの対応に

向けて、本市におきましても実施要綱等作成しな

がら各学校で準備を進めていただいているところ

でございます。今後道教委から取扱いについての

方向性などが出された場合、本市についても取り

組んでいきたいというふうに考えております。

３点目の学童保育についてです。今回の臨時休

業につきましては、急な取組だったということも

ありますので、保護者が仕事などの理由で預かる

必要がある事情については、放課後児童クラブを

休校当初から開設させていただいたところでござ

います。当初北海道におきましては１週間程度の

予定でしたけれども、春休みまでの長期な休業に

なるため、さらに預かりが必要になる児童が増え

ることもある程度視野に入れながら、受入れ態勢

の整備をしていきたいと考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 私から大項目１

の私の関連する部分について答弁をさせていただ

きます。

まず最初に、幼児教育、保育の対応についてと

いうことでありますけれども、この間名寄市幼児

教育保育振興会と公立保育所の担当者で合同の会

議を実施しながら、幼児教育、保育に関する対応

について状況を分析しながら統一した対応をして

いくということ、数回にわたり協議を進めてきて

おります。その中では、まず認定こども園、幼稚

園の３歳以上児の幼児教育を利用されている場合

につきましては、基本的には休園ということであ

ります。ただ、幼児教育を利用されている家庭に

おいて仕事等により預かり保育を必要としている

場合については、状況確認の上、各園において預

かり保育を実施している状況にあります。

次に、認定こども園、保育所の保育の対応であ

りますけれども、通常どおり開所を実施しており

ます。毎日朝晩お子さんの体温を測定し、万が一

発熱やせきなどの症状が見られる場合については

登所を控えていただくなどの健康観察をお願いし

ているほか、感染症予防のための、保護者の都合

がつく場合などは可能な限り登所を控えていただ

くような、そういった御配慮もいただいていると

ころであります。あと、卒園式の対応ですけれど

も、これにつきましては卒園児と保護者のみの参

加ということで、時間を短縮しながら実施する方

向で現在のところ進めております。参加者には当

然のことながら感染予防のためにマスクの着用や

消毒などの感染予防の対策についてお願いをして

いくこととなっています。今後につきましても名

寄市の幼児教育保育振興会と連携を図りながら対

応を進めてまいりますので、御理解をお願いいた

します。

次に、小項目５でありました介護支援事業者に

対する対応ということであります。これにつきま

しては、基本的に国及び北海道から新型コロナウ

イルス感染症に関する対策についての通知がかな

り多く届いておりますので、また市に通知があっ

たものについては速やかに各事業所に通知をして

おります。各事業所におきましては、高齢者介護

支援における感染症対策マニュアルに基づきなが

ら、職員も含めて感染予防対策に万全を期すよう

市としても要請をしております。今後におきまし

ても各事業所の状況を確認しながら、それぞれが

しっかりした対応しているかどうかも確認もしな

がら、特に高齢者が重篤化されているという状況

がありますので、万全の対策取るように心がけて

いきたいというふうに思っています。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 渡辺大学事務局長。

〇市立大学事務局長（渡辺博史君） 私からは、

大項目１の３点目、名寄市立大学の対応について

ということで、３月１２日の後期入試、３月１９

日の卒業式、あと４月３日の入学式について大学
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の対応についてお答えさせていただきたいと思い

ます。

まず、３月１９日に予定しておりました卒業式

についてでありますが、今般の新型コロナウイル

スの感染拡大の状況を鑑みまして、本学教授会に

おいて中止を決定し、既に大学ホームページのほ

うで周知させていただいているところでございま

す。

次に、３月１２日に予定しております札幌会場

での後期入試につきましては、例年の状況から実

際に受験される学生につきましては志願者の約４

割程度、４学科合わせて大体１００人程度と想定

しております。試験会場の広さですとか環境を踏

まえまして、受験生の席の配置間隔を十分に空け

たり、換気を頻繁にするなど感染予防対策に十分

配慮しながら予定どおり実施する方向であります。

次に、４月３日に予定しております入学式につ

きましては、今後の状況を踏まえまして学内にお

いて実施の有無などについて決定することとして

おります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 私から

は、小項目４点目、市立総合病院の体制について

ということで４点にわたって御質問頂きましたの

で、お答えをさせていただきます。

１点目、病院の検査体制ということでございま

すけれども、保健所のほうから要請を受けました

疑い患者の場合につきましては、院内でレントゲ

ンの撮影ですとかＣＴの撮影を行いまして、バイ

タルの状態なども見ながらＰＣＲ検査を必要とす

る状況かどうかを診断をいたしまして、必要な場

合に検体を採取して、保健所を経由して道立衛生

研究所のほうで行政検査を行っております。現在

まで、万一を考慮したというような場合が多かっ

たですけれども、５例を検査しまして、全て陰性

というお答えが返ってきております。

あと、検査が保険適用になりましたということ

でございますが、民間の検査機関に委託するとい

うことが可能になりましたけれども、道内でまだ

受入れというところができていません。現時点で

受けることの可能な事業者との協議を行っており

ますけれども、現時点におきましては当院で検体

を採取して民間に出す場合、東京のほうまで陸送

をするということが条件になりますので、相当の

時間と冷凍保存処理など大変な時間、日数がかか

るということでございまして、現状よりも悪化す

るということが判明をしております。そのため、

事実上機能しないということでございます。迅速

検査キットが供給される時期まで十分に検査を希

望される方にすぐ検査をするという体制は整って

こないのではないかというふうに現状判断をして

いるところでございます。

あと、検査の結果陽性が確認された場合には、

症状に応じて感染症病棟か、またほかの対応とす

るかを判断するということになります。感染症病

棟のほうは、もう２月の段階から準備をしており

ましたけれども、優先度が低いという状況でござ

いましたが、リスク回避のために２症例感染症病

棟のほうで検査結果が出るまで待ったという対応

がございました。共に陰性でございましたので、

すぐに他の病棟のほうへ転棟をしているところで

ございます。今後多数の陽性が確認された場合に

は、状況に応じて院内の体制を変化させていくと

いうことを検討しております。その場合には外来

診療や予定手術の制限といったものも想定される

ということになりますけれども、適宜対応してま

いりたいと考えております。

あと、院内の感染リスクを低減させるというこ

とで、２月１９日から３月末までをめどとしまし

て入院患者への原則面会禁止、それから各事業者

の不要不急な営業活動、これにつきましては院内

への出入りを制限をしているという状況にござい

ます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。
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〇産業振興室長（田畑次郎君） 私のほうから、

大項目２番目、市内経済への影響に対する対応と

いうことだったと思います。この中で２点、名寄

市としての状況調査と具体的な支援策ということ

と２点目が休業補償対応についての周知の対応と

いうことだったかと思います。

１点目ですが、経済対策に対しては、国では経

済対策は経済産業省、雇用対策は厚生労働省のほ

うでそれぞれ所管して対応を打ち出していただい

ておりまして、まさに矢継ぎ早に様々な対応を打

ち出していただいておりますけれども、市内の中

小企業、あるいは小規模事業者の皆様ができるだ

け負担の少ない形で事業を継続していただけるよ

うにするためには、市独自の対応が必要ではない

かと考えているところでございます。そうしまし

て、市のほうで対策本部がつくられて、速やかに

名寄商工会議所と風連商工会と私どもで３者で協

議をいたしました。その中で、通常の運転資金の

貸付けという制度持っているのですが、それとは

別枠で新たにより利率が低くて、保証料を２分の

１、それから据置き６か月の間の利子について、

これを市で負担すると、こういう内容の新しい制

度の創設、そして実施に向けて現在具体的な作業

を進めているところでございます。またさらに、

今後必要な対策についても検討しているところで

ございます。

それから、調査につきましては、先ほどの３者

協議におきましてまずは調査よりも対策の構築が

優先だろうという共通認識の下これまで作業進め

ておりましたが、実際に商工会議所さんですとか

商工会さん、あるいは金融機関さんに複数件相談

があると聞いておりますので、今回の新しい融資

制度の申請状況なども踏まえて、調査の手法も含

めて商工会議所さん、商工会と検討しているとこ

ろでございます。

それから、２点目の休業補償についてですが、

国からの通知によりますと、今度新しい休暇取得

支援といいますのが小学校等が臨時休業した場合

にその小学校に通う子の保護者である労働者の休

職に伴う所得の減少に対して正規、非正規を問わ

ず労働基準法上の年次有給休暇とは別途有休の休

暇を取得させた企業に対して新たな助成制度を設

けるということで、休暇中に支払った賃金の相当

額を ３３０円を日額の上限として１０分の１０

支援するというものでございまして、さらに詳細

な内容については現在国のほうで検討を進めてい

るというところでございます。この制度について

は、厚生労働省のほうで所管しておりまして、名

寄においてはハローワーク名寄で窓口として受け

付けるということで、私どものところに御相談が

あったときにもハローワーク名寄さんにおつなぎ

するということで所長さんとも確認をさせていた

だいているところでございます。したがいまして、

国のこの制度については、国のほうで公表された

上で私どもで確認をして、速やかに情報提供する

とともに、現在既に市のホームページで公表して

おりますが、そういったものの情報も含めて関係

機関、あるいは団体の皆様への周知、情報共有に

努めてまいりたいと思っているところでございま

す。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 続いて、私から

大項目３の的確な情報発信ということでお答えさ

せていただきます。

まず、１つ目の市民生活に直接影響を及ぼす職

場で担当者が感染した場合の対応等についてとい

う御質問だと思います。現在当然のことながら職

員が感染しないようにそれぞれの職場に応じた感

染予防対策を実施しているところであります。そ

の対応法だったり、仮に職員が感染した場合につ

きましては、病院においては一般社団法人日本環

境感染学会から出されております医療機関におけ

る新型コロナウイルス感染症への対応ガイドを参

考にしながら、病院にありますマニュアルに基づ

いて対応していくこととなります。また、消防に
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つきましては、消防のほうに上川北部消防事務組

合新型インフルエンザ等対策業務継続計画があり

ますので、これに基づきまして対応することとな

っております。

それと、市民の日常生活に影響を及ぼすライフ

ラインを止めないために基本的な感染予防に加え

て、各職場では勤務体制などの変更をしながら現

在対応をしているところであります。浄水場と下

水処理場では、職員と臨時職員で２班体制をつく

りながら交代勤務制で業務を行い、また発熱やせ

きなど症状出た場合の対応策なども講じながら現

在業務を行っているところであります。炭化セン

ターでは、受入れは通常どおり行っておりまして、

ごみ処理は３班体制で４８時間の連続稼働を行い、

稼働停止日も設けながら対応を実施しているとこ

ろであります。いずれの職場におきましても勤務

中できる限り濃厚接触にならないような工夫をし

ながら業務を行い、市民生活に影響出ないように、

仮に職場で感染者が発生した場合においても最小

限に食い止めるような、そういった対策も講じな

がら今現在業務に当たっているところであります。

次、２点目の情報発信の一元化であります。連

日国や北海道から様々な情報が発信されて、感染

の状況によって日々要請内容も変化している状況

にあります。市といたしましては、そういった情

報をしっかり精査しながら、市民に必要な情報を

提供するように努めているところであります。市

のホームページでありますけれども、議員の皆さ

んも見られているかと思いますけれども、一番分

かりやすいところに緊急情報ということでコロナ

ウイルス感染症に関する情報を一括管理するよう

なふうにして、そこに全てのコロナウイルスに関

する情報を集めているところであります。その中

でもできるだけ分かりやすいように区分を分けな

がら市民の皆さんが必要な情報を見られるように

していきたいと思います。ただ、これから、情報

が膨大に来ていますので、市民の皆さんにはでき

るだけ精査しながらきちんとした情報を伝えるよ

うに今後も努めてまいりたいというふうに考えて

おります。また、ホームページを見られない方も

おられますので、そういった方に対しましては報

道機関などの御協力をいただきながら、市の対応

も含めて速やかな的確な情報を発信するように努

めてまいりたいというふうに思っています。議員

からありますとおり、今回も様々な誤った情報が

拡散されていますので、市民の皆さんには国や北

海道、市が発信する情報を確認していただきなが

ら、冷静な対応していただければというふうに考

えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） それぞれ担当部署か

ら丁寧な御説明をいただきまして、ありがとうご

ざいます。確認も含めて２点ちょっとお願いをし

たいと思います。

特に高齢者の方ということで、道内のあるまち

では７５歳以上の方を対象に担当職員が電話で状

況確認をしているというふうなところもございま

す。名寄市の場合、７５歳以上の世帯、現在 ６

９２世帯、そのうち ８７４世帯が単身というふ

うに聞いております。該当職場で通常の業務と重

なってこれをやるというのは非常に名寄市の場合

難しいのかもしれないのですけれども、作業分担

を含めて、特に７５歳以上の単身の方の状況確認、

こちらのほうの対応というのはお願いできないも

のか検討をお願いをしたいというふうに思います。

それと、もう一点、市内経済の影響ということ

で先ほど御説明、御答弁を頂きました。名寄市の

危機対策本部、名寄商工会議所、風連商工会、そ

れぞれ今状況を把握をしながらというようなこと

で進められて、新しい融資制度も進めていくとい

うふうなお話も頂きました。たしか３月６日から

昨日締切りで、名寄商工会議所ではそれぞれの、

恐らく商工会議所に加入されている方だとは思う

のですけれども、昨年の２月、それから３月の見

込みというふうなことで影響がどれぐらいなのか
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というふうな調査をされていると思いますけれど

も、その辺の対応と今後の施策、非常にシビアと

いいますか、早い段階でのいろんな支援策という

のが必要なのかなという気がしますので、その辺

について改めてちょっとお伺いをさせていただき

たいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 私のほうから、

まず高齢者の対策ということで御質問を頂きまし

た。以前の例えばブラックアウトのときは、停電

も含めて、食料も含めて、いろいろ短期間の中で

安否確認も含めて情報が必要だということで、一

斉にいろんな方に御協力いただきながら高齢者の

お宅に確認作業しましたけれども、今回の場合に

ついては、これから期間がどんなふうになってい

くかという状況もあって、どのタイミングでそう

いったことやったほうがいいのかというのもあり

ますので、現在のところは、通常高齢者の見守り

ということで町内会や民生委員児童委員の皆さん

からの情報提供ということで受けていますけれど

も、ただ今回の場合、濃厚接触をできるだけ避け

るということもありますので、民生委員児童委員

の方につきましては電話とか確認作業を実際対応

するようにと指示が来ていますので、そういった

情報提供を受けながら対応したいというふうに思

っていますし、あと介護サービスを利用している

方につきましては、当然介護居宅支援事業所の方

が定期的に訪問していますし、定期的なサービス

利用をしておりますので、その中でそれぞれの利

用者の健康管理も常にこれは行っていますので、

状況も含めて確認をしておりますので、そういっ

た情報も何か変化があれば市のほうに入るように

していますし、そういった点についてもさらに情

報提供するように求めていきたいというふうに思

っています。また、名寄市地域見守りネットワー

ク事業もやっておりますので、これにつきまして

公的機関であったり、各事業者、そして介護、障

がいのそれぞれの事業者に対して気づきのポイン

トという、そういったもの配付しながら、何か変

化があった場合には情報下さいというふうになっ

ていますので、こういったことを通じながら、高

齢者の皆さんに何か変化があった場合については

市のほうに情報を頂きながらも対応をしていくと

いうことで現在のところ進めていきたいというふ

うに思っております。ただ、今後感染の状況によ

ってやっぱり一斉にそういった確認作業も必要に

なってくるというふうに思っていますけれども、

ただ濃厚接触するわけにはいきませんので、その

方法についても電話とかメールとか、そういった

ことも含めていろいろ検討していますけれども、

いざというときに備えた体制づくりについても今

から準備を進めてまいりたいというふうに思って

いますので、御理解をよろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） ２点目にありました

経済の関係について私のほうから申し上げたいと

思います。

今回の新型コロナウイルスの対応については、

かつてこれだけ日本全国で、しかも長い期間にわ

たって市民の活動を制約を要請したことというの

はなかなかなかったのではないかなと思っていま

す。その結果として、消費活動についても当然抑

制をしなければいけないということで、市内の経

済に対する影響は極めて大きいだろうという認識

をしております。先ほど市長からお話ししたよう

に、３者での協議を進めさせていただいておりま

すし、中には金融機関にも相談をさせていただい

ている部分がありまして、まずこの期間中につい

て先行して進めるべきは事業者にとって必要な運

転資金をどうやって確保していくかということだ

というふうに考えましたので、まずはこれまでよ

りもより借手にとって有利な融資制度が必要だろ

うということで考えています。国のほうでも非常

に有利な融資制度はありますけれども、全てがそ

こで拾えるということは限られておりませんので、

市としては国から、言葉悪いですけれども、漏れ
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た分なんかも含めて小回りの利く融資制度として

まずは先行して走らせたいというのが一つの考え

であります。

もう一つは、消費活動が抑制したということで

ありますので、今後の消費喚起をどうするかとい

うことがもう一方で考えなければいけないのだと

いうふうに思っています。これについても長期間

にわたっておりますので、必ずしも結果を待って

ということではなくて、場合によっては先手を打

って、当然これは一定の抑制が解除されたという

のが前提になりますけれども、先手を打つことも

必要かというふうに思っています。これは、市だ

けということでなくて、当然各事業者の皆様にも、

あるいは経済団体にも協力をいただかなければ取

り組めないところでありますので、より一層連携、

情報共有を密にしながら取り組んでまいりたいと

考えていますので、御理解をいただければと思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） 今改めてお伺いをし

た分、理解をさせていただきました。いずれにし

ても、市内経済の影響、非常に甚大なものが予想

されますので、今臼田部長のほうから御答弁をい

ただきました内容を含めて今後の対応をお願いを

したいというふうに思います。

最後に、要望ということで、的確な情報発信と

いうことで改めてお願いをしておきたいというふ

うに思います。インターネットだとかＳＮＳの情

報も見る側では選択することができません。仮に

間違った情報であっても拡散をされてしまうとい

うふうな危険性があります。今後目に見えない新

型コロナウイルス感染拡大に向けては新たな対応

も必要になってくるのかなというふうに思います。

的確な情報発信に向けてより適切な体制の構築を

お願い申し上げまして、私の緊急質問を終わらせ

ていただきます。ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） 以上で東川孝義議員の

緊急質問を終わります。

次に、新型コロナウイルス感染症への対応につ

いて、山崎真由美議員。

〇３番（山崎真由美議員） ただいま議長より発

言のお許しを頂きました。正副議長をはじめ今回

の緊急質問の機会を与えていただきました皆様に

心から感謝申し上げます。また、コロナウイルス

の感染拡大予防に国を挙げての取組がなされてい

る時期であります。先ほどの東川議員からありま

した緊急質問との重なりを極力避け、簡潔に質問

をさせていただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。

まず、大項目１点目です。名寄市における感染

拡大予防の対応状況については、先ほども２月２

５日に名寄市感染症危機管理対策本部が設置され、

その後北海道の緊急事態宣言を受けての状況等る

る説明がございました。その中で主に小中高等学

校、特別支援学校の臨時休校に対する対応につい

てお伺いいたします。先ほどの質疑のやり取りと

の重複を避けさせていただきますが、可能な限り

予防の対策を取りつつの分散登校の話が先ほども

出ておりました。今後子供たちの心の安定を考え

ると必要なことという判断もなされていくと思い

ますが、その際のスクールバスの対応と予防対策

として今現在考えられる手だてについてお伺いし

たいと思います。

それから、未習学習の内容について、致し方な

く長期間の学校休校となっております。解除され

た後の対応になるとは思いますが、今後未習部分

の学習についての対応はどのように計画されてい

るでしょうか。

次に、給食費、教材費等の返金についてお伺い

いたします。時期が１か月を残すところでの臨時

休校となりましたので、給食費、教材費等につい

ての返金もあるやに想像しております。この場合

の対応について、また給食費の食材についての取

扱いについてお伺いしたいと思います。

次に、幼稚園、保育所、認定こども園など幼児

への対応についてお伺いいたします。１点のみお
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伺いいたします。登園される、通所される子供た

ちが出たときの健康管理のチェックについては、

先ほど小川部長からの答弁もありましたが、それ

ぞれの事業所においての健康管理の状態を名寄市

として掌握されているその仕組みが出来上がって

いるのかどうかお伺いいたします。

次に、公共施設等の臨時休館についての対応に

ついてお伺いいたします。公共施設が閉鎖され、

市民生活に大きな影響が出ている中、公共施設の

中では一部閉鎖されていない施設もあります。感

染拡大予防の観点から一貫した対応が望ましいの

ではないかと思います。また、市役所の窓口に来

られる方は、急を要しないということに配慮され

ながらも市民生活の中で市役所を利用されている

と思います。不特定多数が利用される市役所の窓

口での対応についての感染拡大予防についての対

応策をお伺いいたします。

次に、大項目２点目、先ほどもありましたが、

支援を要する高齢者への対応についてお伺いいた

します。独り暮らしの高齢者の方への安否確認に

つきましては、先ほどのやり取りをぜひ実施して

いただきたいと思いますが、それらの皆様の買物

等について、買物は人混みの少ない時間帯が望ま

しいとされています。独り暮らしで外に出ること

もままならない、一日の中で誰とも言葉を交わす

ことがない、そういう皆様への対応策を講じる必

要があるのではないかと思います。お考えをお伺

いいたします。

大項目３点目、医療従事者に対する感染予防対

策についてお伺いいたします。この地域の大きな

役割を担う名寄市立総合病院、今回の感染症への

対応は先ほどお伺いいたしました。特に医療従事

者の感染予防策、マスク、手袋、消毒液、注射を

される場合の酒精綿等、必要な品物は十分確保さ

れているでしょうか。お伺いいたします。また、

医療関係者の感染も報道されている中、一人一人

が基礎体力を落とさないことが大切であると考え

ます。配慮されているとは思いますが、無理な勤

務体制となっていないかあえてお伺いいたします。

最後に、４点目、市内経済への対策についてお

伺いいたします。先ほども質疑がありましたので、

対応策について講じられていることを確認させて

いただきました。個人の事業所に属さない方への

経済的な支援について１点お伺いしたいと思いま

す。

以上、よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） それではまず、私の

ほうから小中高等学校、特別支援学校の臨時休業

に対する対応ということですけれども、名寄市に

おきましては小中学校のみでございますので、小

中学校の部分についてお答えをさせていただけれ

ばと思います。

まず、分散登校の在り方です。これにつきまし

ては、道のほうから春休みまでの長期の休業にな

るということで、分散登校の可能性についても言

及をされておりますけれども、先週末から各学校

及び保護者の御意見を伺っていただきたいという

ようなことで道教委から参っています。それに併

せまして道教委から考え方は出ると思うのですけ

れども、名寄市としては、さきに東川議員にお答

えいたしましたけれども、分散登校をするという

方向で検討いただきたいということで、各学校に

準備をしていただいております。その準備の内容

というのは、分散登校時の予防対策の在り方、例

えば体育館で、大きなところで実施していただく

ですとか、スクールバスにつきましては、例えば

智恵文みたいに月、水、金に医療バスとして使っ

ていますから、分散登校するのであれば火曜と木

曜日にしていただきたいというようなことで、ス

クールバスについても当然配車するということで、

ここを基本に考えてございます。そのような内容

等含めて、臨時校長会について２回ほど今までも

やってきておりまして、内容の周知について行っ

てきているところでございます。分散登校につい

ては、そのような形で準備を進めていきたいとい
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うふうに考えてございます。

また、未習部分の学習の取扱いですけれども、

これにつきましては新年度に送り込むということ

も一つの方法なのですけれども、その次の学年で

履修する予定の中に組み込んでやるということも

方法としてあるということですので、その辺につ

いては指導主事のほうと検討しながら、なるべく

未習で残ることがないように例えば家庭学習、プ

リント等でその部分をやっていくというようなこ

とも一つあるのかなというような、方法も考えら

れますので、その辺も含めてちょっと検討してい

きたいなというふうに考えております。

給食費と教材費です。具体的に給食費につきま

しては、２月２７、２８につきましてはもう既に

予約と言ったら変ですけれども、各業者にお願い

しておりましたので、これはストップできません

でした。それに関連して、その２日分の給食費に

つきましては頂くことになっております。ただ、

３月２日から３月２５日分の１７日分の給食につ

いては、既にオーダーしていません。ストップし

ていますし、給食費について徴収はしないという

ことで進んでおります。ただ、２日分だけはどう

しても、準備等もありましたので、お支払いをい

ただくというようなことで進んでおります。教材

費につきましては、特に、例えば図工みたいなや

り残したような教材が残っているような場合、そ

れぞれの皆さんに持っていってもらって、持って

帰っていただくというような対応をしたいという

ふうに考えてございます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 私から、保育所

等における子供の健康管理ということの御質問だ

というふうに思っております。

先ほども答弁申し上げましたとおり、登所する

前には家庭において発熱がないか、せき等の風邪

の症状がないか等のきちんと健康管理をしていた

だいて、それをもって登所してもらうような、そ

ういったお願いをしているところであります。保

育所におきましても常に子供の健康について保育

士、幼稚園の先生含めてきちんと観察しながら対

応しておりますし、これまでは保育所においては

３８度の熱が出たら保護者の方に迎えに来てもら

うという状況ですけれども、現在においては３７

度５分になったら子供たちを迎えに来てもらうと

いう、そういった対応をしているところでありま

す。また、そういった状況につきましては、こど

も未来課のほうに報告毎日受けるようにしておい

て、どういった状況になっているかというのを日

々変化を確認しながら、その状況に基づいてまた

新たな対策も含めて検討していきたいというふう

に考えているところであります。そして、先ほど

の東川議員の答弁の中でも保育に関わっても、感

染症の予防の対策のために保護者の方が自宅で子

供の面倒見られる場合については登所をできるだ

け控えていただきたいという要望しているところ

であります。３月の上旬頃は公立保育所行くと３

０名前後だったのですけれども、先週は７０名か

８０名の方がそういった協力していただいている

ところであります。そういった面では、先生方も

子供を見る数が少なくなったことによってより感

染予防に対する対策が十分にできているという状

況にありますので、保護者の方にもそういった御

協力をいただきながら、それぞれの園内での感染

予防を、対策しっかりできるようにしたいという

ふうに思っていますし、消毒についても１日５回

から７回ほど状況に応じて適時やるような形で対

策をしているところであります。

あと、市役所の対応でございますけれども、先

週から職員や市民の皆さんが手を触れるカウンタ

ーや手すり、トイレ等の消毒作業を定期的に行っ

ているところであります。ただ、職員のマスク着

用につきましては、御存じのとおり、マスクが不

足している状況の中では個々の判断にちょっと委

ねざるを得ないという状況があります。また、も

し感染者が出た場合の業務継続についても総務部
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中心に最低限市民に必要な業務を停止しない、そ

ういった体制づくりも含めて今取り組んでいると

ころであります。それぞれ職員において自己の健

康管理、感染予防に対する対策をしっかり取るよ

うに、不急の外出もできるだけしないような、そ

ういった要請もしながら対応しておりますので、

御理解をお願いいたします。

もう一つ、買物関係です。独り暮らしで外出さ

れない方というふうに言われていましたけれども、

基本的に要支援とか要介護の方につきましては買

物支援も含めてヘルパーのサービスを利用して、

外出ができない方については買物支援も受けてい

る状況にあります。それと、自立ヘルパーという

のも、そういった要支援とか要介護に至らない方

についてもそういった何かの事情で買物に行けな

いという場合については自立支援ヘルパーの制度

ありますけれども、これについてはちょっと最近

使われていない状況があります。そういった面で

は、なかなか要支援とか要介護認定を受けていな

い方が一人で自宅にいるという、そして外出がで

きないという状況ではちょっと把握もし切れてい

ない状況がありますけれども、そういった面につ

いては先ほど申し上げました町内会、民生委員児

童委員の皆さんのこれまでの情報も参考にしなが

ら、そういった人がいるのかどうかも確認をしな

がら、今後必要があれば電話等の連絡であったり、

対策を講じていきたいというふうに思っておりま

すので、御理解をお願いいたします。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 私から

は、大項目３点目についてお答えをさせていただ

きたいというふうに思います。

まず、医業用の材料の不足ということでござい

ますけれども、全体的に不足する状況は改善をさ

れているという状況でないのは御存じのとおりか

というふうに思います。この間、マスク等につき

ましては市立大学ですとか特養のほうから少し余

裕のある在庫の分から調達をさせていただいて、

後々充足した段階でお返しをするというような対

応させていただいているところでございます。そ

れから、グローブ等についても非常に不足をして

いるというような状況がございます。これらにつ

きましては、市内の業者さんのほうで配慮いただ

きまして、一定数の確保をしていただいて、納品

をしていただいたというような協力もいただいて

いるという状況でございます。マスクにつきまし

ては、一部納品がございましたので、節約は続い

ている状況でありますけれども、職員が必要とす

る分につきましては当面確保しているという状況

でございます。ただし、御来院される皆様方につ

きましては御自身で御用意していただきたいとい

う状況は改善されておりませんので、御理解をい

ただきたいというふうに思います。

あと、政府のほうでも国内生産分の需給調整を

行っているということでございますので、これか

ら少し改善されるかというふうに思います。ただ、

これから我々も各方面を通じて指定医療機関への

優先的な配分をお願いをしてきたというところで

ございまして、国のほうもそうした対応をこれか

ら行うという情報は得ているところでございます。

ただ、マスク等につきましては、中国のほうに生

産拠点が多くございますので、中国が今国外の輸

出を制限しているということで、製造はされてい

て、中国国内に在庫はたまっていても日本に輸出

できないという状況が今続いているということで

ございますので、劇的に改善するというところま

ではまだいかないのかなというふうに思っていま

す。

あと、今大変厳しい状況になっているのは先ほ

ど申されました酒精綿の部分です。これにつきま

しては、ちょっと発注かけておりますけれども、

いつ納品になるか分からないということでござい

まして、不足するような状況がございましたら材

料を買いまして、昔もやっておりましたけれども、

薬剤部のほうで作るということも可能ですので、
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そうしたテクニックを駆使して対応していきたい

というふうに考えているところでございます。

しかしながら、今後感染が拡大をしていった場

合ということを想定した場合には一度に材料が使

われることが多くなるということもございますの

で、そうしたときには非常に厳しい状況が起こる

かもしれないということについては対応を検討し

ているところでございます。定期的に在庫状況は

調査も入っておりますので、確認をして、報告を

しているところでございます。今後も指定医療機

関への優先的な配分等について要請を続けていき

たいというふうに考えております。

それから、職員の勤務体制ということでござい

ますけれども、院内のほうでは緊急対策チームを

設置をしまして、対応の中心を担っていただいて

おります。疑似症例の患者さんが多くなってきま

すと、一部の診療科の医師に負担が集中するとい

うことが発生いたします。その緩和策について今

現在ちょっと院内で調整を行っているところでご

ざいます。それから、看護師などのスタッフにつ

きましては、入院の受入れに向けて各部署から一

定の経験と対応能力を有する職員を指名いたしま

して、当番制を構築して体制を整えたというとこ

ろでございます。先ほども申し上げましたが、２

症例感染症病棟への入院がありましたので、その

ときにそうした当番で対応しているということで

ございますが、現状は通常の勤務体制に戻してお

ります。ただ、お子様方の学校の休校の関係で対

応が必要な職員も一部いますので、そうした職員

等については半日の休暇が必要とか、そういうも

のにつきましては臨機応変に対応しているところ

でございます。

また、どうしても医療系の職員と医療従事者は

こうした有事の際に頑張り過ぎてしまうところが

ございますので、いつまでこの状況が続くのかと

いうのが分からない状況の中ではそうした疲労が

蓄積しないような配慮も行っていくということで

確認をしているところでございます。いずれにし

ましても、今後陽性患者の受入れがあったり、職

員が感染者というようなことになった場合には院

内の体制をこれは大きく変えていかざるを得ない

というのが実情でございますので、状況に合わせ

て体制を組み替えていくということを考えており

ます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私のほうから、

市内経済の対応策ということで、市の支援策に関

して事業所に属さない個人への対応ということで

御質問頂きました。これは個人事業主様というこ

とであれば、私どものこの制度で対応可能という

ことでございますので、御理解のほどよろしくお

願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 御丁寧に御答弁いた

だきまして、ありがとうございます。再質問させ

ていただきたいと思います。

まず、小中学校に関わっての分散登校について

でありますが、子供の安定を図るということで、

本当にこの時期にとっては大変重要な対応である

というふうに認識しています。その上でスクール

バスの対応も整えていただくということでありま

したので、感染拡大予防に十分配慮しつつ学校で

の子供たちの一年間の締めくくりに当たる心の安

定をしっかり取っていただける対応がこの後知ら

されてくるのではないかというふうに思い、期待

するところであります。その中で、先ほどお話が

ありました智恵文地区の医療バスとの関係につい

てでありますが、医療バスについて、週３で、空

いているところの曜日を分散登校というふうにし

ますと、子供たち、全体数が少ない状況でありま

すので、比較的対策も取りやすいのかなというふ

うには思いますけれども、スクールバスでの感染

予防についての対策について再度確認をさせてい

ただきたいと思います。御高齢の方も乗られる状

況が智恵文地区では取っていただいております。

それぞれ重要な役割を持って運行していただいて
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いると思いますので、消毒等の関係について再度

確認させていただきたいと思います。

それから、未習内容についての話でしたが、や

むを得ないことだなというふうに思います。しか

し、子供たちの中でなかなか受け入れ難いところ

もあるということを認識していただきますと、や

はり丁寧な対応が必要になってきます。特に小学

校６年生は、早めに授業が終わっているというと

ころもあろうかとは思いますけれども、新しく中

学校という学校自体が替わる環境の中に入ってい

きますので、丁寧な対応を求めたいと思います。

それから、給食費についてであります。先ほど

の御答弁、了解いたしました。しかし、給食費、

年間通して先にお支払いいただいている保護者も

あるのではないかと思いますので、そういう細か

い返金等について学校の事務負担が大きく膨らま

ないような対策については御配慮いただきたいと

いうふうに思っております。それと、給食費の食

材については、一部自治体によっては食材を無駄

にしないということで、業者も関わってですが、

ふるさと納税の返礼品に使うですとか、一般に販

売するとか、そのような対応を取られているとこ

ろもインターネットの中では確認させていただい

ているところであります。名寄市の食材について、

十分対応をしていただいているとは思いますけれ

ども、無駄をなくす、次につなぐための対応につ

いて再度お聞かせいただきたいと思います。

それから、幼児教育の部分につきましては、十

分対応していただいているということで了解いた

しました。それぞれの保育所等の対応について市

としてもこども未来課で掌握していただいている

ということでありますので、子供たちはおじいち

ゃん、おばあちゃん、高齢者の方たちとも密接に

関係を持つところが多くあると思いますので、そ

のことも踏まえての対応、今やられている対応に

ついて大事にしていただきたいと思います。

公共施設についてであります。市役所の窓口対

応については、丁寧な対応していただいているな

というふうに思っております。いつも清掃等も念

入りにしていただいていると思いますが、さらに

丁寧な対応していただいているのではないかと庁

舎に来るたびに思っております。その中で、実は

道立サンピラーパークの対応については、クロス

カントリーコース、カーリング場、一部開いてい

ます。子供たちが遊ぶ施設については閉鎖されて

いますが、クロスカントリーコースは屋外であり

ますので、ある意味感染予防をするということに

ついて、密閉された空間ではありませんので、逆

に精神的な安定ですとか気分転換ですとか、そう

いう意味では利用していただきたい施設かなとい

うふうには思いますが、フォレストを閉鎖してい

るのにカーリング場は開かれているということに

ついて一部市民の方からも声を頂いているところ

がありますので、市立、市が管理しているところ

と道が管理しているところという違いはあります

けれども、同じ名寄市にある施設でありますから、

この辺どのような考え方で受け止めればいいのか。

また、感染拡大予防についてはもちろん対応して

いただいていると思いますので、その対応策につ

いてお聞かせいただきたいというふうに思います。

それから、人材開発センターも閉鎖されていな

いのではないかと思っておりますが、公共施設の

閉鎖が一応１９日までということになってはおり

ますが、その後の見通しもちょっと見通せない中

でなかなか市民の方からも状況について厳しいと

いうような声も上がっております。もちろん感染

拡大予防が何よりも大事な時期であります。命に

関わることでありますので、ここは全く譲れない

ところでありますけれども、市の中にあるそれぞ

れの施設についての対応の考え方についてもう一

度確認させていただきたいと思います。

高齢者への支援については、先ほど対応につい

てお話ししていただきましたので、ぜひそのよう

に進めていただきたいと思いますし、本当に市役

所の職員の方たち、大変だと思います。よくやっ

ていただいていると思います。こういうときこそ



－53－

令和２年３月９日（月曜日）第１回３月定例会・第２号

民生委員児童委員の方ですとか地域を挙げての支

援ということが必要になってくると思いますので、

対面での確認はなかなか厳しいと思いますが、や

はり電話で確認をするですとか、玄関先でドアを

開けないでのやり取りということにもならないと

は思いますが、その辺につきましてはしっかり安

否確認、そして先ほど東川議員からの質問にもあ

りました情報発信していきますということであり

ましたけれども、具体的にどんな手だてを取って

いただけるのかについては確認させていただきた

いと思います。

経済対策について、個人の方であっても個人事

業主であればということでありました。そうでは

ないパートの方につきましては、先ほどの国の支

援策ということで受け止めるべきなのかなという

ふうに思っておりますが、名寄市独自での支援策

というのが考えられていないのかどうか、その点

だけお聞かせいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 小中学校の休校に関

する対応についてですけれども、まず分散登校、

智恵文については医療バスを使用しているという

ことですけれども、それが月、水、金ということ

ですから、逆に言うと火曜と木曜に登校というこ

とで考えていたのですけれども、その中で医療バ

スで使って、次また分散登校というような形にな

りますので、感染対策については十分配慮するよ

うに担当のほうにはお話をしておきたいというふ

うに思っています。

それと、未習の関係ですけれども、まずは教科

書についてはそのまま持っていってくれというこ

とで各学校、校長会の中で要請をさせていただき

ました。また、小学校から中学校へということで、

同じ学校内でしたら簡潔に終わるのですけれども、

小から中に引継ぎをしなければならないというこ

ともこの間の校長会の中でも確認させていただい

ていますので、その辺についてもきちっと引継ぎ

がなされるような形を考えていきたいなというふ

うに考えております。

また、給食費については、返還作業等が出てく

るとは思いますけれども、これについては給食セ

ンターと各学校で十分連携を図りながら淡々と事

務を進めていくように担当のほうにお話をしてお

きたいというふうに思っております。あわせて、

食材の関係ですけれども、納入を予定されている

ということもあるのですけれども、とりあえず給

食がストップしていますから、給食センターで購

入するというわけにはいきませんので、これにつ

きましては国のほうからも支援策というような形

で今検討されているということですから、どのよ

うな支援になるのかというのも含めて、国の動向

を見ていきたいなというふうに思っております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 私のほうから２点に

ついて申し上げたいと思います。

まず、最初について、公共施設のところの統一

した取組ということで、所管する施設が多いもの

ですから、私のほうからお話をさせていただきた

いと思います。先ほど山崎議員からあったように、

１つはクロスカントリーコースの関係です。これ

については市が設置しているということあります

ので、市の判断で継続をしているということです。

これ対策本部の中で各公共施設、具体的に挙げな

がら感染防止の観点からどこまで臨時休館、ある

いは閉鎖をするかということについて検討させて

いただいたということです。先ほど山崎議員が言

われたように、クロカンコースについては屋外の

施設ですし、個々人が非常に近くに接触するとい

うことも少ないだろうということから、ここにつ

いては引き続き継続すべきだろうという話になっ

たということです。もう一つ具体的に挙がってい

たサンピラー交流館のカーリングの施設について、

これ北海道の施設でありますので、基本的には北

海道の判断というふうになりますけれども、私た

ちが道からお伺いしているところでいきますと、



－54－

令和２年３月９日（月曜日）第１回３月定例会・第２号

カーリングのところについては大勢の幼児、児童

などが直接手で触れる屋内遊戯施設には当たらな

いということで、そこについては継続をしている

と。御存じのように、当然施設を予約して、そこ

に特定の人が入るということと競技の性質上それ

ぞれのそこに来た人が密接をするというものでは

ないので、そういう判断をされたのだろうという

ふうに思っています。

３つ目にありました人材開発センターの関係に

ついて、これは市とすると財産を貸し付けて、そ

の運営自身については人材開発センターが行うと

いうことですので、そこを継続するか、あるいは

休館するかについては基本的にはそこを運営して

いる人材開発センターのほうで判断するべきもの

だというふうに思いますが、当然私どもも指導す

べき立場にありますので、しっかりと感染対策等

については行ってほしいということの申入れはさ

せていただいておりまして、具体的には席を離れ

て受講者に座っていただくなど、あるいは消毒関

係についても対応しながら進めているということ

で御理解をいただければというふうに思います。

それと、もう一点については事業主ではなくて、

パートも含めた働く方の就労対策のところについ

ては、これは先ほどの東川議員のところでの説明

もありましたとおり、国の制度を活用しながらと

いうことです。国は新たな制度として学校の臨時

休業等に対する対策として新たな制度を設けてき

ている分もありますし、これまではなかなか短期

の労働者については国の制度も適用にならないと

いう分がありましたけれども、そこについても拡

充がされてきておりますので、ここ国の動向、制

度設計をしっかりと注視してまいりたいと考えて

いますので、御理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 情報発信の関係

で御質問いただきましたので、答弁させていただ

きます。

民生委員児童委員の皆様の動きについては先ほ

ど答弁もいたしましたが、上部組織から対応につ

いてのマニュアルを含めて届いていますので、そ

れに沿ってできるだけ接触を避けながら、ただ必

要な方の見守り等確認が必要な場合については電

話等での対応するということで来ておりますので、

そういった対応をしながら再度お願いをしたいと

いうふうに思っているところであります。市から

の情報発信につきましては、現在行っている状況

を継続したいと思いますけれども、特に感染予防

につきましては国や北海道から出されたものは報

道等で大きく取り上げられて、皆様の目に触れて

いると思いますので、それによって感染に対する

意識も高まっているというふうに思っております。

市につきましては、これまで言ったとおり、市の

ホームページだったり、報道機関等の協力得なが

ら対応していきたいというふうに考えているとこ

ろでありますけれども、ただ万が一感染者が発生

した場合については、これについては状況は大き

く変わりますので、これにつきましても北海道か

ら情報提供いただきながら、また他自治体で感染

が発生している自治体の対応状況等も事前にでき

るだけ情報を得られるものは得ながら、市として

何ができるか、そういったものも考えながら準備

をしていきたいというふうに考えております。い

ずれにいたしましても、市民の皆さんに正確な情

報をしっかり広く提供する、そういった方法を考

えながら今後も対応していきたいというふうに思

いますので、御理解をお願いいたします。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 貴重な時間を使わせ

ていただいて、多くの質疑をさせていただきまし

た。先ほどの岡村部長の御答弁にもありましたよ

うに、この名寄市だけではなく、地域の医療の拠

点であります名寄市立総合病院の医療従事者の方

におかれましては、本当に体調管理に御留意され

て、何とかこの危機を乗り切っていただきたいと

いうふうに思っておりますし、その中でも長期化
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するかもしれないという不安が市民の中に大きく

広がっているところであります。心の健康を思う

と、いろんなものを閉鎖すればいいということだ

けではなくなってくる時期が来るのかなというふ

うにも思っております。

最後に、加藤市長に今後、先ほどのカーリング

場やクロスカントリーコースの考え方についても

説明いただきましたが、一定程度確認をしっかり

する、予防対策を確認するというところで市民生

活を元に戻していくということについて加藤市長

はどのようなお考えをお持ちかどうか、その点だ

けお話を聞かせていただいて、終わりたいと思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） なかなか先行きが見えな

い中で、今後元に戻していくのどうしていくかと

いうことを今答えられる状況にはないなというふ

うに思っています。改めて国や道で様々な要請、

あるいは指針等が示されている中で、当然そこを

しっかりと科学的に我々も受け止め、またそこし

っかりと認識をしながら、一方で我々やっぱりき

ちっと自治体として、住民の皆さんの一番身近に

いる存在としてその要請を受けながらもより細か

い対応が求められていくのかなというふうに思っ

ています。しっかりと予防対策をし、できるだけ

万全な対策で感染をさせない体制を整えていくと、

あるいは万が一なったときにもしっかりとした対

応をしていくと。そして、このことがずっと長引

いたときに対しての市民の皆さんへの健康への配

慮でありますとか、経済的な対策、こうしたこと

も自治体の状況をしっかりと刻一刻と状況が変わ

る中でも的確に把握をしながら、スピード感を持

って対応できる対策を打っていくと、このことに

尽きるのかなというふうに思っています。引き続

き様々なところからの情報収集しながら、適宜的

確な対応に努め、また情報発信もしっかりと行っ

ていきたいというふうに考えますので、今後とも

議会の皆様の御提言もしっかりといただきながら

この対策を前に進めていきたいというふうに思い

ます。よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 以上で山崎真由美議員

の緊急質問を終わります。

次に、新型コロナウイルス感染拡大への対応に

ついて、川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 今私たちは新型コロ

ナウイルスへの対応でかつて経験したことがない

対応が求められているところであります。市民み

んなで協力するべき重大な課題と受け止めていま

す。そして、一日も早い終息を願っているところ

であります。市中では、小中学校の休校における

児童生徒に対して心配の声が多く聞かれるところ

であります。また、市内経済への影響を危惧する

声も多く、併せて振興公社の経営状況まで心配す

る声も多く寄せられているところであります。そ

こで、緊急的に次の２点についてお伺いをしたい

と思います。

１つ目に、市内全小中学校の休校への対応につ

いて伺います。当初３月４日までの１週間を休校

としていた全小中学校を春休み、２５日まで臨時

休校と判断したことについてお伺いをしたいと思

います。３月３日の参議院予算委員会の質疑の中

で、我が党の小池議員が学校には保健室や給食が

あり、生徒の様子を見る教員がいるなど安全装置

としての大きな役割があるとして、１か月近い休

校は親にも子供たちにも大きな負担を強いること

になる、全国一律の方針を見直して、科学的根拠

に基づく感染予防の道に進むべきではと提起をし、

改めて各自治体の自主的な判断に委ねるべきと主

張したところであります。これに対して、萩生田

文科相は設置者が学校を開くという判断をされれ

ばそれは尊重するというふうに答えていらっしゃ

いまして、それは全国一律ではなくなったと理解

できるものと私は考えています。休校して２週間

が経過しています。この間の混乱や、また保護者

からの相談などはあったのかどうかについてもお

知らせをいただきたいと思います。
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次に、給食用食材納入業者への対応はどのよう

になっているのか伺いたいと思います。給食費の

対応については先ほど議論があったところですけ

れども、納入業者への対応について伺いたいと思

います。給食の問題では、従来の夏、冬の長期休

暇の場合、保護者の大きな負担になっているとこ

ろであります。給食が唯一栄養バランスの取れた

食事という児童生徒もいると聞いています。地場

産品使用が７割近い当市であります。納入業者へ

の対応はどのようになっているのか、また給食セ

ンターで働く方々、調理等に関わっている働く方

々の補償はどうなっているのかお伺いしたいと思

います。

さらに、保護者の休業補償ですが、先ほど来議

論があったところでありますが、国も対策を考え

ているということですが、名寄市の実態を早急に

把握をして、そして国に、また道に求めることが

必要だと思います。その点についてお考えをお聞

かせいただきたいと思います。

今後の対応についてであります。お二人の議論

の中でもるる述べられていたところでありますけ

れども、保護者等への文書の中で、保護者の皆さ

んへというふうなことで教育長からの文書があり

ますけれども、保護者への文書では北海道教育委

員会の要請に基づいて延長すると、このように言

われています。北海道教育委員会教育長は、児童

生徒の安全安心と感染拡大の防止に向けて道内全

ての小中学校を臨時休業するよう市町村教育委員

会に要請し、実施することとなったということで

あります。私は、児童生徒の皆さんはもちろんの

こと、保護者や、また現場で頑張っている教員の

皆さんの声を、意見をしっかりと受け止め、向き

合っていただきたい、このように強く思います。

その上での判断が求められているのではないでし

ょうか。一律でない独自の判断も必要ではないで

しょうか。改めて今後の対応についてお伺いをし

たいと思います。

２つ目に、市内経済の影響への対応について伺

います。ピヤシリスキー場の休止について伺いた

いと思います。市民の方々からは振興公社の問題

もあり、少しでも営業成績を期待したいところだ

が、オープンも遅れた、そしてここで営業休止な

らトリプルパンチだと、こんなふうにおっしゃっ

て、立ち直ろうとしても立ち直れない、どうした

ものかと善意の心配の声が寄せられているところ

であります。先ほど公共施設を休止にした報告も

ありましたけれども、ピヤシリスキー場を休止に

した理由についてお聞かせをいただきたいと思い

ます。

もう一つは、緊急融資など市独自の支援策の検

討中ということでありました。これについては、

先ほど詳しい御報告もあったところであります。

私は、今定例会において一般質問で名寄市中小企

業振興条例の有効活用について取り上げる準備を

していたところであります。当市においては、株

式会社王子マテリアさんの撤退等で市内経済の大

きな影響が予想されていました。そして、今回の

コロナウイルス感染拡大、こうしたことで飲食業、

観光業、理美容、そして運輸などあらゆる業種に

影響が及んでいるところであります。手厚い支援

が必要だと考えています。中小企業や事業所には

緊急融資、そして働く方々へは休業補償や雇用助

成などが必要ではないでしょうか。ぜひこの部分

についてのお考えをお知らせいただきたいと思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 私からは、市内小中

学校の休校の対応についてお答えをしたいと思い

ます。

まず、春休みまで臨時休業と判断したことにつ

いてですけれども、今回の新型コロナウイルスの

感染症に対応した臨時休業につきましては、道教

委から出された臨時休業の要請に基づき２月２７

日から市内全小中学校で実施してきました。その

後、さらに国のほうから春休みまで臨時休業を行

っていただきたいというような要請があったこと
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を受けて、本市といたしましても何よりも子供た

ちの健康と安全を第一に考えて、さらに集団によ

る感染の拡大を防止するという観点から春休みま

での長期臨時休校を決定したところです。また、

この件に関して保護者からの御相談ということで

すけれども、実質、お子さんがいて、仕事との両

立でというお話は２件ほど頂いておりますけれど

も、これにつきましては、うちにつきましては臨

時休校の初日から放課後児童クラブを開設をして

いますし、それにつきましても本来４時から６時

半程度のものですけれども、朝の８時から６時半

までということで通して開設しておりますので、

その辺では対応はできるのかなというふうに判断

をしております。ただ、放課後児童クラブに登録

をしていないで、長期になるものですから、登録

はしていませんけれども、預かっていただきたい

というような要望につきましては、その要望があ

ればこちらのほうとしても受け入れる方向で検討

は今後も進めていきたいというか、そのような対

応を取っていきたいというふうには考えてござい

ます。

また、給食用食材納入業者への対応ですけれど

も、先ほど答弁させていただきましたけれども、

実質３月２日より供給を停止しておりますが、給

食が停止したことで直接食材の納入業者に対して

市としての具体的な支援策というのは今持ち合わ

せてございませんけれども、先ほどのとおり、国

等で何らかの経済支援策を打ち出すというか、そ

の方向性だということですので、その推移を見て、

見極めていきたいなというふうに思っております。

また、働いていただいている方々については、当

然休業補償ということで考えていきたいというふ

うに思っておりますので、その辺の対応はさせて

いただければというふうに考えてございます。不

利益にならないような形を作っていきたいという

ふうに考えております。

今後の対応についてですけれども、逐次保護者

等への周知につきましては教育委員会、さらに各

学校等から発出をさせていただいているところで

ございます。これからも卒業式等いろいろな行事

ございます。それについては、各学校の判断にも

なりますけれども、感染対策等十分した中で執り

行っていただくようなことで今後も各学校と連絡、

調整しながら進めていきたいと思います。これか

らまた分散登校等も実際進んでいくのかなという

ふうに考えていますので、その辺も十分見ながら、

子供たちの健康と安全をまずは第一に考えていき

たいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私のほうから市

内経済の影響ということで、まずはピヤシリスキ

ー場の休止についてですけれども、市の施設が臨

時休館となったときにピヤシリスキー場に関しま

してはスキーロッジがその対象となりましたこと

から、利用者に対して十分なサービスができない

というふうに判断をいたしまして、スキー場につ

いても同じ期間休止することといたしました。振

興公社といたしましては、北海道赤十字パトロー

ル競技大会ですとかジュニアオリンピックですと

か、そういった大きな集客を見込める大会などが

休止となりまして、大変厳しい状況で、私どもと

してもこの振興公社としましても一日でも長く営

業を続けたいところではございましたが、不測の

事態、あるいは健康被害を最小限にとどめるとい

った観点からやむを得ない処置だったと考えてい

るところでございます。また、なよろ温泉サンピ

ラーにつきましては通常営業しておりますので、

宿泊、レストラン、日帰り入浴、こういったお客

様に対して誠心誠意サービスに努めているところ

でございます。

それから、経済対策の支援策についてでござい

ますが、先ほど東川議員の質問に答弁させていた

だきましたけれども、私どもで市独自の融資制度

を検討し、実施に向けて作業を進めているところ

でございますが、市内の中小企業、小規模事業者
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の皆様にとって負担ができるだけ少なく、そして

簡素な手続で迅速に対応できるというものとして

この制度を創設しようとしているものでございま

す。一方で、雇用のことでの御質問ありましたけ

れども、これも先ほど東川議員の質問に御答弁さ

せていただきました保護者の休暇取得制度のほか

にも厚生労働省のほうで雇用調整助成金の特例措

置もございます。これは、経済上の理由により事

業活動の縮小を余儀なくされた事業主が労働者に

対して一時的に休業などをして労働者の雇用の維

持を図った場合に休業手当、賃金などの一部を助

成するというもので、北海道が自治体が緊急事態

宣言を出して活動の自粛を要請している地域に指

定されておりますので、この助成率が５分の４ま

で中小企業に対してはかさ上げされております。

こういったこともありますので、こういった利用

について私ども情報を入手し次第皆様に周知を図

っていきたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 小中学校の休校の問

題なのですが、全国探してみるといろんなところ

が出てまいります。校内を開放して児童を預かる

小学校だとか、また要請を受けて休校したけれど

も、それを撤回して、通常どおり授業を実施する

ことを決めた自治体も栃木県のほうでは出ている

というふうに言われています。栃木県のほうで出

されたところの教育委員会の担当の方は、子供の

安全を確保し、健康を維持、向上させることがま

ちの仕事だというふうに話されているところで、

近隣で感染者が出た場合はもちろんすぐに休校に

するというふうにはしていますけれども、現段階

では通常授業を行ったほうがよいとそこの自治体

で判断をしたというふうなことも出されていると

ころであります。ですから、先ほども申し上げた

ように、やはり一律で要請があって、一律に休校

ではなくて、自治体、自治体でその状況を把握し

ながら取り組んでいく。先ほども申し上げたよう

に、やはり児童生徒の声はもちろんのこと、保護

者や、また現場で頑張っている先生方の声にしっ

かり耳を傾けていただきたい、そのことを重ねて

お願いをするところであります。

心配の相談が２件ほどだったというお話があり

ました。私といろいろお話しする人は大体年配の

方で、お孫さんを見ている人が多いのですけれど

も、やっぱり自分がお孫さんを見ているうちはい

いのだけれども、そういうふうなおじいちゃん、

おばあちゃんがすぐそばにいない子供たち、どう

やっているのかな、心配で心配で人ごとでない、

そのことが本当に伝わってきます。学校からはい

ろいろ外に出てはいけない等々言われているわけ

ですから、おうちの中で何をしているのかな、人

ごとではない、そんな心配の声が聞かれていると

ころであります。先ほど児童クラブの対応も御報

告がありました。ある学童保育に関わっている方

からもお聞きをしたところ、やっぱり心配と不安

の声があります。できる限りのことやりたい、子

供たちのためにできる限りのことはしたいのだ。

消毒はもちろん、検温もきちっとやり、そして勉

強するときでも近くならないように机を離して、

おやつも袋、個々に入ったおやつ、それぞれ持っ

てきているものもあるのですけれども、用意して

いるものもある。それも離れ離れになるようにし

て、なるだけ感染しないように、こういった努力

をされている方々もいらっしゃいます。こうした

方々への支援も私は必要ではないかなというふう

に思っているのですが、その点についてのお考え

をお聞かせをいただきたいと思います。

あと、市内経済への影響の点についてでありま

す。ピヤシリスキー場の休止についてなのですが、

２月に入ってから大会がそれぞれたくさん中止に

なって、本当に、先ほども言いましたように、善

意の市民の方から心配の声が聞かれるところであ

ります。本当に心配なのです。そういった中で、

今温泉、またレストランは通常の営業となってい

るということであります。先ほど山崎議員とのや
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り取りでクロスカントリーコースは開放されてい

るというと、ピヤシリスキー場、リフトだからか

なといったり、いろんな不安といいますか、不審

な声も出てくるところであります。どうして休止

にしてしまったのだろうか、これだけ大変なとき

に、経済的に。そういったところでやはりきちっ

と説明する必要があるのではないかなというふう

に思うのですが、再度お考えをお聞かせいただき

たいと思います。

それから、先ほど事業所、また小さな飲食店等

々含めて、理美容店なんかも本当に大変な思いを

されているところです。御説明があったように、

負担が少なくて、そして簡潔、簡単な手続で済め

るような、そういう融資制度をしていくというふ

うにおっしゃっていました。また、国の雇用調整

助成金もありますけれども、これを多くの皆さん

にお知らせしていくことが必要だというふうに思

うのです。そのお知らせする、今早くお知らせし

ていきたいということでしたけれども、どういっ

た丁寧なお知らせをしていこうとされているのか、

その点についてもう一度お聞かせをいただきたい

と思います。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 保護者の皆さんのや

っぱり一番心配なところは、例えば仕事をしなが

ら子供たちをどう学習させるのかと、家にそのま

ま置いていっていいのかというようなことだと思

うのですけれども、まず先ほど申しましたとおり、

放課後児童クラブにつきましては休校初日から開

校しているということで、５か所のうち今大体２

０％から３０％程度の預かり状況なのです。当初

児童クラブに登録していない方でもやはりなかな

か預けるところがないということで、臨時に預か

らなければならない児童も出てくるのではないか

ということを想定しまして、５つの施設でもしオ

ーバーフローした場合は第２段階として児童セン

ターを開所して、対応しようと。それでもまだオ

ーバーフローするようでしたら、各学校にお願い

をしながら受入れ態勢を確保していこうというこ

とで、対策本部の会議の中でも検討させていただ

いております。その中では、見ていただく方が必

要になりますので、例えば各学校に配置をさせて

いただいております特別支援学習支援員の方に、

強制ではないのですけれども、お願いをしたり、

それでもなお足りなかった場合につきましては学

校の先生にも協力をお願いしながらというような

ことで、第２、第３のステージを検討しながら進

めてきているという状況もございます。

それと、休業の期間設定についての各自治体の

判断ということでございますけれども、今回の新

型コロナウイルスについては子供を通して高齢者

に感染するというケースがあるということもあり

ましたので、やはり学校を閉校にするのが一番い

い戦術と言ったら変ですけれども、ことなのかな

というふうな判断をさせていただきました。ただ、

自治体判断ということですから、１点申し上げた

いと思うのですけれども、昨日の東中学校の卒業

式ですけれども、実は道からの要請では保護者の

参加は取りやめていただきたいというような要請

が来ましたけれども、名寄市としては独自に、卒

業式というのはやはり保護者にとってもすごく重

大なステージですから、名寄では参加をする、東

中では参加をさせるというような形で、これにつ

いても自治体判断ということで進めておりますの

で、いろいろケース・バイ・ケース、今後ともい

ろんな様々な、何せこんなに長期の臨時休業とい

うのが初めてですから、どんなようなことが起き

てくるかというのも正直未知なところもございま

すけれども、いろんな対応を模索しながら進めて

いきたいというふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 今部長のほうから教育

委員会の主体性ということで一部東中学校の卒業

式の在り方についてお話を申し上げたところでご

ざいます。やはり卒業式の在り方については、保

護者の皆さんと、それから学校の教員の先生方の
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意向は十分に酌み取って、教育委員会として対応

していかなければならないという判断に基づきま

して、道教委の指示とはちょっと違いますけれど

も、それを取りやめて、対応させていただいたと

ころでございます。今後も、分散、会の在り方に

ついてと一回方針ちらっと出たのですけれども、

またちょっとへこみましたので、ただこれから分

散登校については道教委のほうから通知が来ると

思いますが、その通知は受けますけれども、あく

までも名寄の子供たちの状況を踏まえて、それと

学校と保護者の意見、これを十分伺いながら適切

に対応していきたいと思います。まだまだ子供た

ちの休業期間が大きく延びていくのでないかなと

思いますけれども、今後の新型コロナウイルス感

染に対する対応については今後も、世界的な状況

もありますので、いろんな状況の変化に応じてこ

れからも道からはもちろんですが、国からも通知

でありますとか事務連絡がかなり入ってくるので

ないかなと、そんな押さえをしているところでご

ざいます。先ほども申し上げましたけれども、道

教委の通知は国等の事務連絡等を含めて尊重はし

ていきたいと思いますけれども、あくまでも名寄

市が主体性でございますので、ここをしっかりと

踏まえながら、市の対策本部会議ともしっかりと

連携を深めながら対応してまいりたいと思います

ので、御理解いただきたいと。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） ２点についてお話を

させていただきたいと思います。

１つはピヤシリスキー場の休止について、理由

については先ほど市長のほうから説明させていた

だきましたので、そういった理由についても善意

で心配される方等にしっかりと説明する必要があ

るのではないかということだというふうに思いま

す。まず、善意のお気持ちで心配いただけること

については大変ありがたいと思いますので、お礼

を申し上げたいというふうに思います。今回は感

染の拡大を防止するという観点からまずは施設の

開閉について、そこの判断を優先して進めたとい

うことです。ホームページ、あるいはマスコミの

皆さんの御協力をいただきながら周知をさせてい

ただいたということで、それを判断するのは、先

ほどの答弁で言いましたけれども、個別の施設を

挙げながら、これは本当に開けて大丈夫なのか、

これはどうなのだという議論を対策本部の中でし

っかりとしながら判断をしたということでありま

す。ただ、まずはそこを皆さんにお知らせすると

いうことで、なぜ個別の施設の開ける、開けない

の判断をしたかについての丁寧な説明は確かに不

足していた分はあったのかもしれませんので、こ

こについては一つずつ説明するということはでき

ませんけれども、皆さんからお尋ねがあったとき

については、それぞれの所管を通じながら丁寧な

対応をさせていただきたいと思いますので、ぜひ

御理解いただければと思います。

もう一点の経済対策の関係について、対策につ

いては先ほど市長のほうから説明させていただき

ましたので、内容については一定の御理解をいた

だけたかと思いますけれども、ここについてもし

っかりとしたアナウンスが必要だろうということ

で、特に事業所の方については一定のルートがあ

るのかもしれませんけれども、休業される、いわ

ゆる働く方たちについては個別の対応になります

ので、そこも含めてしっかりと情報提供してくだ

さいということですので、私どもそこはしっかり

と受け止めたいと思います。現状の中でも経済対

策については経済団体、いわゆる商工会議所であ

ったり、商工会のほうでそれぞれ、商工会議所は

ホームページの中で紹介もしていますし、窓口を

設けて相談等に応じるようになっています。ここ

については必ずしも事業者ということだけでなく

て、個別の従業員の方についても相談は受け付け

ると思いますし、私どものほうでも市のホームペ

ージを活用しながら、今国、あるいは道から出て

いる情報については周知をさせていただいている

ということであります。少しタイミングはどうか
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というのはありますけれども、４月号の広報にも、

詳しくは説明できませんけれども、こういう対策

はあるのだということについては周知をさせてい

ただきたいというふうに思っています。また、市

独自の融資の関係等については、これの制度設計

に当たって各金融機関、これは私どものほうで商

工会議所、商工会も一緒に回らさせていただいて、

協力求めたところであります。金融機関の皆さん

からは金利の配慮もいただきましたし、この制度

については他の制度と併せてしっかりとアナウン

スをしたいというところもいただきましたので、

それぞれの団体、役割の下に取り組んでいきたい

と思いますので、よろしくお願いしたいというふ

うに思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） それぞれ御丁寧な御

答弁を頂きました。教育委員会のほうも２段、３

段の構えで対策を練っている、また名寄市独自と

して、名寄市教育委員会として独自の判断をされ

て、東中学校の対応をされた、このことを聞いた

だけでも心配されている保護者の皆さん方、私は

市民の皆さん方、胸をなで下ろしているというふ

うに思います。コロナ、感染だけが心配なのでは

なくて、やはりそれにまつわる子供たちの対応、

また市民の皆さんへの対応が不安や心配を大きく

しているというふうに思います。その大きなとこ

ろを解決のために御尽力いただいているというこ

とに敬意を申し上げたいと思います。また、経済

問題でも、今臼田部長からもお話がありましたけ

れども、やっぱり一つ一つ対応に対して市民の皆

さんに伝わるようにしていただくというところが

本当に必要な、このときだからこそ、日常的にも

そうなのですけれども、こういうときだからこそ

特に皆さん方本当に大変な思いをされて取り組ん

でいらっしゃることは重々承知しながらも、皆さ

んの不安を解消するために求めなければならない

ということでありますので、ぜひとも引き続き丁

寧な対応に努めていただくことを心からお願いし

て、終わりたいと思います。ありがとうございま

す。

〇議長（東 千春議員） 以上で川村幸栄議員の

緊急質問を終わります。

以上で緊急質問を終結いたします。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議事の都合により、明日３月１０日から３月１

９日までの１０日間を休会とし、３月２０日は祝

日でありますが、本会議を開催することにしたい

と思いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、明日３月１０日から３月１９日までの

１０日間を休会とし、３月２０日は祝日でありま

すが、本会議を開催することに決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） ここで一言申し上げま

す。

世界的な広がりを見せる新型コロナウイルスは、

目に見えないものとの闘いで、どのような取組が

明確な正解であるかは分からない中で感染拡大を

防ぐために今定例会の日程や手法について協議を

重ね、北海道の緊急事態宣言の日程に合わせた名

寄市に足並みをそろえ、議事日程の変更とそれに

伴い議場での代表質問と一般質問は行わず、通告

に対する答弁を書面でのやり取りとして、この概

要を議会報にて市民の皆さんにお知らせすること

とさせていただきました。また、名寄市では今年

度中の経済対策を検討しており、緊急事態宣言期

間明けの２０日に議会を開会し、補正予算を審議

し、議決を見ることができれば即時の対応から市

内経済の打撃を少しでも緩和できるよう進める考

えであります。これまで経験したことのない議会

対応といたしましたが、今は名寄市、名寄市議会、

そして市民が協力し合いながら、市内からは感染

者を出したくない、そしてこのことによる経済損
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失により倒産や廃業に至る事業所がないよう難局

を乗り越えたいと考えていますので、皆様には御

理解をいただきますようお願いを申し上げたいと

思います。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午前１１時５９分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 山 崎 真由美

署名議員 五十嵐 千 絵

令和２年３月９日（月曜日）第１回３月定例会・第２号
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令 和 ２ 年 第 １ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和２年３月２０日（金曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第２７号 令和元年度名寄市一般

会計補正予算（第１０号）

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第２７号 令和元年度名寄市一般

会計補正予算（第１０号）

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 渡 辺 敏 史

書 記 開 発 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 中 村 勝 己 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 天 野 信 二 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
渡 辺 博 史 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

８番 遠 藤 隆 男 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） ここで、加藤市長より

発言を求められておりますので、これを許します。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） ただいま議長から発言の

機会のお許しを頂きましたことに感謝を申し上げ

ます。

初めに、新型コロナウイルス感染症に対する本

市の対応につきまして報告をいたします。去る２

月２５日に名寄市感染症危機管理対策本部を設置

をいたしまして、これまで７回の会議を開催をい

たしまして、国や北海道の取組、感染の状況の推

移を見ながら具体的な感染予防対策に取り組んで

まいりました。このたびの新型コロナウイルスに

より市民のウイルス感染に対する不安、不要不急

の外出自粛や学校の休校などによる生活リズムへ

の影響、多くの業種への経済的な影響などが出て

おります。市といたしましては、継続して感染予

防対策に力を注ぐとともに、様々な影響に対する

対策を講じてまいります。市民の皆様が日常の活

動を徐々に取り戻していくために公共施設の臨時

休館の一部解除や学校での分散登校などに取り組

んでおります。また、経済への支援策も重要であ

りまして、大きな影響を受けております企業や事

業所、飲食店など、この苦難を乗り切るために関

係する団体などの皆様と連携をし、市といたしま

しても独自の効果的な支援策を実施してまいりま

す。新型コロナウイルスはいつ終息するか全く見

通せない状況にございますが、市民の健康や経済

を守るために全ての皆様と協力し合いながら対応

をしてまいります。

次に、去る２月２５日に行いました令和２年度

市政執行方針及び令和２年度予算の提案理由説明

につきまして病院事業会計の総額数値に誤りがご

ざいましたので、次のとおり訂正をさせていただ

きます。初めに、市政執行方針の令和２年度の予

算編成につきまして、企業会計予算は１５９億

０９４万 ０００円、全会計の総額では４５４億

７９９万 ０００円と御報告をしたところでご

ざいますが、企業会計予算は１５９億 ５２５万

０００円、全会計の総額では４５４億 ２３０

万 ０００円の誤りでございました。

次に、令和２年度の予算に係る議案第１７号か

ら２５号までの提案理由説明におきまして、病院

事業会計は前年度比 １％増の１２３億 ８００

万 ０００円、令和２年度全会計の予算総額が４

５４億 ７９９万 ０００円と御説明をしたとこ

ろでございますが、病院事業会計では前年度比

２％増の１２４億２３１万 ０００円、令和２年

度全会計予算総額が４５４億 ２３０万 ０００

円の誤りでございました。おわびをし、訂正をさ

せていただきます。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ 議案第２７

号 令和元年度名寄市一般会計補正予算（第１０

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２７号 令和元年

度名寄市一般会計補正予算につきまして、提案の

理由を申し上げます。

今回の補正は、新型コロナウイルス感染症に係

る緊急対策などが主なものでありまして、歳入歳

出それぞれ ０００万円を追加し、予算総額を２

０３億 １２３万 ０００円にしようとするもの
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でございます。

補正の概要を歳出から申し上げます。４款衛生

費におきまして感染症対策事業費３０万円の追加

は、新型コロナウイルス感染症対策に係る消毒用

資材の購入経費を追加しようとするものでござい

ます。

７款商工費におきまして新型コロナウイルス感

染症により経営に影響を受けている市内中小企業

者の経営安定を図るため、中小企業金融保証料補

助金７４２万 ０００円及び中小企業特別融資預

託金 ０００万円を追加しようとするものでござ

います。

同じく７款商工費におきましてなよろ温泉整備

事業費２３万 ０００円の追加は、なよろ温泉サ

ンピラーの浄化槽の原水ポンプが故障をし、緊急

的な修繕が必要となったため、予算を追加しよう

とするものでございます。

１２款公債費におきまして決算の見込みにより

長期債償還利子を７９５万 ０００円減額しよう

とするものでございます。

次に、歳入について申し上げます。２２款諸収

入におきまして中小企業特別融資預託金元金収入

として ０００万円を追加しようとするものでご

ざいます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

倉澤宏議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 御指名をいただきまし

たので、何点か御確認をさせていただきたいと思

います。

議案第２７号、４ページ、５ページ、７款１項

１目商工費、商工業振興費について御質問させて

いただきたいというふうに思います。初めに、中

小企業特別融資預託金に関してでございます。こ

の融資制度の内容、さきに行われた各会派代表者

会議において既存の融資制度の要綱を改正して執

り行うといった説明があったところですけれども、

ホームページをちょっと確認したところ、新たな

要綱が制定されて、運用を行っているといった状

況が確認できたところでございます。これについ

ては、経済建設常任委員会でも説明があったのか

もしれないですけれども、前段、名寄市のホーム

ページに関して御確認をさせていただきたいとい

うふうに思いますけれども、ホームページに新型

コロナウイルス関連ページ、同ウイルス感染症に

関わる経済支援策ページにリンクされていた新型

コロナウイルス感染症対応、対策、これどちらが

正しいのか分からないですけれども、緊急資金に

関する要綱というリンクが貼られていましたけれ

ども、これ昨日夕方ちょっと確認させていただく

と、ページが更新されていて、この要綱、開けな

くなっておりました。これちょっと私今日の質疑

の準備をするために要綱を改めて確認しようと思

ったところ、ページが更新され、更新された理由

も記載されておらず、そこのリンクは新型コロナ

ウイルス感染症対策緊急資金に関する概要という

ものに変わっておりましたけれども、これ変えた

意図、また目的、誰の指示で変えたのか、副市長

等これ御存じだったのかどうなのかちょっと御確

認をしたいというふうに思います。この関係では、

質疑予定していた部分変えなければいけないので、

ちょっと先に御説明をいただきたいというふうに

思います。

補正予算の関係に入らせていただきますけれど

も、報道では既にこの特別融資制度に関しては運

用されているといった報道がございました。日本

政策金融公庫においても実質無利子、無担保、ま

た都道府県においても制度融資、貸付けを新たに

実施していると。名寄市においては、国や道の制

度を補完するといった意味合いで本制度融資を創

設したというふうに考えておりますけれども、こ

の制度融資、創設した具体的な部分での事業者に

対するインセンティブ等お考えがあれば、お知ら

せをいただきたいというふうに思います。
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続きまして、今運用開始して１週間程度たった

のかなというふうに思いますけれども、現時点に

おいて各金融機関で取扱いを行い、融資を実行し

た件数、直近で分かればお知らせをいただきたい

というふうに思います。

あと、補正予算の金額についてですけれども、

保証料の補助金について、算出根拠は別として、

こちらについては今年度中に融資が実行され、申

請があれば２分の１の補給ということで、今年度

予算での執行というところは一定程度理解ができ

るところですけれども、預託金に関して本定例会

初日に提案された補正予算で同事業費、不用額調

整として１億 ４１０万円減額補正を行っており

ます。そのうち中小企業特別融資預託金について

は ９００万円の減額補正をしていることを踏ま

えて、この期間に若干情勢が変わってきていると

いうところもありましたけれども、今回新たに

０００万円を増額補正する必要性、ここ私なかな

か理解できないところあるので、ちょっと御説明

をいただきたいというふうに思っております。

あと、ちょっと補正予算から外れますけれども、

資金繰り施策として決算書で、信用保険法第２条

第５項第４号でいわゆるセーフティーネット保証、

４号についても一般枠とは別枠で最大 ８億円の

債務保証、併せてセーフティーネット５号につい

てもそれぞれ地域や業種等を拡大して適用すると

いうこととしておりますけれども、対象中小企業

者の認定は市町村が行うということになっており

ますけれども、今回の感染症に係るこれまでの認

定件数、お分かりになればお知らせをいただきた

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 何点か御質問頂きま

したけれども、私のほうからは最初に頂いた部分

と、それと４点目のところについて、補正の関係

についてお答えをさせていただきたいと思います。

まず、今回の特別融資の関係であります。当初

は既存の要綱を改正しながら対応を進めたいとい

う考え方しておりましたけれども、緊急的かつ臨

時的な措置でもあるということから、これ法制と

も相談の上、新しい要綱でスタートさせるほうが

適切だろうということから、新しい要綱で対応さ

せていただいたということがあります。ここにつ

いては、当初３月１３日からスタートをさせたい

ということで、３月１３日にこの新しい要綱の公

布というのを予定しておりましたけれども、ここ

については本来の形であります今日の補正議決を

いただきまして、速やかに公布の手続をさせてい

ただきたいというふうに考えております。ただし、

この対応については速やかな対応が必要というこ

とでありますので、内部決裁を済ませまして、３

月１３日から事前行為として相談、あるいは申請

行為について受け付けると。さらには、その期間

についても新要綱の適用をするという内容で進め

させていただいたということであります。この事

前準備を進めていただくに当たっては、当然その

事業の趣旨ですとか内容ですとか手続について周

知をする必要があったことから、ホームページを

一つの媒体として活用させていただいたと。ここ

については、できるだけ詳細な内容をお知らせし

たいということもありましたので、要綱形式で掲

載をしたものでありますけれども、ここについて

はより慎重な取扱いが望ましかったというふうに

私ども考えておりまして、改めてホームページを

確認させていただきまして、私の指示の下に新た

な形で、今現在は制度に対する考え方ということ

で、概要ということで表させていただいておりま

すけれども、要綱形式から異なる形で内容が伝わ

るものを今お示しをさせていただいたということ

で御理解をいただければと思います。

それと、もう一点の補正の関係についてであり

ます。先ほど議員からお話がありましたように、

今定例会初日、２月２５日に補正予算の議決をい

ただきまして、中小企業運転等融資事業費、予算

科目でいいますと節で貸付金となりますけれども、

当初予算額５億 ９００万円から今後の執行まで
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に備えた額を除きまして１億 ４１０万円を補正

し、減額をさせていただいたところであります。

減額の内訳についてでありますけれども、中小企

業特別融資のうち運転資金で先ほどお話がありま

した ９００万円、同じく中小企業の特別融資の

うち設備資金については据置きです。ゼロという

ことでした。さらには、新規開業資金のうち運転

資金で ５５０万円、同じく新規開業資金のうち

設備資金で ９６０万円、これら合わせての１億

４１０万円の減額をさせていただいたところで

あります。この減額補正でありますけれども、補

正予算の編成上のスケジュールと申しますか、そ

の作業上今回の新型コロナウイルスの影響を見込

むことは極めて困難であったということで、この

減額をさせていただいたものであります。また、

今回の新たなコロナウイルスの対応としての融資

につきましては、臨時的な措置でありますことか

ら、新たな要綱で運用するものでありまして、今

回の増額の補正を提案させていただいたというこ

とでありますので、御理解いただければと思いま

す。

以上でございます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私から残る３点

だったと思いますが、御説明させていただきます。

まず、国のほうでも無利子、無担保ですとか、

そういった融資がある中で、市のほうで新たに創

設するインセンティブといった御質問だったと思

います。私どもとしては、今回のこの新型コロナ

ウイルス感染症による影響を受けた市内中小企業

者の皆さんの資金繰りを支援する新たな融資制度

を創設いたしましたが、国のほうもその対策を矢

継ぎ早に緩和、拡充してございます。市におきま

しても、まず先ほど議員御指摘の国のほう、ある

いは日本政策金融公庫の実質無利子、無担保の制

度につきましては、この新型コロナウイルス感染

症特別貸付という制度と、それから新型コロナウ

イルスの特別利子補給制度を併用するということ

で、当初３年間を無利子とするものでございます。

本市といたしましても、市内中小企業者の資金繰

り事業により広く対応できるように国と同様の支

援内容となるように拡充することとしておりまし

て、国の制度では先ほど申し上げた特別貸付けに

ついては売上げが５％減少した事業者を対象とし

ておりますのに対しまして、特別利子補給制度と

いうのは小規模事業者で１５％、中小企業者で２

０％の減少が要件となっております。私どもの融

資制度は、原則として最近１カ月の売上げなどが

前年同期と比較して１０％以上減少したというも

のを対象としておりますので、この入り口のとこ

ろで若干国のほうがハードルが高いかなと。逆に

言うと、私どものほうがハードルが低くなってい

るところでございます。また、手続のために国の

ほうでは日本政策金融公庫の旭川支店まで行かな

ければならないのですが、私どもの制度では身近

な取引金融機関を窓口として、簡素な手続で迅速

な融資の実行ができるということがメリットであ

りまして、より使いやすい制度だと考えておりま

す。

あと、２点目で、現時点で各金融機関のほうで

取扱いを行い、融資を実行した件数という御質問

だったと思います。昨日時点で各金融機関に確認、

問合せさせていただきましたところ、相談件数が

１５件、申込み件数は４件となってございます。

金融機関におきましては、事業者からの申込みを

受け、信用保証協会との手続を経た後に融資を実

行するということでございますので、現時点で融

資を実行したというものはありません。

最後になりますが、セーフティーネットの関係

で、このセーフティーネットについては市町村が

認定することになってございますけれども、今回

の感染症に係るこれまでの認定について本市のと

ころで認定したものは今のところまだございませ

ん。

以上でございます。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

令和２年３月２０日（金曜日）第１回３月定例会・第３号
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〇副市長（橋本正道君） 要綱につきましては、

今臼田経済部長のほうからお話ししたとおりであ

りますけれども、この告示の部分について手順が

不適切であったということは現在私のほうで報告

を受けているところであります。支援については

その要綱のホームページの改定後に私のほうにお

話がありましたので、今の話のとおりであります。

改めて不適切な手順ありましたことにつきまして

おわびを申し上げます。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 今副市長からも御説明

いただきましたホームページの掲載の関係ですけ

れども、私今回の質疑させていただくに当たって、

円滑に質疑が進むようにちょっと昨日各関連の部

課長のところに内容の確認と質疑の項目をお届け

に回って歩かせていただきました。その前の部分

では、ホームページの要綱、記載されていたので

すけれども、回り終わって、夕方自宅に戻って、

ホームページ確認したところ、その掲載がなくな

っているといった状況が確認され、これ今回私が

事前に回った部分で内容を書き換えて、要綱がも

う見られなくなったといったことを意図的に行っ

たといえばこれかなり問題だと思うのですけれど

も、今後各議員の皆さんが総括、代表、一般質問

を行うに当たって事前通告、聞き取り等行う際に

こうしたような操作が行われるといった部分がも

し今後もあるということになれば、きちっとした

議論ができないような危険性があるのではないか

というふうに思っていますけれども、そちらにつ

いてもう一回お考え、お願いをしたいと思います。

国の融資制度、道の融資制度に係るインセンテ

ィブの部分については、理解をさせていただきま

した。まして今融資が、名寄の新しい制度融資の

相談件数１５件、申込み４件ということで、こち

らについても内容確認させていただきましたけれ

ども、私も市内の金融機関、融資担当者のほう回

らせてもらって、現状も確認してきているところ

でありますけれども、今やはり借入れの関係、か

なり保証協会のほう、立て込んでおりまして、な

かなか保証が下りないといったところも現状もお

聞きしているところでもあります。今回 ０００

万円の補正予算たたき上げまして、１億円の融資

枠を確保というところで、融資の実行して、この

預託金に関しては予算の執行という形になると思

うのですけれども、これ補正上げて、今年度中に

融資が実行されないと、こちらについては ００

０万円補正上げても執行されないで、そのまま不

用額で残るといったところもあると思うのですけ

れども、そちらの見通しについて改めて御確認を

させていただきたいというふうに思います。

続きまして、セーフティーネットの関係、まだ

認定はないということで、こちらについては理解

をさせていただきましたけれども、こちら保証料

の部分併せて、金融機関の部分では１００％の債

務保証というところもありますので、制度の関係

の周知、市内事業者についてもこちら積極的に名

寄市としても周知のほう行っていただきたいとい

うふうに思っております。

あと、今回補正予算に上がっているのは融資に

係る利子補給、保証料の補給でありますけれども、

こちら直接的な支援が必要な業種があるというふ

うに考えております。例えばですけれども、固定

資産税の減免であったり、たな子として店舗借り

ている事業者の家賃補助、負担軽減につながる、

今後中小企業振興条例に基づく助成制度の創設、

また改正が必要ではないかというふうに考えてお

りますけれども、そちらについての考え方、もし

ございましたらよろしくお願いをいたします。

あと、こちらもちょっと事業者の方、金融機関

の融資の担当者からもお聞きした内容であります

けれども、融資の相談に行った事業者、既に借入

れをしている場合、借り増しとなるため、保証協

会の保証つきにならないケース、今回の融資制度

では保証つきといったところが条件としてなって

おりますけれども、併せて借換えにも対応できて

いないということもありまして、相談に行っても
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利用できない事業者があるということをお聞きし

ております。そうした事業者への対応についてど

のようにお考えなのか改めてお聞きをしたいとい

うふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 今回の要綱がホームペ

ージから消えていたという件でありますけれども、

公布前でありましたら本来案なり考えとして示す

ところで、要綱でいってしまったためにこのよう

な不手際を起こしてしまいました。このためホー

ムページから削除したということでございますけ

れども、改めてこの点についてはおわび申し上げ

ます。議会での議論を深めるということにつきま

しては、私どもも十分配慮しなければなりません

し、結果として議員に御迷惑をおかけしましたこ

とに改めておわび申し上げます。このような事例

が今後出ないように進めるとともに、改めて議会

での議論をどうしていくかにつきましては様々な

手法もあると思いますので、いろんな情報やり取

りしながら今後も進めさせていただきたいと思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 私のほうからは、今

回の制度の年度内の実行の見通しについてまず申

し上げたいというふうに思います。

先ほど室長のほうからお話あったように、既に

相当の相談があったということと実際に申請書を

出しているというのがあります。信用保証協会と

の時間がどの程度かかるのかについては混み具合

によって変わると思いますけれども、これまでは

１週間程度という話を伺っておりますので、実際

に今年度内の予算が実行されるかどうかについて

はその様子を見ないとはっきり申し上げることは

できませんけれども、ただ今年度の予算を頂いた

ことでこの１３日からの受付が可能になったとい

うことでありますので、今年度に実行になるのか、

新年度枠での実行になるかは別として、少なくて

もこの４件の申請があった、この方々については

今回の補正、あるいは制度を１３日からスタート

したことによって対応ができたということであり

ますので、制度としての効果は私どもあるという

ふうに認識をしております。

それと、もう一点でありますけれども、固定資

産の減免等について新たな追加の策がないのかと

いうことでありますけれども、ここ先般の所管の

常任委員会のほうでもお話をさせていただきまし

たけれども、第２弾の経済対策は必要だろうとい

う認識はしております。ここについては、国の動

向などもしっかりと見定めた上で、さらには実態

も把握した上でどういった対策が必要かについて

検討してまいりたいと思っておりますし、ここに

ついては当然議会の皆さんとも相談をしながら進

めなければいけない分だというふうに考えていま

すので、今後ぜひ議論を深めていきたいというふ

うに思いますので、御理解をいただければと思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私のほうからは、

まずセーフティーネットの関係では今回国のほう

でセーフティーネット保証４号とセーフティーネ

ット保証５号の認定されたものですから、発動が

されたものですから、私どものホームページの経

済対策のところでセーフティーネット保証の認定

に関する手続の申請書類などを上げさせていただ

いております。

それから、今回の融資と別に当初から融資され

ている件についてですけれども、今回私どもの新

しく創設した制度につきましては、この新型コロ

ナウイルス感染症による影響ということで、従前

のものよりも非常に有利なものになっております

ことから、考え方としてはやはり今回の事案とい

いましょうか、コロナウイルス感染症で苦しい状

況になったということで、借換えではなく、この

制度を新たに使うものについて対象とさせていた

だいたところです。保証つきのところにつきまし

ては、この制度を創設するに当たりまして各金融
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機関さんと相談させていただいたところですけれ

ども、やはり保証があったほうが、あるいはない

となかなか融資は難しいと、実行しづらいという

ところもありましたので、今回融資つきというこ

とにしておりますが、拡充をした部分で、当初保

証料の２分の１を見ることにしておりましたが、

今回拡充することで全額を見ることにさせていた

だきましたので、そこについてはそこを活用して

いただければと考えているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 借入れ、なかなかでき

ない事業者に対する部分について、第２弾での融

資制度の部分で保証料の補給の部分で対応してい

きたいというようなお話ありましたけれども、保

証料の部分よりもまず借入れができないと運転資

金が捻出できないといった事業者も現実的に出て

きているところもお聞きしておりますけれども、

今後３月よりも４月以降のほうがさらに資金繰り、

なかなか困難になってくる事業者が増えてくると

いったことが予想されますけれども、今後の資金

繰り対策、改めて借換えの対応、また保証つきの

条件、こちらの部分についての緩和も含めた対応、

お考え、対応していく部分であるのか、また市が

債務保証を行うなりのさらに踏み込んだ内容の融

資制度の取組への考え方、あるのかどうなのか改

めてお聞きをしたいというふうに思います。

国のほうでも様々な経済対策、今話が出てきて

おりますけれども、名寄市としても報道では新年

度の補正予算でプレミアム付き商品券の発行とい

うようなお考えを示されているところがあります

けれども、先ほどお話ししました中小企業への助

成制度、新たな部分での取組、なかなか単費、一

般財源での部分には限界があるというふうには認

識しております。北海道も緊急事態宣言解除しま

して、鈴木知事のお話では経済活動に、新たなス

テージに入っていくといったところの話もありま

したけれども、市の地域に、実情に合った制度、

そちらの財源といった部分の確保に向けてでも道、

国への要請について加藤市長のほうでお考えがあ

ればお伺いして、終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） まず、ありました、

全ての事業者が今回のコロナウイルス対策で拾わ

れるのかという質問だというふうに思います。こ

こについては、それぞれの事業者も様々な経営状

況にあるので、一概には申し上げることはできな

いかもしれませんけれども、今回の融資制度の中

には保証協会等の保証も必要ないという制度もあ

ります。例えばマル経資金については金利が下げ

られておりますし、ここは保証協会の担保という

のですけれども、保証協会がなくても借りられる

と。ただし、商工会議所等の指導を受けて受ける

のですよということになっています。従前の運転

資金を借りる場合と今回、私はちょっと違うのだ

ろうと思います。従前の運転資金を借りる方は、

やはり経営上何かの改善をしなければいけない。

何かの対策をしないと資金が入ってはこないので、

そこに改善が必要なのだと思うのですけれども、

今回のコロナウイルスについては内的な要因では

なくて、外的な要因で経営状況が、資金がショー

トしているということですから、これまでなかな

か運転資金の申請をしても資金実行してくれない

方でも、今回外の状況ですから、外が好転すれば

資金が回るという、収支が上がっていくというこ

とですから、ここはこれまでとは同じではなくて、

外的な要因でありますので、しっかりとした指導

を受ければ運転資金を借りることができる方も多

いのではないかなというふうに思っています。た

だ、ここについては経済団体とも意見交換、今も

頻繁にやらせてもらっていますけれども、意見交

換をしながらどんな課題があるのかについては引

き続き調査をさせていただきたいというふうに思

います。

私からは以上でいいですか。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 今後の見通しについて御
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質問ありましたけれども、まず大事なことはこの

感染症をしっかりと予防していくということ、こ

の対策をしっかり打っていくということと併せて、

本当に毀損している足元の経済をしっかりと回復

をさせていく、安心感というか、そうした対策を

やっぱり速やかに打っていくということは同時に

やっていかなければならないという非常に今難し

いかじ取りになっているなというふうに思ってお

ります。改めてこの間も国、あるいは北海道から

も矢継ぎ早にいろんな制度、政策が出てきている

中で名寄市としてできることというのをしっかり

と考えながら政策を立案させていただいたところ

であります。今回の融資制度につきましても国も

道も様々な制度融資を創設している中で、名寄市

としてできるだけ使いやすい小口のというような、

隙間を埋めるような、選択肢を広げるような施策

をということで考えているところであります。加

えて、経済諸団体とのお話合いの中で当面はやっ

ぱり飲食業は非常に厳しい現場状況に立たされて

いるということも含めた対策の考え方もお示しさ

せていただきましたが、今後も全体が見えてくる

中で新たな施策も打つ必要がありましたら、そこ

は検討していきたいというふうに思いますが、国

のほうもかなり大きな対策もこれからも打たれる

のではないかという予測もありますので、そこも

しっかりと見極めながら、市としてはそれをまた

補完していくところでしっかりとやっていくと、

そういうスタンスで今後も国や道の動きを注視し

ながらできる対策をしっかりと取っていきたいと

いうふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 塩田昌彦議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） ただいまの倉澤議員

の質問に対しての答弁に対して若干触れさせてい

ただきますけれども、先ほど臼田部長のほうから

の答弁で、中小企業と小規模事業者というのは当

然対応違うわけです。小規模事業者に関わる部分

でいうと、マル経の対応があるというのは理解し

ています。しかしながら、中小企業に枠が広がる

ということになると、保証というリスクが出てき

ます。保証を受けられなければ融資も受けられな

いという実態があるわけですから、そこのことに

ついてはしっかりとした名寄市の、要するに企業、

そして働く人を守っていくという観点に立って考

えていけば、名寄市独自のしっかりとした対策が

必要なのではないかなというふうには思っていま

す。私も経済建設常任委員会の中でいろいろ質疑

もさせていただきましたけれども、なかなか厳し

いところはあるのかもしれません。倉澤議員の質

問の中にも債務保証という、そういうふうなとこ

ろにも少し切り込んでいくような、そういう対策、

必要なのではないかというふうに御質問があった

かなというふうに思っています。それらも含めて、

やはり今回は異常と言われるような状況でありま

すから、しっかりとした対策を講じていただきた

いというお願いなのですけれども、この受け止め

方がちょっと違うかなというふうに先ほどの答弁

から私自身思うものですから、再度、中小企業全

体の枠ではなく、小規模事業者というところは確

かに国の制度としては有利な制度はあります。し

かしながら、厳しいのは実態でありますから、そ

こら辺についてどのようにお考えなのか再度お聞

きをしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 先ほどの答弁のとこ

ろで御意見を頂きました。融資制度の一つとして

マル経のところのお話をさせていただきまして、

ここについては私確かに中小企業と申しましたけ

れども、対象については小規模事業者でありまし

たので、ここについては訂正をさせていただきた

いというふうに思います。

また、さらなる支援が必要ではないかというこ

とでありますけれども、ここ先ほどの答弁の域を

超えないかもしれませんけれども、経済団体等と

しっかりと意見交換をしながら、実態も把握しな

がら引き続き検討させていただきたいと考えてお

りますので、御理解をいただければと思います。
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〇議長（東 千春議員） 他に質疑はございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２７号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２７号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議事の都合により、明日３月２１日から３月２

４日までの４日間を休会としたいと思いますが、

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、明日３月２１日から３月２４日までの

４日間を休会とすることに決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午前１０時４２分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 遠 藤 隆 男

署名議員 高 橋 伸 典
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令 和 ２ 年 第 １ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和２年３月２５日（水曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第１７号 令和２年度名寄市一般

会計予算（予算審査特別委員長報告）

議案第１８号 令和２年度名寄市国民

健康保険特別会計予算（予算審査特別

委員長報告）

議案第１９号 令和２年度名寄市介護

保険特別会計予算（予算審査特別委員

長報告）

議案第２０号 令和２年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算（予算審査

特別委員長報告）

議案第２１号 令和２年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算（予算審査特

別委員長報告）

議案第２２号 令和２年度名寄市立大

学特別会計予算（予算審査特別委員長

報告）

議案第２３号 令和２年度名寄市病院

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２４号 令和２年度名寄市水道

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２５号 令和２年度名寄市下水

道事業会計予算（予算審査特別委員長

報告）

日程第３ 議案第２８号 名寄市債権管理条例の

制定について

日程第４ 議案第２９号 令和元年度名寄市一般

会計補正予算（第１１号）

１．追加議事日程

追加日程第１ 議案第３０号 令和２年度名寄市

一般会計補正予算（第１号）

日程第５ 意見書案第１号 新たな過疎対策法の

制定に関する意見書

意見書案第２号 温暖化へのさらなる

対策を求める意見書

意見書案第３号 新型コロナウイルス

感染症の早期終息及び経済対策の強化

を求める意見書

日程第６ 報告第２号 例月現金出納検査報告、

定期監査報告等について

日程第７ 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第１７号 令和２年度名寄市一般

会計予算（予算審査特別委員長報告）

議案第１８号 令和２年度名寄市国民

健康保険特別会計予算（予算審査特別

委員長報告）

議案第１９号 令和２年度名寄市介護

保険特別会計予算（予算審査特別委員

長報告）

議案第２０号 令和２年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算（予算審査

特別委員長報告）

議案第２１号 令和２年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算（予算審査特

別委員長報告）

議案第２２号 令和２年度名寄市立大

学特別会計予算（予算審査特別委員長

報告）
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議案第２３号 令和２年度名寄市病院

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２４号 令和２年度名寄市水道

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２５号 令和２年度名寄市下水

道事業会計予算（予算審査特別委員長

報告）

日程第３ 議案第２８号 名寄市債権管理条例の

制定について

日程第４ 議案第２９号 令和元年度名寄市一般

会計補正予算（第１１号）

追加日程第１ 議案第３０号 令和２年度名寄市

一般会計補正予算（第１号）

日程第５ 意見書案第１号 新たな過疎対策法の

制定に関する意見書

意見書案第２号 温暖化へのさらなる

対策を求める意見書

意見書案第３号 新型コロナウイルス

感染症の早期終息及び経済対策の強化

を求める意見書

日程第６ 報告第２号 例月現金出納検査報告、

定期監査報告等について

日程第７ 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 渡 辺 敏 史

書 記 開 発 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 中 村 勝 己 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

９番 清 水 一 夫 議員

１２番 高 野 美枝子 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ 議案第１７

号 令和２年度名寄市一般会計予算、議案第１８

号 令和２年度名寄市国民健康保険特別会計予算、

議案第１９号 令和２年度名寄市介護保険特別会

計予算、議案第２０号 令和２年度名寄市食肉セ

ンター事業特別会計予算、議案第２１号 令和２

年度名寄市後期高齢者医療特別会計予算、議案第

２２号 令和２年度名寄市立大学特別会計予算、

議案第２３号 令和２年度名寄市病院事業会計予

算、議案第２４号 令和２年度名寄市水道事業会

計予算、議案第２５号 令和２年度名寄市下水道

事業会計予算、以上９件を一括議題といたします。

付託いたしました委員会の審査の経過及び結果

の報告を求めます。

予算審査特別委員会、山田典幸委員長。

〇予算審査特別委員長（山田典幸議員） おはよ

うございます。ただいま議長より御指名をいただ

きましたので、今定例会において予算審査特別委

員会に付託されました議案第１７号 令和２年度

名寄市一般会計予算及び議案第１８号から議案第

２５号までの各特別会計予算並びに各企業会計予

算の９件につきまして、委員会における審査の経

過と結果について御報告申し上げます。

第１回委員会は、２月２５日に開会し、直ちに

正副委員長互選を行い、委員長に私山田が、副委

員長に山崎真由美委員がそれぞれ選任をされまし

た。

第２回委員会は、３月２３日に開会し、審査日

程を３月２３日、２４日の２日間と定め、実質審

査に入りました。

審査期間中は、加藤市長をはじめとする関係す

る職員の出席を求め、それぞれ説明並びに御答弁

をいただき、慎重に審査を行いました。

その経過につきまして、詳細に報告をすべきと

ころでございますが、当委員会は全議員をもって

構成された委員会でございますので、これを省略

させていただき、審査の結果のみ御報告を申し上

げます。

議案第１７号 令和２年度名寄市一般会計予算、

議案第１８号 令和２年度名寄市国民健康保険特

別会計予算、議案第２１号 令和２年度名寄市後

期高齢者医療特別会計予算につきましては、採決

の結果、賛成多数で原案のとおり可決すべきもの

と決定いたしました。

また、議案第１９号及び２０号、議案第２２号

から２５号までの令和２年度各特別会計予算並び

に各企業会計予算６件につきましては、全会一致

で原案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。

以上を申し上げまして、簡単ではございますが、

委員会の審査結果の御報告とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） ただいま予算審査特別

委員会委員長より報告のありました議案第１７号

外８件については、全議員をもって構成されまし

た特別委員会で審査をしておりますので、この際

質疑を省略し、直ちに採決を行います。

議案第１７号 令和２年度名寄市一般会計予算

について委員長報告のとおり決定することに賛成

の議員の起立を求めます。

（起立多数）

〇議長（東 千春議員） 起立多数であります。

よって、議案第１７号は委員長報告のとおり可

決されました。

お諮りいたします。議案第１８号 令和２年度
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名寄市国民健康保険特別会計予算について委員長

報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を

求めます。

（起立多数）

〇議長（東 千春議員） 起立多数であります。

よって、議案第１８号は委員長報告のとおり可

決されました。

お諮りいたします。議案第１９号 令和２年度

名寄市介護保険特別会計予算及び議案第２０号

令和２年度名寄市食肉センター事業特別会計予算、

以上２件について委員長報告のとおり決定するこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１９号及び議案第２０号は委員

長報告のとおり可決されました。

お諮りいたします。議案第２１号 令和２年度

名寄市後期高齢者医療特別会計予算について委員

長報告のとおり決定することに賛成の議員の起立

を求めます。

（起立多数）

〇議長（東 千春議員） 起立多数であります。

よって、議案第２１号は委員長報告のとおり可

決されました。

お諮りいたします。議案第２２号 令和２年度

名寄市立大学特別会計予算から議案第２５号 令

和２年度名寄市下水道事業会計予算までの４件に

ついて委員長報告のとおり決定することに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２２号から議案第２５号までの

４件は委員長報告のとおり可決されました。

〇議長（東 千春議員） 日程第３ 議案第２８

号 名寄市債権管理条例の制定についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２８号 名寄市債

権管理条例の制定について、提案の理由を申し上

げます。

本件は、市の債権の事務処理方法における統一

的な処理基準を定めることにより債権管理の適正

化を図り、市民負担の公平性を確保するとともに、

効果的かつ効率的に未収金を縮減することで円滑

な行政運営につなげるために本条例を制定するも

のでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

議案第２８号は、総務文教常任委員会へ付託い

たします。

〇議長（東 千春議員） 日程第４ 議案第２９

号 令和元年度名寄市一般会計補正予算（第１１

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２９号 令和元年

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由

を申し上げます。

今回の補正は、各款にわたる臨時的経費を中心

に補正しようとするものであり、歳入歳出にそれ

ぞれ５億 ６９７万 ０００円を追加をし、予算

総額を２０９億８２０万 ０００円にしようとす

るものでございます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。３款

民生費におきまして新型コロナウイルス感染症対

策事業費３４５万 ０００円の追加は、新型コロ

ナウイルスの感染拡大を防止する観点から保育所

等で使用をする消毒用資材や備品などの購入経費

を追加しようとするものであり、財源につきまし
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ても国庫補助金にて予算を計上しております。

６款農林業費におきまして畜産・酪農収益力強

化整備等特別対策事業費５億 ９２０万 ０００

円の追加は、道北なよろ農業協同組合が整備をす

る哺育・育成センター事業に対し補助しようとす

るもので、財源につきましても同額を道補助金に

て予算を計上しております。

１０款教育費におきまして給食センター運営事

業費４００万円の追加は、新型コロナウイルスの

感染拡大防止のため小中学校一斉臨時休業に伴う

学校給食の停止により、給食食材供給事業者に与

えた損害に対し補助しようとするものであり、財

源につきましても雑入に全国学校給食会連合会か

らの補助金を予算計上しております。

次に、歳入について申し上げます。各事業の財

源として、１６款国庫支出金に４７７万 ０００

円、１７款道支出金に５億 ９２０万 ０００円、

２２款諸収入に３００万円を追加しようとするも

のでございます。

次に、第２表、繰越明許費補正につきましては、

年度内に完了しない畜産・酪農収益力強化整備等

特別対策事業費を繰越ししようとするものでござ

います。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２９号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２９号は原案のとおり可決され

ました。

ここで市長より追加議案の提出を求められてお

ります。追加議案協議のため、議会運営委員会を

開催いたしますので、暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時１２分

再開 午前１０時１８分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

休憩中に市長より議案第３０号 令和２年度名

寄市一般会計補正予算（第１号）が提出されまし

た。これについては、さきに行われた議会運営委

員会にて日程に追加し、議題とすることと決定し

ています。

お諮りいたします。お手元に配付の追加日程第

２号のとおり日程に追加し、議題とすることに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

議案第３０号を日程に追加し、議題とすること

に決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 追加日程第１ 議案第

３０号 令和２年度名寄市一般会計補正予算（第

１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議長をはじめ議員の皆様

にお計らいいただきまして、ありがとうございま

す。

それでは、議案第３０号 令和２年度名寄市一

般会計補正予算につきまして、提案の理由を申し

上げます。

今回の補正は、新型コロナウイルス感染症に係

る緊急対策でございまして、歳入歳出それぞれ１

億 ２８５万円を追加し、予算総額を２１０億

５４９万 ０００円にしようとするものでござい

ます。
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補正の内容を歳出から申し上げます。７款商工

費におきまして新型コロナウイルス感染症により

経営に影響を受けている市内中小企業者の経営安

定を図るために令和元年度より引き続き中小企業

特別融資保証料補助金 ４８５万円及び中小企業

特別融資預託金１億円を追加するとともに、運転

資金利子補給補助金として２５０万円を追加しよ

うとするものでございます。また、消費拡大支援

事業補助金 ５５０万円の追加は、新型コロナウ

イルス感染症の影響が大きい飲食業の消費を喚起

し、地域経済の活性化を図るために市内飲食店で

利用できるプレミアム付き商品券の販売を実施を

する実行委員会に対し補助しようとするものでご

ざいます。

次に、歳入について申し上げます。２１款繰入

金におきまして財政調整基金繰入金 ２８５万円

を追加し、収支の調整を図ろうとするものでござ

います。

また、２３款諸収入におきまして中小企業特別

融資預託金元金収入として１億円を追加しようと

するものでございます。

次に、第２表、債務負担行為補正につきまして

運転資金利子補給補助金（新型コロナウイルス感

染症対策）を追加しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

倉澤宏議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 御指名いただきました。

ただいま提案がありました令和２年度名寄市一般

会計補正予算（第１号）についてお伺いをしたい

と思います。

３月２０日に可決されました元年度補正予算

（第１０号）と関連をさせてちょっと質問をさせ

ていただきたいというふうに思います。３月１９

日に更新され、閲覧できなくなっていた、名寄市

ホームページに掲載されていた今回の新型コロナ

ウイルス感染症対策緊急対応資金に関する要綱が

２０日の本会議終了後にホームページ、改めて確

認をさせていただいたところ、資金の名称、制度

の内容、閲覧できなくなった要綱とは内容が変更

され、３月２０日付の告示で１３日から適用とい

うことで掲載をされておりました。掲載されたこ

とによってその要綱、改めて確認をさせていただ

くことができますので、そこの内容と合わせなが

ら今回提案されております中小企業特別融資預託

金の部分で関連する部分、御質問させていただき

たいと思います。令和元年度の補正予算で ００

０万円、融資枠１億円の補正予算、可決をしてお

りますけれども、前回の質問の中で直近の融資の

申請状況、件数４件というような御答弁ございま

したけれども、その４件についてこの間の部分で

の変更、また融資が実行されたのかどうなのかと

いうところを改めて御確認をさせていただきたい

というふうに思います。

次に、中小企業の消費拡大、消費者の消費拡大

といった部分での提案理由の御説明、商業指導育

成対策事業費、消費拡大支援事業補助金の部分で

関連するところですけれども、 ５５０万円、プ

レミアム付き商品券の発行、実行委員会に対する

補助金ということで今御説明がありましたけれど

も、この実行委員会については既に立ち上がって

いるのか、また事業に向けた実施要綱等もし決ま

っていれば、内容について御説明をいただきたい

というふうに思います。

２点よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） まず、申請の状

況でございます。２０日の議会で申込みが４件あ

るというふうにお答えしたのですが、その後確認

をさせていただいたところ、そのうちの１件につ

きましてはお話の中では来年度またいででいいの

ではないかというような御相談があったというこ

とで、現時点では３件ということになっておりま

す。

令和２年３月２５日（水曜日）第１回３月定例会・第４号
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それから、消費拡大の部分ですが、実行委員会

はまだできているのではなく、名寄商工会議所さ

んと風連商工会さん、そして市内の飲食店さんの

中で今後つくることに向けて協議されていくもの

と聞いているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 融資の申請件数につい

ては今御説明ありました。実行された部分につい

てのお答えがございませんでしたので、ちょっと

もう一回お聞きしたいと思います。よろしいです

か。

〇議長（東 千春議員） どうぞ。

〇産業振興室長（田畑次郎君） それにつきまし

ては、そのときにも答弁させていただきましたが、

私どものところに申請が上がるまで若干時間にず

れがございますので、まだ実行はされておりませ

ん。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 申請件数３件に減った

ということで、実行に関しては行われていないと

いうことでお答えございましたけれども、ちょっ

と要綱と照らし合わせて質問させていただきたい

と思いますけれども、金融機関が融資を実行する

際、今回預託金の２倍枠として資金を確保すると

いうことで、要綱の第２条、金融機関は市の中小

企業振興施策に協力し、前項の預託金額の原則と

して２倍以上の融資枠を常時設定、迅速、適正に

融資を行うものといった部分が要綱にうたわれて

おりますけれども、こちらについて、先日可決さ

れました補正予算、この預託の部分ですけれども、

予算執行される見込みが今年度あるのかどうなの

か。常時設定ということで記載がありますけれど

も、預託されない中で金融機関がそれぞれ２倍枠

を設定することができるのかどうなのか、そこに

ついて改めてお伺いをしたいというふうに思いま

す。

消費拡大支援事業補助金についてですけれども、

５５０万円、金額的に多い、少ないは別としま

して、今回提案理由の部分での御説明だと飲食店

に限った商品券ということで確認をさせていただ

いておりますけれども、飲食店に限らず中小、あ

と小規模事業者、小売店も含めて新型コロナウイ

ルスの影響でかなり売上げ減少しているといった

状況もあります。国のほうでも様々な施策が提案

されている中で、これ実施要綱、実行委員会も含

めてまだはっきりした状況が決まっていないので

あれば、使える事業者の枠を飲食店に限定するこ

となく、幅広い中小、小規模事業者に適用できる

ような部分でのお考え、改めての検討の部分でそ

の余地があるのかどうなのか改めてお聞きしたい

と思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） ２点再質問頂いたと

いうことであります。

１つは、年度内の融資の実行、さらに市の預託

がされるかという御質問だったというふうに思い

ます。先ほど室長のほうから申し上げた３件につ

いては、資金繰りの関係から年度内に資金繰りを

したいということで手続を進めさせていただいて

いるところであります。我々も毎日金融機関と連

絡を取りながらそこは密に手続を進めさせていた

だいているということで、関連する手続が滞りな

ければ年度内にこの３件について市から預託をし、

金融機関で２倍の枠を設けていただいて、融資実

行させていただきたいと、そういった予定で今手

続を進めさせていただいているということで御理

解をいただければと思います。

もう一点の今回の消費喚起のところの取組につ

いてということで、今倉澤議員が言われたように、

今回のコロナウイルスによる影響は飲食に限らず

幅広く起きているわけでありまして、今後これが

どれだけ続くかによってもその影響はまた変わっ

てくるのだろうというふうに思っています。ただ、

この間経済団体からも要望いただいているのは、

やはり喫緊の課題として一番影響を受けているの

は飲食店だろうということでありましたし、それ
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は単に言葉だけではなくて、緊急調査も実施をし

た上でその影響額についても出させていただいた

ところでありますので、まずは飲食店に向けて実

施をしていきたいと思います。ただ、直接の対象

は飲食店に限られるかもしれませんけれども、飲

食店に行くことによって例えば帰りに交通機関を

使っていただければ交通機関への影響などもある

と思いますし、当然飲食店に物を納めている店に

ついてもそこについては影響というか、売上げの

増につながることだというふうに思いますので、

関連する効果もあるというふうに思っております

ので、現在の段階で申し上げると飲食店にある程

度周知をしていきたいと思いますが、ここは市は

支援する立場で、実際に取り組むのは実行委員会

でありますので、その中で改めて今の御意見も含

めて検討いただければというふうに思っておりま

すので、御理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 補正予算のほう、令和

元年度のほうにちょっと戻りますけれども、 ０

００万円の預託金の予算、また併せて保証料の補

給補助ということで先日可決した経過ありますけ

れども、今お話あった部分ではそちらのほうにつ

いては執行されない可能性もあるということでい

いのか改めて御確認をさせていただきたいという

ふうに思います。

もう一つ、消費拡大の部分での商品券事業です

けれども、これ実施時期については今のところ実

行委員会も立ち上がっていない、要綱もできてい

ないといった部分で、どのあたりに実施をしよう

というふうに考えているのか、そこと、今お話あ

りましたとおり、飲食店以外の部分でも今後検討

していく部分での話がございましたけれども、実

際飲食店の状況、今大変だということは十分私の

ほうも認識しておりますけれども、広く事業者で

使えるように、飲食店で使う場合は飲食店に若干

のインセンティブをつけた、プレミアム率を上げ

るとか、そうした部分での検討をぜひともしてい

ただきたいというふうに思いますけれども、そち

らについての考えをお伺いして、終わりたいと思

います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） まず、今年度内の融

資が、予算が確実に執行されるかということであ

ります。ここは、例えば金融機関と我々の行政の

間だけで全ての手続が済むのであれば、これは年

度内に１００％実施をしたい、実行するというお

話ができると思いますけれども、ここには保証協

会等の第三者の存在もありますので、そこの手続

のスピード感によっては場合によっては年度内の、

さきに可決をいただいた補正予算については執行

されないこともあるかと思いますけれども、我々

のスタンスとすると、年度内に資金が必要だとい

う事業者の皆さんがおられますので、その方たち

にできるだけ必要な時期に予算執行できるように

努めていきたいというふうに思っていますので、

御理解いただければと思います。

もう一点の飲食が特に大きな影響があることは

理解しながらも、ほかの業種の皆さんにも配慮と

いう、そういう御意見だと思いますので、ここは

真摯に受け止めたいというふうに思いますが、多

分今回の取組については我々が今回補正した分だ

けでは恐らく対策とするととどまらないではない

かなというふうに思っています。それは、国の動

きなども含めて、国もかなり大きな新たな経済支

援策をやるというふうに思っていますので、まず

喫緊とするとやはり飲食業に絞る必要はあるので

はないかと思いますけれども、それを通じてでき

るだけほかの業種にも効果が広がるように、そこ

については実行委員会、私どもも知恵を絞りたい

と思いますが、まずはそこで進めさせていただき

ながら、倉澤議員が言われるほかの業種について

はその後の国の対策など、そこの動向も含めてし

っかり対応させていただきたいと思っております

ので、御理解いただければと思います。

それと、実施の時期でありますけれども、これ
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はなかなか難しい部分があると思います。一方で

いくと感染拡大の防止をしなければいけないとい

うのがあるのと一方でそれが長引くと経済に影響

がますます大きくなるという点がありますので、

ここ国、あるいは北海道の要請などもあると思い

ますし、さらには名寄市には対策本部を立ち上げ

ておりますので、ここと今後立ち上げられる実行

委員会ともしっかりと連絡を取りながらしかるべ

き時期を見定めたいと考えておりますので、御理

解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第３０号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第５ 意見書案第

１号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書、

意見書案第２号 温暖化へのさらなる対策を求め

る意見書、意見書案第３号 新型コロナウイルス

感染症の早期終息及び経済対策の強化を求める意

見書、以上３件を一括議題といたします。

お諮りいたします。意見書案第１号外２件は、

質疑、委員会付託を省略し、直ちに採決すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

意見書案第１号外２件を原案のとおり決定する

ことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、意見書案第１号外２件は原案のとおり

可決されました。

〇議長（東 千春議員） 日程第６ 報告第２号

例月現金出納検査報告、定期監査報告等につい

てを議題といたします。

本件については、報告書がお手元に配付されて

おりますので、これをもって御了承をお願いいた

します。

〇議長（東 千春議員） 日程第７ 閉会中継続

審査（調査）の申し出についてを議題といたしま

す。

お諮りいたします。お手元に配付いたしました

各委員長からの申出のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、申出のとおり決定いたしました。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時３７分

再開 午前１０時３８分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

以上で今定例会に付議されました案件は全て議

了いたしました。

ここで佐古名寄市立大学学長より発言を求めら

れておりますので、これを許します。

佐古名寄市立大学学長。

〇市立大学学長（佐古和廣君） 本日は新型コロ

ナウイルス感染症拡大により縮小議会の中、この

ような機会を与えていただきまして、誠にありが

とうございます。
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私は、この３月３１日をもちまして学長を退任

する予定であります。４年間議員の皆様、また市

長部局の皆様方に大変お世話になりました。あり

がとうございました。今思えば、あっという間の

４年間でした。この４年間で何ができたか。実は

今年将来構想の３年目に当たりまして、前期計画、

実施計画の最終年度であります。この１月に総括

が終わりまして、近々ホームページにアップする

予定でございますので、何をやったかはそれを御

覧いただきたいというふうに思っています。学長

をお引受けするときにジョン・スチュアート・ミ

ルという方の書いた「大学教育について」という

本を読みました。何だ、車に乗せてくれといった

らマニュアルを見ながら運転しているのかと今不

安に思われた方もいらっしゃるかと思いますが、

学長の心得をちょっと勉強したということでござ

います。このジョン・スチュアート・ミルという

方は、セント・アンドルーズ、ゴルフで有名な地

ですけれども、そこの大学の名誉学長をされた方

で、１８６７年に名誉学長に就任したときに約２

時間に及ぶ講演を行いまして、それを記録したも

のが「大学教育について」という本であります。

その中で私が特に共感を覚えた一文を御紹介しま

すと、大学は職業教育の場ではありません。大学

は生計を得るためのある特定の手段に人々を適用

させるために必要な知識を教えることを目的とし

てはいないのですと。これは、一見本学の教育目

標と矛盾するように思われる方も多いかと思いま

すが、大学教育の目的は単に知識の伝授ではなく、

有能で教養ある人間を育成することにあるという

ことを言っているわけです。私は、いつも国家試

験の合格率を上げるようにと教授会等でよく言っ

ていますので、これも言っていることとやってい

ることが違うのではないかという批判を浴びそう

ですが、必ずその後にこれは最終目標ではないと

いうことを付け加えていました。国家試験の合格

というのは、４年の大学教育の必然的ゴールであ

るというふうに考えています。最終目標はもっと

高いところに置くべきであるということを思って

いました。これがどれだけの教員と共有できたか

どうかというのは分かりませんが、常にそういう

気持ちでこの４年間臨んでいました。この教育の

質を担保するのが将来構想であり、将来構想は単

に教育の質を担保するための仕組みであります。

この仕組みが有効かどうかは、何年後かにどなた

かが検証されることでしょう。

結びになりますが、次期学長は本学の４学科と

非常に関係の深い厚生労働省で長い行政経験があ

り、また退官後大学の教育にも携わった方であり

ます。私は、本学学長として理想的な方であると

いうふうに考えております。私同様ぜひ御支援の

ほどよろしくお願いすることをお願いして、私の

退任の御挨拶にさせていただきます。長い間どう

もありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） これをもちまして、令

和２年第１回定例会を閉会いたします。

大変御苦労さまでした。

閉会 午前１０時４４分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 清 水 一 夫

令和２年３月２５日（水曜日）第１回３月定例会・第４号
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署名議員 高 野 美枝子

令和２年３月２５日（水曜日）第１回３月定例会・第４号
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令和２年第１回名寄市議会定例会議決結果表

令和２年２月２５日～令和２年３月２５日 ３０日間

本会議時間数 ５時間４３分

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

令 和 元 年 第 4 回 元.11.26 2. 2. 6 2. 2.25
名寄市基幹相談支援センター条例の制定につ

定例会 市 民 福 祉 常 任 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決
いて

付 託 議 案 第 1 号

― ― 2. 2.25
第 １ 号 名寄市印鑑条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

― ― 2. 2.25
第 ２ 号 名寄市へき地保育所条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

― ― 2. 2.25
第 ３ 号 名寄市営住宅管理条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

― ― 2. 2.25
第 ４ 号 工事請負契約の変更について

― ― 原 案 可 決

― ― 2. 2.25
第 ５ 号 専決処分した事件の承認について

― ― 原 案 可 決

― ― 2. 2.25
第 ６ 号 専決処分した事件の承認について

― ― 原 案 可 決

令和元年度名寄市一般会計補正予算（第９ ― ― 2. 2.25
第 ７ 号

号） ― ― 原 案 可 決

令和元年度名寄市国民健康保険特別会計補正 ― ― 2. 2.25
第 ８ 号

予算（第３号） ― ― 原 案 可 決

令和元年度名寄市介護保険特別会計補正予算 ― ― 2. 2.25
第 ９ 号

（第４号） ― ― 原 案 可 決

令和元年度名寄市下水道事業特別会計補正予 ― ― 2. 2.25
第 １ ０ 号

算（第２号） ― ― 原 案 可 決

令和元年度名寄市個別排水処理施設整備事業 ― ― 2. 2.25
第 １ １ 号

特別会計補正予算（第２号） ― ― 原 案 可 決

令和元年度名寄市食肉センター事業特別会計 ― ― 2. 2.25
第 １ ２ 号

補正予算（第２号） ― ― 原 案 可 決

令和元年度名寄市後期高齢者医療特別会計補 ― ― 2. 2.25
第 １ ３ 号

正予算（第２号） ― ― 原 案 可 決

令 和 ２ 年 第 １ 回 ３ 月 定 例 会
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令 和 ２ 年 第 １ 回 ３ 月 定 例 会

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

令和元年度名寄市立大学特別会計補正予算 ― ― 2. 2.25
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令和２年第１回定例会における新型コロナウイルスに対する議会対応について 

 

 令和２年第１回定例会において本市議会として、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止に向け

て議会としては難しい選択を余儀なくされたところであります。つきましては、議会としての対応につ

いて多くの市民の方にご理解いただくため協議経過等について報告させていただきます。 

 令和２年第１回定例会については、２月 25 日に開会し会期を３月 26 日までの 31 日間として行うこ

とにしておりましたが、新型コロナウイルス感染症に対して、名寄市では、２月 25 日に「名寄市感染

症危機管理対策本部」を設置して国や北海道の方針に基づいて市としての方針を決定してきております。

その方針を参考として議会の対応について協議を行い、会期及び議会日程の変更、本会議や委員会にお

ける感染症対応、代表・一般質問を取りやめて名寄市議会基本条例に基づいて発言通告書に基づき理事

者答弁を文書で提出を求めています。 

 つきましては、これまでの経過として、国における感染症に対する方針等、北海道における感染症に

対する方針等（北海道及び北海道教育委員会）、名寄市感染症危機管理対策本部会議での方針等で議会

対応の参考とした部分を掲載し、その内容に基づいて、令和２年第１回定例会における議会としての協

議経過と代表・一般質問を取りやめたことに対する質問文書表と理事者答弁を掲載いたします。 

 

【国における感染症に対する方針等】 

 ※記載している内容については、ホームページで公表されている内容から概要として記載しています。 

令和２年２月 24日 新型コロナウイルス感染症対策専門家会議  

 感染の拡大のスピードを抑制することは可能だと考えられる。そのためには、これから１～２

週間が急速な拡大に進むか、収束できるかの瀬戸際になる。仮に感染の拡大が急速に進むと、患

者数の爆発的な増加、医療従事者への感染リスクの増大、医療提供体制の破綻が起こりかねず、

社会・経済活動の混乱なども深刻化する恐れがある。 

 これからとるべき対策の最大の目的は、感染の拡大のスピードを抑制し、可能な限り重傷者の

発生と死亡数を減らすことである。 

 特に、風邪や発熱などの軽い症状が出た場合には、外出をせず、自宅で療養する。また、症状

のない人も、それぞれが一日の行動パターンを見直し、対面で人と人との距離が近い接触（互い

に手をのばしたら届く距離）が、会話などで一定時間以上続き、多くの人々との間で交わされる

ような環境に行くことをできる限り回避する。症状がなくても感染している可能性があるが、心

配だからといって、すぐに医療機関を受診しない。医療従事者や患者に感染を拡大させないよう、

また、医療機関に過重な負担とならないよう留意する。 

令和２年２月 27日 臨時休校要請（安倍総理大臣）  

 新型コロナウイルスの感染拡大を受け、安倍総理大臣は全国のすべての小中学校や高校などに

ついて、３月２日から春休みに入るまで臨時休校とするよう要請する考えを表明した。 

 これを受けて文部科学省は 28日、全国の教育委員会などに対し要請を行うことにしていて、実

際に春休みに入るまで臨時休校とするかなどの対応は自治体や学校の判断に委ねることにしてい

る。 

令和２年３月９日 新型コロナウイルス感染症対策専門家会議  

 これまでに明らかになったデータから、集団感染しやすい場所や場面を避けるという行動によ

って、急速な感染拡大を防げる可能性が、より確実な知見となってきた。これまで集団感染が確
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認された場に共通するのは、①換気の悪い密閉空間であった、②多くの人が密集していた、③近

距離（互いに手を伸ばしたら届く距離）での会話や発声が行われたという３つの条件が同時に重

なった場である。こうした場ではより多くの人が感染していたと考えられる。そのため、市民の

みなさまは、これらの３つの条件ができるだけ同時に揃う場所や場面を予測し、避ける行動をと

るよう見解が示されている。 

令和２年３月 19日 新型コロナウイルス感染症対策専門家会議  

 感染症のまん延防止に当たっては、国民の行動変容を一層徹底していく必要がある。このため、

専門家会議としては、国に対しては３つの条件（①換気の悪い密閉空間、②多数が集まる密集場

所、③間近で会話や発声をする密接場面）が同時に重なった場を避けることの必要性について周

知広報の充実を求めている。 

 

【北海道における感染症に対する方針等】 

 《北海道》 

令和２年２月 28日 鈴木北海道知事の記者会見  

 北海道は、２月 28日に新型コロナウイルスに関する対策会議を開き、新型コロナウイルスの道

内での感染拡大は深刻さを増しているとして「緊急事態宣言」を出している。 

 期間は２月 28 日から３月 19 日までの３週間で、特に週末は道民に外出を控えるよう呼び掛け

ている。 

令和２年３月 18日 鈴木北海道知事の記者会見  

 ２月 28日から実施してきた新型コロナウイルス緊急事態宣言は、当初懸念されていた爆発的な

感染拡大と医療崩壊による命と暮らしを守れない状況は回避されたと考えることから、当初の予

定どおり３月 19日をもって終了する。 

 緊急事態宣言の結果として、一つ目は、現時点において医療崩壊を起こすような急激な患者の

増加は生じていない。緊急事態を宣言した時点で恐れていた状況には至らずに済んでいる。二つ

目は、緊急事態宣言の期間中、検査体制や病床確保など、必要な体制の強化を図るとともに、必

要な情報の蓄積により新型コロナウイルスと戦う体制を整えることができたとしている。 

 ３月 20日からは、新型コロナウイルス感染症の危機克服に向け、道民の皆さまや事業者の皆さ

まと一丸となって戦っていくステージに移行していくこととする。 

 ３月 20日以降も、３月９日に国の専門家会議から示された見解において、換気の悪い密閉空間、

多くの人が密集した場所、近距離（お互いに手を伸ばしたら届く距離）での会話が行われたとい

う３つの条件が同時に重なったところで集団感染が確認されていることが示されていることか

ら、これらのリスクを最小化する取り組みを積極的に行ってもらいたいとしている。 

 

 《北海道教育委員会》（小中学校の臨時休業） 

令和２年２月 26日付教総第 2095号 新型コロナウイルス感染症に対応した臨時休業の要請 

 北海道教育委員会教育長から各市町村教育委員会教育長（各市町村立学校長）に対して文書通

知があった。その内容としては、２月 26日に北海道知事から学校の臨時休業について要請があっ

たことを受けて、一つ目として、２月 27日から３月４日までの７日間を臨時休業とすること。臨

時休業時には、教職員の健康管理を行うとともに、各学校における衛生環境の確認を行う。二つ

目として、３月５日を「感染症予防の日」とすること。「感染症予防の日」は、児童生徒に感染症
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について正しい知識等を習得させるとともに、新型コロナウイルスを理由としたいじめや偏見等

について考えさせる機会とするとの要請を行っている。 

 

令和２年２月 28 日付教総第 2114 号 新型コロナウイルス感染症に対応した臨時休業の更なる要

請 

北海道教育委員会教育長から各市町村教育委員会教育長（各市町村立学校長）に対して文書通

知があった。その内容としては、内閣総理大臣から、全国全ての小学校、中学校、高等学校、特

別支援学校において、３月２日以降、春休みまで臨時休校を行うよう要請があり、この要請を受

け、文部科学省から臨時休業を行うよう依頼があったことから、既に実施している臨時休業につ

いて、学年末の休業日前日まで延長すること。高等学校において臨時休業を未実施の場合は３月

２日から学年末の休業日前日まで臨時休業するよう要請を行っている。 

 

【名寄市感染症危機管理対策本部会議での方針等】（令和２年２月 25日設置） 

 ※対策本部会議の中で議会対応の参考とした内容についてのみ掲載している。 

令和２年２月 27日 第３回名寄市感染症危機管理対策本部会議  

 「新型コロナウイルスの感染拡大防止に向けたイベント及び会議等の対応方針」を策定し、名

寄市又は名寄市教育委員会が主催・共催及び実行委員会の事務局を担っているイベント及び会議

等を対象とする。イベント等は「中止又は延期」、会議等は「書面会議又は延期」とし、対象期間

を令和２年３月 31日までとしている。 

 また、名寄市職員の感染予防及び感染した場合の対応や名寄市内に感染者が発生した場合の市

の対応について内容を確認している。 

 名寄市教育委員会として、名寄市内の小中学校について、北海道教育委員会からの要請に基づ

き、２月 27日から３月４日までの７日間を臨時休業としている。 

 同日、市長が記者会見を行い感染症に対する市の対応について市民周知を行っている。 

令和２年３月２日 第４回名寄市感染症危機管理対策本部会議  

 ２月 28日に北海道から出された「緊急事態宣言」を受けて、市内の公共施設を３月４日から３

月 19日まで閉館することを決定している。また、庁舎及び各公共施設の消毒を行うことを確認し

ている。 

 名寄市教育委員会として、名寄市内の小中学校について、北海道教育委員会からの要請に基づ

き、春休みまで臨時休業とすることを決定し、分散登校について検討することにしている。 

令和２年３月 17日 第７回名寄市感染症危機管理対策本部会議  

 ３月 20 日以降の名寄市の対応として、３月 19 日まで閉館していた公共施設については、３月

20 日から一部施設を除いて開館することを決定している。また、開館する場合には、国の専門家

会議で示されている感染予防対策として「換気が悪い密閉空間」「人が密集」「近距離での会話」 

を避けることとし、利用者に対して注意喚起を行うことにしている。 
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【令和２年第１回定例会における議会としての協議経過】 

２月 28日開催 第３回各会派代表者会議における確認事項 

 変更前 変更後 

議会日程の変更 会期の変更 

２月 25日（火）～３月 26日（木） 

             31日間 

代表質問 ３月９日（月） 

※３月９日に本会議を開会し、会期の 

変更を行う。 

一般質問 ３月 10日（火）・11日（水） 

予算審査特別委員会 

３月 23日（月）～３月 26日（木） 

４日間 

 

⇒２月 25日（火）～３月 25日（水） 

             30日間 

⇒３月 16日（月） 

 

 

⇒３月 17日（火）・18日（水） 

 

⇒３月 23日（月）～３月 24日（火） 

２日間 

３月６日開催 第３回議会運営委員会における確認事項 

議会日程の変更 ※２月 28 日開催の各会派代表者会議

の内容についてさらに変更を行う。 

代表質問 ３月 16日（月） 

一般質問 ３月 17日（火）・18日（水） 

 

 

 

⇒取りやめ 

⇒取りやめ 

本会議 ３月 20日（金）開催 

※市の経済対策に対応するため祝日

に本会議を開催する。 

３月６日 東議長が新型コロナウイルス感染症に対する議会対応について記者会見を行う。 

 （記者会見の内容については別途掲載） 

３月 12日開催 第４回各会派代表者会議における確認事項 

協議内容 〇令和２年第１回定例会における代表・一般質問の内容に対する回答依頼に 

 ついて 

 代表・一般質問を取りやめることの対応として、名寄市議会基本条例第 11

条第３号の規定に基づき、発言通告書に基づく理事者答弁を文書で求めるこ

とを確認している。 

３月 16日 加藤市長から正副議長に対して代表・一般質問の発言通告書に基づく理事者答弁につ

いて文書の提出があった。質問文書表及び理事者答弁については全議員に配布するとともに、議

会ホームページに掲載している。 

３月 20日開催 第６回議会運営委員会における確認事項 

協議内容  本来であれば本会議の会議録については、議会が開会されている場合の審

議内容等について記載しているところですが、多くの市民の方に対して議会

としての考え方を伝える必要があることや議員として市民への説明責任があ

ることから、新型コロナウイルス感染症に対するこれまでの議会対応と代

表・一般質問を取りやめたことの対応として、名寄市議会基本条例第 11条第

３号の規定に基づき、発言通告書に基づく理事者答弁を会議録に参考資料と

して掲載することを確認している。 
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３月６日に東議長が行った新型コロナウイルス感染症に対する議会対応についての記者会見 

 世界的な広がりを見せる新型コロナウイルス感染症は目に見えないものとの戦いで、何が正解

なのか、答えがわからない中で感染拡大を防ぐために今定例会の日程や手法についてこれまで内

部協議を重ねてきました。 

 当初、議会日程を９日代表質問、10、11日を一般質問の予定をしていましたが、２月 27日に出

された国の方針として、ここ２週間が重要との見解から、代表質問を 16日に、一般質問を 17、18

日に変更して行うことを検討していましたが、名寄市は北海道が出した「緊急事態宣言」と合わ

せた 19 日まで、感染拡大を防ぐために 37 施設の休館を決めました。議会として、専門知識や独

自の情報がない中での判断として、市と同様に感染拡大を防ぐ意味から名寄市と足並みをそろえ

て、代表質問、一般質問を中止することを議会運営委員会で合意しました。 

 すでに、質問の通告を済ませていますので、今後、文書での回答を求めることとし、その内容

については議会ホームページや議会だよりによって市民にお知らせすることを考えています。 

 また、名寄市では本年度中の経済対策を検討しており、休館期間の翌日 20日は休日であります

が、議会を開会し補正予算案を審議し、議決を見ることができれば即時の対応から市内の経済的

打撃を少しでも緩和できるよう進める考えであります。 

 今定例会の会期中には予算審査特別委員会も行われます。例年は４日間の日程で行っていまし

たが、期間を短縮し 23、24日の２日間で集中審議を行い、会議に出席する説明員は最低限とする

などし、25日は議会を開会し予算審査特別委員会での報告の審査を行い閉会予定といたしました。 

 また、３月中は各種委員会の開催を最低限にとどめるなどし、定例会及び予算審査特別委員会

を含む委員会では一般の傍聴をご遠慮いただくこととしました。ただし、報道関係者の皆さんに

ついては市民周知の観点から、マスク着用にて認めることといたします。 

 これまで経験のしたことのない議会対応とさせていただきましたが、今は名寄市、名寄市議会、 

そして市民が協力し合いながら、市民から一人も感染者を出したくない、そしてこのことによる

経済損失により倒産及び廃業に至ることの無いよう難局を乗り越えたいと考えております。 

 市民の皆様にはご理解をいただきたくお願い申し上げます。 
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名 議 庶第 １１ ４ 号 

令和２年３月１２日 

 

 

 名寄市長 加 藤 剛 士 様 

 

 

                               名寄市議会議長 東  千 春 

 

 

   令和２年第１回定例会における代表・一般質問の通告に対する回答依頼について 

 日頃から、本市議会の議会活動の推進にご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、令和２年第１回定例会におきまして代表・一般質問の日程を、当初は３月９日に代表質問、10 

日・11 日に一般質問を予定していましたが、２月 27 日に出された国の方針として、ここ２週間が重要

との見解から、代表質問を３月 16日に、一般質問を 17日・18日に変更して行うことを検討していまし

たが、名寄市は北海道が出した「緊急事態宣言」と合わせて３月 19 日まで、感染拡大を防ぐために 37

施設を休館とすることやイベント・会議等も自粛することを決めております。 

本市議会といたしましては、専門知識や独自の情報がない中での判断として、全市挙げて感染防止に

努め、市民の安心した暮らしを守ることを最優先すべきと判断し、市と同様に感染拡大を防ぐ意味から 

議会として苦渋の選択ではありましたが、３月６日に開催した議会運営委員会において代表・一般質問

については取りやめることにいたしました。 

 本日、開催いたしました各会派代表者会議におきまして、名寄市議会基本条例第 11 条第３号の規定

に基づき、発言通告書に基づく理事者答弁を文書で求めることにいたしました。 

 つきましては、時節柄何かとお忙しいこととは存じますが、３月 16 日（月）までに文書により回答

いただきますようよろしくお願いいたします。 
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質 問 文 書 表（代 表 質 問） 

                                        令和２年第１回定例会 

発言 

順序 
氏 名 発 言 要 旨 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山 田 典 幸 

３月９日 (月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 令和２年度の市政執行について 

（１）市政推進の基本的な考え方について 

（２）新年度の重点施策について 

（３）名寄市総合計画（第２次）中期基本計画の具現化に向け

ての取り組みについて 

（４）昨年発生した諸問題解決に向けての対応について 

 

２ 市民と行政との協働によるまちづくりについて 

（１）名寄市まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進について 

（２）国内・国際交流活動の推進について 

（３）移住・定住の推進について 

 

３ 安心して健やかに暮らせるまちづくりについて 

（１）子ども・子育て支援の推進について 

（２）地域医療の充実について 

（３）高齢者福祉の推進について 

 

４ 快適で安全安心なまちづくりについて 

（１）空き家対策について 

（２）地域公共交通について 

 

５ 地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづくりに 

ついて 

（１）農業振興施策について 

（２）中心市街地の活性化への取り組みについて 

（３）観光振興と経済活性化について 

 

６ 生きる力と豊かな文化を育むまちづくりについて 

（１）名寄市立大学の将来展望について 

（２）冬季スポーツ拠点化事業について 

 

７ 教育行政について 

（１）第３次名寄市教育改善プロジェクト委員会の取り組みに

ついて 

（２）地域とともにある学校づくりの更なる充実について 
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発言 

順序 
氏 名 発 言 要 旨 

  （３）小中一貫教育の今後の推進について 

（４）市内高等学校の今後のあり方について 

２ 

 

高 野 美枝子  

３月９日 (月) 

 

１ 令和２年度市政執行方針と予算編成について 

（１）総合計画（第２次）中期基本計画を着実に推進するため 

  の考え方について 

（２）重点プロジェクトや総合戦略を中心とした施策や事業の 

  展開について 

（３）当面する名寄市の課題について 

（４）予算編成と財政展望について 

（５）道北地域の中核都市としての責任と役割について 

 

２ 保健医療福祉行政について 

（１）介護職員の確保について 

（２）子育て支援の推進について 

（３）高齢者施策の推進について 

（４）地域医療の充実について 

 

３ 経済建設行政について 

（１）災害対策について 

（２）まちの賑わいと公共施設のあり方について 

（３）自然を活かした観光について 

（４）公共交通などの維持・改善について 

（５）持続可能な農業政策について 

（６）名寄市食育推進計画について 

 

４ 名寄市立大学の今後の課題について 

（１）旭川大学の影響について 

（２）少子化対策について 

（３）名寄市立大学の将来構想（ビジョン２０２６）の検証に 

ついて 

 

５ 教育行政について 

（１）ＥＮ－ＲＡＹホールを中心とする文化振興について 

（２）天文台１０周年記念行事業について 

（３）北国博物館の利用促進について 

（４）学校給食について 

（５）名寄市の課題と目指すべき姿について 
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質 問 文 書 表（一 般 質 問） 

                                        令和２年第 1回定例会 

発言 

順序 
氏 名 発 言 要 旨 

１ 

 

山 崎 真由美 

３月 10日 (火) 

１ 感染症に対する対応策について 

（１）新型コロナウイルス及びインフルエンザの発生状況に   

ついて 

（２）新型コロナウイルスに対する予防策について 

（３）新型コロナウイルス感染が確認された場合の回復までの対 

応について 

 

２ 情報通信基盤の整備について 

（１）高速通信環境の全市的整備について 

（２）ＧＩＧＡスクール構想に沿った取り組みについて 

 

３ 緑の基本計画について 

（１）緑地の保全や緑化の推進状況及び樹木の管理状況について 

（２）名寄市緑の基本計画策定について 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

遠 藤 隆 男 

３月 10日 (火) 

 

 

 

 

 

 

 

１ 農業振興について 

（１）本年度の地域農業を総括して 

（２）外国人技能実習生について 

（３）新規就農者の現状及び今後の推移について 

（４）農業振興センターの役割及び新年度の実証試験について 

 

２ 名寄駐屯地の今後について 

（１）名寄市における名寄駐屯地の役割について 

（２）名寄駐屯地の充実等を求める要望について 

 

３ 

 

五十嵐 千 絵 

３月 10日 (火) 

１ 人口減少の取り組みについて 

（１）出生率及び出生数の近況と多様化する価値観を踏まえた取

り組みについて 

（２）地域を支える各団体の担い手不足の現状と課題について 

 

２ 安心して暮らすための防犯対策について 

（１）犯罪被害の現状と防止策について 

（２）市内防犯カメラの設置状況と今後の設置計画について 

（３）学校における防犯教育の現状と推進について 
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発言 

順序 
氏 名 発 言 要 旨 

４ 清 水 一 夫 

３月 10日（火） 

１ 冬の観光について 

（１）本年度のインバウンド（訪日外国人）スキー客の現況と受

け入れの取り組みについて 

（２）バックカントリーの対応について 

 

２ 冬季スポーツ拠点化について 

（１）本年度の全道・全国大会の現況と対応について 

（２）冬季スポーツ少年団の強化について 

 

３ 防災について 

（１）台風１９号「令和元年東日本台風」被害における教訓に 

ついて 

 

 

５ 倉 澤  宏 

３月 10日（火） 

１ 情報の発信と共有について 

（１）広報広聴のあり方について 

（２）市民への情報発信について 

（３）庁内における情報共有について 

 

２ 空き地・空き家対策について 

（１）空き家等の現状について 

（２）名寄市空家等対策計画の進捗状況について 

（３）名寄市空家等対策協議会での協議内容について 

（４）特定空家等の認定方針について 

 

 

 

６ 三 浦 勝 秀 

３月 11日（水） 

１ ふるさと納税について 

（１）今年度の寄附状況について 

（２）次年度事業について 

（３）企業版ふるさと納税について 

 

２ 再生可能エネルギーの活用について 

（１）エネルギー問題に対する考え方について 
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発言 

順序 
氏 名 発 言 要 旨 

７ 佐 藤  靖 

３月 11日（水） 

１ 明日の名寄のために 

（１）名寄市監査委員による監査報告書にかかわって 

（２）市役所機構のあり方について 

（３）名寄市民の新たな誇り創造にかかわって 

 

２ 教育関係の将来展望について 

（１）高校進学者支援にかかわって 

（２）「子どもたちの希望に沿った学ぶ環境」とは 

（３）教育施設改修にかかわる基本的考えについて 

 

３ 名寄市立総合病院、名寄市立大学の将来展望について 

（１）名寄市立総合病院の経営展望と医師体制にかかわって 

（２）名寄市立総合病院の施設的課題と近隣病院との連携に 

かかわって 

（３）名寄市立大学将来構想中期計画の課題にかかわって 

 

 

 

 

８ 塩 田 昌 彦 

３月 11日（水） 

１ 名寄市公の施設に係る指定管理者の指定手続き等について 

（１）指定管理施設の現状と受託状況について 

（２）指定管理者の選定及び基準について 

（３）管理施設における所管の対応について 

 

２ 経済対策について 

（１）仮称「名寄市商工業振興基本計画」策定による効果に 

ついて 

（２）地域経済活性化に向けた取り組みについて 

（３）新型コロナウイルス対応による地域経済への影響と対策 

について 

 

３ 医療・福祉の対策について 

（１）子ども・子育て支援対策の効果と現状について 

（２）開業医確保対策の現状について 
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発言 

順序 
氏 名 発 言 要 旨 

９ 高 橋 伸 典 

３月 11日（水） 

１ 子どもがのびのび育つ名寄を 

（１）一生懸命遊べる場の確保について 

（２）子育てと就労が両立できるまちについて 

（３）寡婦（寡夫）控除への対応について 

 

２ 補聴器援助システムについて 

（１）高齢難聴者・聴覚障がい者の支援について 

（２）ヒアリングループの必要性について 

 

３ 新型コロナウイルス感染症への対策について 

（１）市民周知への取り組みについて 

（２）幼児教育・高校・大学への取り組みについて 

（３）高齢者施設・障がい者施設への取り組みについて 

（４）名寄市立総合病院の感染症病床の運営対策について 

 

４ 市民が利用しやすい総合案内所について 

（１）市民への対応について 

 

 

１０ 川 村 幸 栄 

３月 11日（水） 

１ 名寄市中小企業振興条例の活用について 

（１）中小企業振興審議会について 

（２）地域経済と人口動態について 

（３）新たな産業と雇用、中小企業の仕事づくりに向けて 

 

２ 「２０４０問題」にかかわって 

（１）スマート自治体の考え方について 

（２）「圏域」単位での行政について 

（３）ＡＩ・ロボティクス等による業務の代替について 
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